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はじめに

ここでは、次の項について説明します。

• 対象読者, xi ページ

• 表記法, xi ページ

• Cisco Nexus 6000シリーズ NX-OSソフトウェアの関連資料, xiii ページ

• マニュアルに関するフィードバック , xv ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, xv ページ

対象読者
このマニュアルは、Cisco NexusデバイスおよびCisco Nexus 2000シリーズファブリックエクステ
ンダのコンフィギュレーションおよびメンテナンスを担当するネットワーク管理者を対象として

います。

表記法
コマンドの説明には、次のような表記法が使用されます。

説明表記法

太字の文字は、表示どおりにユーザが入力するコマンドおよび

キーワードです。

太字

イタリック体の文字は、ユーザが値を入力する引数です。イタリック

省略可能な要素（キーワードまたは引数）は、角カッコで囲んで

示しています。

[x]
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説明表記法

いずれか 1つを選択できる省略可能なキーワードや引数は、角
カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y]

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワードや引
数は、波カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y}

角カッコまたは波カッコが入れ子になっている箇所は、任意また

は必須の要素内の任意または必須の選択肢であることを表しま

す。角カッコ内の波カッコと縦棒は、省略可能な要素内で選択

すべき必須の要素を示しています。

[x {y | z}]

ユーザが値を入力する変数であることを表します。イタリック体

が使用できない場合に使用されます。

variable

引用符を付けない一組の文字。 stringの前後には引用符を使用し
ません。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみな
されます。

string

例では、次の表記法を使用しています。

説明表記法

スイッチが表示する端末セッションおよび情報は、screenフォン
トで示しています。

screen フォント

ユーザが入力しなければならない情報は、太字の screenフォン
トで示しています。

太字の screen フォント

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screenフォント
で示しています。

イタリック体の screenフォン
ト

パスワードのように出力されない文字は、山カッコ（< >）で囲
んで示しています。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで

囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合に
は、コメント行であることを示します。

!、#

このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。
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「注釈」です。役立つ情報やこのマニュアルに記載されていない参照資料を紹介しています。（注）

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され

ています。

注意

Cisco Nexus 6000 シリーズ NX-OS ソフトウェアの関連資料
完全な Cisco NX-OS 6000シリーズマニュアルセットは、次の URLから入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps12806/tsd_products_support_series_home.html

リリースノート

リリースノートは、次の URLから入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps12806/prod_release_notes_list.html

コンフィギュレーションガイド

これらのマニュアルは、次の URLから入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps12806/products_installation_and_configuration_guides_list.html

このカテゴリのマニュアルには、次が含まれます。

•『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS Adapter-FEX Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS FabricPath Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS FCoE Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS Fundamentals Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS Interfaces Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS Layer 2 Switching Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS Multicast Routing Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS Quality of Service Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS SAN Switching Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS Security Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS System Management Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide』
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インストレーションガイドおよびアップグレードガイド

これらのマニュアルは、次の URLから入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps12806/prod_installation_guides_list.html

このカテゴリのマニュアルには、次が含まれます。

•『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS Software Upgrade and Downgrade Guides』

ライセンスガイド

『License and Copyright Information for Cisco NX-OS Software』は、http://www.cisco.com/en/US/docs/
switches/datacenter/sw/4_0/nx-os/license_agreement/nx-ossw_lisns.htmlから入手できます。

コマンドリファレンス

これらのマニュアルは、次の URLから入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps12806/prod_command_reference_list.html

このカテゴリのマニュアルには、次が含まれます。

•『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS Fabric Extender Command Reference』

•『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS FabricPath Command Reference』

•『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS Fundamentals Command Reference』

•『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS Interfaces Command Reference』

•『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS Layer 2 Interfaces Command Reference』

•『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS Multicast Routing Command Reference』

•『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS Quality of Service Command Reference』

•『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS Security Command Reference』

•『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS System Management Command Reference』

•『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS TrustSec Command Reference』

•『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS Unicast Routing Command Reference』

•『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS Virtual Port Channel Command Reference』

テクニカルリファレンス

『Cisco Nexus 6000 Series NX-OSMIB Reference』は http://www.cisco.com/en/US/docs/switches/datacenter/
nexus6000/sw/mib/reference/NX6000_MIBRef.htmlから入手できます。

エラーメッセージおよびシステムメッセージ

『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS SystemMessage Guide』は、http://www.cisco.com/en/US/docs/switches/
datacenter/nexus6000/sw/system_messages/reference/sl_nxos_book.htmlから入手できます。
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トラブルシューティングガイド

『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS Troubleshooting Guide』は http://www.cisco.com/en/US/docs/switches/
datacenter/nexus6000/sw/troubleshooting/guide/N5K_Troubleshooting_Guide.htmlから入手できます。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLドキュメント内のフィードバックフォームよりご連絡ください。ご協力を
よろしくお願いいたします。

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報について、次の URLで、毎
月更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規お
よび改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSSフィードとして購読できます。また、リー
ダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定するこ

ともできます。RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSSバージョン2.0をサポー
トしています。
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第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報

この章の内容は、次のとおりです。

• 新機能および変更された機能に関する情報, 1 ページ

新機能および変更された機能に関する情報
次の表に、このコンフィギュレーションガイドでの重要な変更点の概要を示します。この表は、

このマニュアルのすべての変更点、または特定のリリースのすべての新機能をまとめたリストで

はありません。

参照先説明リリース機能

vPCシャットダウン
の設定, （144ペー
ジ）

vPC複合からスイッ
チを分離します。

6.0(2)N2(1)vPCシャットダウン

デフォルトインター

フェイスに関する情

報, （10ページ）

物理インターフェイ

スおよび論理イン

ターフェイス両方の

設定済みパラメータ

を消去します。

6.0(2)N2(1)デフォルトインター

フェイス

BFDの設定双方向フォワーディ

ング検出では、追加

されたプロトコルで

あるBGP、EIGRP、
OSPF、HSRP、
VRRP、スタティッ
クルート、および

PIMをサポートしま
す。

6.0(2)N2(1)BFD
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第 2 章

レイヤ 2 インターフェイスの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• イーサネットインターフェイスの概要, 3 ページ

• デフォルトインターフェイスに関する情報, 10 ページ

• イーサネットインターフェイスの設定, 11 ページ

• インターフェイス情報の表示, 30 ページ

• 物理イーサネットのデフォルト設定 , 32 ページ

イーサネットインターフェイスの概要
イーサネットポートは、サーバまたは LANに接続される標準のイーサネットインターフェイス
として機能します。

イーサネットインターフェイスでは、Fibre Channel over Ethernet（FCoE）もサポートされます。
FCoEにより、イーサネットトラフィックとファイバチャネルトラフィックの両方を物理イーサ
ネットリンクで伝送できるようになります。

イーサネットインターフェイスはデフォルトでイネーブルです。

interface コマンドについて
interfaceコマンドを使用すれば、イーサネットインターフェイスのさまざまな機能をインター
フェイスごとにイネーブルにできます。 interfaceコマンドを入力する際には、次の情報を指定し
ます。

•インターフェイスタイプ：物理イーサネットインターフェイスには、常にキーワードethernet
を使用します。

•スロット番号
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◦スロット 1：固定 LEM。

◦スロット 2：固定 LEM。

◦スロット 3：固定 LEM。

◦スロット 4：固定 LEM。

◦スロット 5：ホットスワップ可能 LEM（実装されている場合）

◦スロット 6：ホットスワップ可能 LEM（実装されている場合）

◦スロット 7：ホットスワップ可能 LEM（実装されている場合）

◦スロット 8：ホットスワップ可能 LEM（実装されている場合）

• QSFPモジュール：ポートがブレークアウトモードにある場合に使用されます。ブレークア
ウトモードの詳細については、Configuring Linecard ExpansionModules, （157ページ）を参照
してください。

•ポート番号：グループ内のポート番号。

CiscoNexusファブリックエクステンダとの使用をサポートするために、インターフェイスのナン
バリング規則は、次のように拡張されています。

switch(config)# interface ethernet [chassis/]slot/port

•シャーシ IDは、接続されているファブリックエクステンダのポートをアドレス指定するた
めの任意のエントリです。インターフェイス経由で検出されたファブリックエクステンダ

を識別するために、シャーシ IDはスイッチ上の物理イーサネットまたは EtherChannelイン
ターフェイスに設定されます。シャーシ IDの範囲は、100～ 199です。

ラインカード拡張モジュール（LEM）のコマンド構文は次のとおりです。

• In 40G mode: switch(config)# interface ethernet slot/port

• In 10G mode: switch(config)# interface ethernet slot/QSFP-module/port

単一方向リンク検出パラメータについて

シスコ独自のUnidirectionalLinkDetection（UDLD;単一方向リンク検出）プロトコルでは、光ファ
イバまたは銅線（たとえば、カテゴリ 5のケーブル）のイーサネットケーブルで接続されている
ポートでケーブルの物理的な構成をモニタリングし、単一方向リンクの存在を検出できます。ス

イッチが単方向リンクを検出すると、UDLDは関連するLANポートをシャットダウンし、ユーザ
に警告します。単一方向リンクは、スパニングツリートポロジループをはじめ、さまざまな問

題を引き起こす可能性があります。

UDLDは、レイヤ 1プロトコルと協調してリンクの物理ステータスを検出するレイヤ 2プロトコ
ルです。レイヤ 1では、物理的シグナリングおよび障害検出は、自動ネゴシエーションによって
処理されます。 UDLDは、ネイバーの IDの検知、誤って接続された LANポートのシャットダウ
ンなど、自動ネゴシエーションでは実行不可能な処理を実行します。自動ネゴシエーションと
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UDLDの両方をイネーブルにすると、レイヤ 1とレイヤ 2の検出が協調して動作して、物理的な
単一方向接続と論理的な単一方向接続を防止し、その他のプロトコルの異常動作を防止できます。

リンク上でローカルデバイスが送信したトラフィックはネイバーで受信されるが、ネイバーから

送信されたトラフィックはローカルデバイスで受信されない場合に、単一方向リンクが発生しま

す。対になっているファイバケーブルのいずれかの接続が切断された場合、自動ネゴシエーショ

ンがアクティブである限り、そのリンクは存続できません。この場合、論理リンクは不定であ

り、UDLDは何の処理も行いません。レイヤ 1で両方の光ファイバが正常に動作している場合
は、レイヤ 2で UDLDが、これらの光ファイルが正しく接続されているかどうか、および正しい
ネイバー間でトラフィックが双方向に流れているかを調べます。自動ネゴシエーションはレイヤ

1で動作するため、このチェックは、自動ネゴシエーションでは実行できません。

Cisco Nexusデバイスは、UDLDがイネーブルになっている LANポート上のネイバーデバイスに
定期的に UDLDフレームを送信します。一定の時間内にフレームがエコーバックされてきて、
特定の確認応答（echo）が見つからなければ、そのリンクは単一方向のフラグが立てられ、その
LANポートはシャットダウンされます。プロトコルが単一方向リンクを正しく識別してディセー
ブルにするには、リンクの両端のデバイスで UDLDをサポートする必要があります。

UDLDは、銅線の LANポート上では、このタイプのメディアでの不要な制御トラフィックの
送信を避けるために、ローカルでデフォルトでディセーブルになっています。

（注）

次の図は、単一方向リンク状態の例を示します。デバイスBはこのポートでデバイスAからのト
ラフィックを正常に受信していますが、デバイスAは同じポート上でデバイスBからのトラフィッ
クを受信していません。 UDLDによって問題が検出され、ポートがディセーブルにされます。

図 1：単方向リンク

UDLD のデフォルト設定
次の表に、UDLDのデフォルト設定を示します。

表 1： UDLD のデフォルト設定

デフォルト値機能

グローバルにディセーブルUDLDグローバルイネーブルステート
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デフォルト値機能

ディセーブルUDLDアグレッシブモード

すべてのイーサネット光ファイバ LANポート
でイネーブル

ポート別のUDLDイネーブルステート（光ファ
イバメディア用）

すべてのイーサネット 10/100および
1000BASE-TX LANポートでディセーブル

ポート別の UDLDイネーブルステート（ツイ
ストペア（銅製）メディア用）

UDLD アグレッシブモードと非アグレッシブモード
UDLDアグレッシブモードはデフォルトではディセーブルに設定されています。UDLDアグレッ
シブモードは、UDLDアグレッシブモードをサポートするネットワークデバイスの間のポイン
トツーポイントのリンク上に限って設定できます。 UDLDアグレッシブモードがイネーブルに
なっている場合、UDLDネイバー関係が確立されている双方向リンク上のポートがUDLDフレー
ムを受信しなくなったとき、UDLDはネイバーとの接続の再確立を試行します。この試行に 8回
失敗すると、ポートはディセーブルになります。

スパニングツリーループを防止するために、デフォルトの 15秒間隔を使用する非アグレッシブ
なUDLDにより、（デフォルトのスパニングツリーパラメータを使用している場合）ブロッキン
グポートがフォワーディングステートに移行する前に、すみやかに単一方向リンクをシャットダ

ウンすることができます。

UDLDアグレッシブモードをイネーブルにすると、次のようなことが発生します。

•リンクの一方にポートスタックが生じる（送受信どちらも）

•リンクの一方がダウンしているにもかかわらず、リンクのもう一方がアップしたままになる

このような場合、UDLDアグレッシブモードでは、リンクのポートの 1つがディセーブルにな
り、トラフィックが廃棄されるのを防止します。

Cisco Discovery Protocol について
Cisco Discovery Protocol（CDP）はすべてのシスコデバイス（ルータ、ブリッジ、アクセスサー
バ、およびスイッチ）のレイヤ 2（データリンク層）で動作するデバイス検出プロトコルです。
ネットワーク管理アプリケーションはCDPを使用することにより、既知のデバイスにネイバーシ
スコデバイスを検出できます。また、下位レイヤのトランスペアレントプロトコルが稼働して

いるネイバーデバイスのデバイスタイプや、Simple Network Management Protocol（SNMP;簡易
ネットワーク管理プロトコル）エージェントアドレスを学習することもできます。この機能に

よって、アプリケーションからネイバーデバイスに SNMPクエリーを送信できます。

CDPは、Subnetwork Access Protocol（SNAP;サブネットワークアクセスプロトコル）をサポート
しているすべてのメディアで動作します。 CDPはデータリンク層でのみ動作するため、異なる
ネットワーク層プロトコルをサポートする 2つのシステムで互いの情報を学習できます。
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CDPが設定された各デバイスはマルチキャストアドレスに定期的にメッセージを送信して、SNMP
メッセージを受信可能なアドレスを 1つまたは複数アドバタイズします。このアドバタイズに
は、受信側デバイスでCDP情報を廃棄せずに保持する時間を表す存続可能時間、つまりホールド
タイム情報も含まれます。各デバイスは他のデバイスから送信されたメッセージも待ち受けて、

ネイバーデバイスについて学習します。

このスイッチは、CDPバージョン 1とバージョン 2の両方をサポートします。

CDP のデフォルト設定
次の表に、CDPのデフォルト設定を示します。

表 2： CDP のデフォルト設定

デフォルト設定機能

イネーブルCDPインターフェイスステート

60秒CDPタイマー（パケット更新頻度）

180秒CDPホールドタイム（廃棄までの時間）

イネーブルCDPバージョン 2アドバタイズ

error-disabled ステートについて
インターフェイスが（no shutdownコマンドを使用して）管理上イネーブルであるが、プロセス
によってランタイム時にディセーブルになる場合、そのインターフェイスは error-disabled
（err-disabled）ステートです。たとえば、UDLDが単一方向リンクを検出した場合、インターフェ
イスはランタイム時にシャットダウンされます。ただし、インターフェイスは管理上イネーブル

なので、インターフェイスステータスは err-disabledとして表示されます。いったん err-disabled
ステートになったインターフェイスは、手動でイネーブルにする必要があります。ただし、自動

回復までのタイムアウト値を設定することもできます。err-disabled検出はすべての原因に対して
デフォルトでイネーブルです。自動リカバリはデフォルトでは設定されていません。

インターフェイスが err-disabledステートにある場合は、エラーに関する情報を見つけるために、
errdisable detect causeコマンドを使用します。

time変数の変更によって起きる特定の err-disabledに対しては自動 error-disabledリカバリタイムア
ウトを設定できます。

errdisable recovery causeコマンドを使用すると、300秒後に自動的にリカバリします。リカバリ
期間を変更するには、errdisable recovery intervalコマンドを使用してタイムアウト期間を指定し
ます。 30～ 65535秒を指定できます。

原因に対する err-disabledリカバリをイネーブルにしない場合、インターフェイスは、shutdownお
よび no shutdownコマンドが入力されるまで err-disabledステートのままです。原因に対するリカ
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バリをイネーブルにした場合、インターフェイスは err-disabledステートから抜け出し、すべての
原因がタイムアウトになったときに動作を再試行できるようになります。エラーの原因を表示す

るには、show interface status err-disabledコマンドを使用します。

ポートプロファイルについて

さまざまなインターフェイスコマンドを含むポートプロファイルを作成し、そのポートプロファ

イルを Cisco Nexusデバイスのインターフェイス（複数可）の範囲に適用することができます。
ポートプロファイルは、次のインターフェイスタイプに適用できます。

•イーサネット

• VLANネットワークインターフェイス

•ポートチャネル

ポートプロファイルに含まれるコマンドは、ポートプロファイル外に設定できます。ポートプ

ロファイルの新規設定とポートプロファイル外にある設定が競合する場合、コンフィギュレー

ションターミナルモードのインターフェイスに設定されているコマンドがポートプロファイル

のコマンドよりもプライオリティが高くなります。ポートプロファイルがインターフェイスにア

タッチされた後でインターフェイスの設定を変更したとき、ポートプロファイルの設定とイン

ターフェイスの設定が競合する場合は、インターフェイスの設定が優先されます。

ポートプロファイルをインターフェイスまたはインターフェイスの範囲にアタッチするとポート

プロファイルが継承されます。ポートプロファイルをインターフェイスまたはインターフェイス

の範囲にアタッチするか継承すると、スイッチがそのポートプロファイルのすべてのコマンドを

インターフェイスに適用します。

1つのポートプロファイルで別のポートプロファイルから設定を継承できます。別のポートプ
ロファイルを継承すると、最初のポートプロファイルは、2番目の継承されたポートプロファイ
ルのコマンドのすべてが最初のポートプロファイルと競合しないと想定できます。 4つのレベル
の継承がサポートされています。任意の数のポートプロファイルで同じポートプロファイルを

継承できます。

ポートプロファイル設定をインターフェイスに適用するには、特定のポートプロファイルをイ

ネーブルにする必要があります。ポートプロファイルをイネーブルにする前に、インターフェイ

スの範囲に対してポートプロファイルを設定および継承できます。その後、指定したインター

フェイスに反映するために、この設定に対してポートプロファイルをイネーブルにします。

ポートプロファイルをインターフェイスの範囲から削除すると、まずスイッチはインターフェイ

スから設定を取り消して、ポートプロファイルリンク自体を削除します。また、ポートプロファ

イルを削除すると、スイッチによってインターフェイスの設定が確認され、直接入力されたイン

ターフェイスコマンドで無効にされたポートプロファイルコマンドをスキップするか、それら

のコマンドをデフォルト値に戻します。

他のポートプロファイルによって継承されたポートプロファイルを削除するには、ポートプロ

ファイルを削除する前に継承を削除する必要があります。

最初にプロファイルを適用したインターフェイスのグループの中から、ポートプロファイルを削

除するインターフェイスのサブセットを選択できます。たとえば、ポートプロファイルを設定
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し、そのポートプロファイルを継承するよう 10個のインターフェイスを設定した場合、指定し
た 10個のインターフェイスの一部だけからポートプロファイルを削除できます。ポートプロ
ファイルは、適用されている残りのインターフェイスで引き続き動作します。

インターフェイスコンフィギュレーションモードを使用して指定したインターフェイスの範囲の

特定のコンフィギュレーションを削除する場合、そのコンフィギュレーションもそのインターフェ

イスの範囲のポートプロファイルからのみ削除されます。たとえば、ポートプロファイル内に

チャネルグループがあり、インターフェイスコンフィギュレーションモードでそのポートチャ

ネルを削除する場合、指定したポートチャネルも同様にポートプロファイルから削除されます。

インターフェイスまたはインターフェイスの範囲のポートプロファイルを継承したあとに特定の

設定値を削除すると、そのポートプロファイル設定は指定のインターフェイスで動作しなくなり

ます。

ポートプロファイルを誤ったタイプのインターフェイスに適用しようとすると、スイッチからエ

ラーが返されます。

ポートプロファイルをイネーブル、継承、または変更しようとすると、スイッチはチェックポイ

ントを作成します。ポートプロファイルの設定が失敗すると、スイッチは前の設定にロールバッ

クし、エラーが返されます。ポートプロファイルは部分的にだけ適用されることはありません。

ポートプロファイルに関する注意事項および制約事項

ポートプロファイル設定時の注意事項と制限事項は次のとおりです。

•各ポートプロファイルは、インターフェイスタイプにかかわらず、ネットワーク全体で一
意の名前を持つ必要があります。

•競合が発生している場合、インターフェイスモードで入力するコマンドは、ポートプロファ
イルのコマンドに優先します。しかし、ポートプロファイルはそのコマンドをポートプロ

ファイルに保持します。

•ポートプロファイルのコマンドは、デフォルトコマンドが明示的にポートプロファイルの
コマンドを上書きしない限り、インターフェイスのデフォルトコマンドに優先します。

•ポートプロファイルをインターフェイスまたはインターフェイスの範囲に継承した後、イン
ターフェイスコンフィギュレーションレベルで新しい値を入力して、個々の設定値を上書

きできます。インターフェイスコンフィギュレーションレベルで個々の設定値を削除する

と、インターフェイスによりその値がポートプロファイルで再度使用されます。

•ポートプロファイルに関連したデフォルト設定はありません。

•指定するインターフェイスタイプにより、コマンドのサブセットがポートプロファイルコ
ンフィギュレーションモードで使用できます。

• Session Managerにポートプロファイルは使用できません。
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デバウンスタイマーパラメータについて

ポートデバウンス時間は、リンクがダウンしたことをスーパーバイザに通知するためにインター

フェイスが待機する時間です。この時間、インターフェイスはリンクがアップ状態に戻ったかど

うかを確認するために待機します。待機時間は、トラフィックが停止している時間です。

デバウンスタイマーは各インターフェイスに対してイネーブルにでき、ミリ秒単位で遅延時間を

指定できます。

ポートデバウンスタイマーをイネーブルにすると、リンクアップ検出とリンクダウン検出に

遅延が発生するため、デバウンス期間中にトラフィックが一部損失します。トラフィックが

損失することにより、一部のプロトコルのコンバージェンスおよび再コンバージェンスに影響

を及ぼす場合があります。

注意

MTU 設定について
Cisco Nexusデバイススイッチは、フレームをフラグメント化しません。その結果、スイッチは
異なる最大伝送単位（MTU）が設定された同じレイヤ 2ドメイン内の 2個のポートを持てませ
ん。物理イーサネットインターフェイスごとのMTUはサポートされません。代わりに、MTU
はQoSクラスに応じて設定されます。クラスマップとポリシーマップを設定して、MTUを変更
します。

インターフェイス設定を表示すると、物理イーサネットインターフェイスのデフォルトMTU
は 1500と表示され、ファイバチャネルインターフェイスの受信データフィールドサイズは
2112と表示されます。

（注）

デフォルトインターフェイスに関する情報
デフォルトインターフェイス機能を使用して、イーサネット、ループバック、VLANネットワー
ク、およびポートチャネルインターフェイスなどの物理インターフェイスおよび論理インター

フェイスの両方に対する設定済みパラメータを消去できます。

デフォルトインターフェイス機能によって、イーサネット、ループバック、VLANネットワー
ク、およびポートチャネルインターフェイスなどの複数インターフェイスの既存コンフィギュ

レーションを消去できます。特定のインターフェイスでのすべてのユーザコンフィギュレーショ

ンは削除されます。後で削除したコンフィギュレーションを復元できるように、任意でチェック

ポイントを作成してからインターフェイスのコンフィギュレーションを消去できます。
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デフォルトインターフェイス機能は管理インターフェイスでサポートされますが、デバイス

が到達不能になる可能性があるためお奨めしません。

（注）

イーサネットインターフェイスの設定
ここでは、次の内容について説明します。

UDLD モードの設定
Unidirectional Link Detection（UDLD;単一方向リンク検出）を実行するように設定されているデバ
イス上のイーサネットインターフェイスには、ノーマルモードまたはアグレッシブモードの

UDLDを設定できます。インターフェイスの UDLDモードをイネーブルにするには、そのイン
ターフェイスを含むデバイス上でUDLDを事前にイネーブルにしておく必要があります。UDLD
は他方のリンク先のインターフェイスおよびそのデバイスでもイネーブルになっている必要があ

ります。

ノーマルUDLDモードを使用するには、ポートの 1つをノーマルモードに設定し、他方のポート
をノーマルモードまたはアグレッシブモードに設定する必要があります。アグレッシブ UDLD
モードを使用するには、両方のポートをアグレッシブモードに設定する必要があります。

設定前に、リンクされている他方のポートとそのデバイスの UDLDをイネーブルにしておか
なければなりません。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure terminalステップ 1   

デバイスの UDLDをイネーブルにします。switch(config)# feature udldステップ 2   

デバイスの UDLDをディセーブルにします。switch(config)# no feature udldステップ 3   

デバイスの UDLDステータスを表示します。switch(config)# show udld globalステップ 4   

設定するインターフェイスを指定し、インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開

始します。

switch(config)# interface type
slot/port

ステップ 5   

これが 10Gブレークアウトポートの
場合、slot/port構文は
slot/QSFP-module/portになります。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

ノーマルUDLDモードをイネーブルにするか、
UDLDをディセーブルにするか、またはアグ
レッシブUDLDモードをイネーブルにします。

switch(config-if)# udld {enable
| disable | aggressive}

ステップ 6   

インターフェイスのUDLDステータスを表示し
ます。

switch(config-if)# show udld
interface

ステップ 7   

次の例は、スイッチの UDLDをイネーブルにする方法を示しています。

switch# configure terminal
switch(config)# feature udld

次の例は、イーサネットポートのノーマル UDLDモードをイネーブルにする方法を示していま
す。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# udld enable

次の例は、イーサネットポートのアグレッシブUDLDモードをイネーブルにする方法を示してい
ます。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# udld aggressive

次の例は、イーサネットポートの UDLDをディセーブルにする例を示しています。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# udld disable

次の例は、スイッチの UDLDをディセーブルにする方法を示しています。

switch# configure terminal
switch(config)# no feature udld

リンクネゴシエーションのディセーブル化

リンクネゴシエーションをディセーブルにするには、no negotiate autoコマンドを使用します。
デフォルトでは、自動ネゴシエーションは 1ギガビットポートでイネーブルであり、10ギガビッ
トポートでディセーブルです。

このコマンドは、Cisco IOSの speed non-negotiateコマンドに相当します。
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自動ネゴシエーションの設定は、10ギガビットポートに適用されません。自動ネゴシエー
ションを 10ギガビットポートに設定すると、次のエラーメッセージが表示されます。
ERROR: Ethernet1/40: Configuration does not match the port capability

（注）

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   

インターフェイスを選択し、インターフェイスモード

を開始します。

switch(config)# interface
ethernet slot/port

ステップ 2   

これが 10Gブレークアウトポートの場合、
slot/port構文は slot/QSFP-module/portになり
ます。

（注）

選択したイーサネットインターフェイス（1ギガビッ
トポート）のリンクネゴシエーションをディセーブル

にします。

switch(config-if)# no
negotiate auto

ステップ 3   

（任意）

選択したイーサネットインターフェイスのリンクネゴ

シエーションをイネーブルにします。1ギガビットポー
トに対するデフォルトはイネーブルです。

switch(config-if)# negotiate
auto

ステップ 4   

このコマンドは、10GBase-Tポートには適用
できません。このコマンドを10GBase-Tポー
トでは使用しないでください。

（注）

次に、指定したイーサネットインターフェイス（1ギガビットポート）で自動ネゴシエーション
をディセーブルにする例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/1
switch(config-if)# no negotiate auto
switch(config-if)#

次に、指定したイーサネットインターフェイス（1ギガビットポート）で自動ネゴシエーション
をイネーブルにする例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/5
switch(config-if)# negotiate auto
switch(config-if)#
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CDP の特性の設定
Cisco Discovery Protocol（CDP）更新の頻度、廃棄するまで情報を保持する期間、およびバージョ
ン 2アドバタイズメントを送信するかどうかを設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   

（任意）

使用するバージョンを設定して、CDPアドバタイズメ
ントを送信します。バージョン2がデフォルトステー
トです。

switch(config)# [no] cdp
advertise {v1 | v2 }

ステップ 2   

デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式
を使用します。

（任意）

CDPデバイス IDの形式を設定します。デフォルトは
システム名です。完全修飾ドメイン名で表すことがで

きます。

switch(config)# [no] cdp
format device-id
{mac-address |
serial-number |
system-name}

ステップ 3   

デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式
を使用します。

（任意）

受信デバイスがユーザのデバイスから送信された情報

を破棄せずに保持する時間を指定します。指定できる

範囲は 10～ 255秒です。デフォルトは 180秒です。

switch(config)# [no] cdp
holdtime seconds

ステップ 4   

デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式
を使用します。

（任意）

CDPアップデートの送信頻度を秒単位で設定します。
指定できる範囲は 5～ 254です。デフォルトは 60秒で
す。

switch(config)# [no] cdp
timer seconds

ステップ 5   

デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式
を使用します。

次の例は、CDP特性を設定する方法を示しています。
switch# configure terminal
switch(config)# cdp timer 50
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switch(config)# cdp holdtime 120
switch(config)# cdp advertise v2

CDP のイネーブル化/ディセーブル化
CDPをイーサネットインターフェイスに対してイネーブルにしたり、ディセーブルにしたりでき
ます。このプロトコルは、同一リンクの両方のインターフェイスでイネーブルになっている場合

にだけ機能します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

特定のインターフェイスのインターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

switch(config)# interface type
slot/port

ステップ 2   

これが10Gブレークアウトポートの場合、
slot/port構文は slot/QSFP-module/portにな
ります。

（注）

インターフェイスに対してCDPをイネーブルにしま
す。

switch(config-if)# cdp enableステップ 3   

正常に機能するには、このパラメータが同一リンク

上の両方のインターフェイスでイネーブルになって

いる必要があります。

インターフェイスに対してCDPをディセーブルにし
ます。

switch(config-if)# no cdp
enable

ステップ 4   

次に、イーサネットポートに対して CDPをイネーブルにする例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# cdp enable

このコマンドは、物理的なイーサネットインターフェイスにしか適用できません。

error-disabled 検出のイネーブル化
アプリケーションでの error-disable（err-disabled）検出をイネーブルにできます。その結果、原因
がインターフェイスで検出された場合、インターフェイスは err-disabledステート（リンクダウン
ステートに類似した動作ステート）となります。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

switch# configure terminalステップ 1   

インターフェイスを err-disabledステートにする条
件を指定します。デフォルトはイネーブルです。

switch(config)# errdisable
detect cause {all | link-flap |
loopback}

ステップ 2   

インターフェイスを管理的にダウンさせます。イ

ンターフェイスを err-disabledステートから手動で
switch(config)# shutdownステップ 3   

回復させるには、最初にこのコマンドを入力しま

す。

インターフェイスを管理的にアップし、err-disabled
ステートからインターフェイスを手動で回復でき

るようにします。

switch(config)# no shutdownステップ 4   

err-disabledインターフェイスに関する情報を表示
します。

switch(config)# show interface
status err-disabled

ステップ 5   

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュ

レーションをスタートアップコンフィギュレー

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 6   

ションにコピーして、変更を永続的に保存しま

す。

次の例では、すべての場合で err-disabled検出をイネーブルにする方法を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# errdisable detect cause all
switch(config)# shutdown
switch(config)# no shutdown
switch(config)# show interface status err-disabled
switch(config)# copy running-config startup-config

error-disabled リカバリのイネーブル化
アプリケーションを指定してインターフェイスを error-disabled（err-disabled）ステートから抜け出
させ、稼働を再試行できます。回復タイマーを設定しない限り、300秒後にリトライします
（errdisable recovery intervalコマンドを参照）。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

switch# configure terminalステップ 1   

インターフェイスが err-disabledステートから自
動的に回復する条件を指定し、デバイスはイン

switch(config)# errdisable recovery
cause {all | udld | bpduguard |
link-flap | failed-port-state |
pause-rate-limit}

ステップ 2   

ターフェイスのアップを再試行します。デバイ

スは300秒待機してからリトライします。デフォ
ルトはディセーブルです。

err-disabledインターフェイスに関する情報を表
示します。

switch(config)# show interface
status err-disabled

ステップ 3   

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュ

レーションをスタートアップコンフィギュレー

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 4   

ションにコピーして、変更を永続的に保存しま

す。

次に、すべての条件下で err-disabledリカバリをイネーブルにする例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# errdisable recovery cause all
switch(config)# show interface status err-disabled
switch(config)# copy running-config startup-config

error-disabled リカバリ間隔の設定
err-disabledリカバリ時間値を設定するには、この手順を使用します。有効な範囲は 30～ 65535
秒です。デフォルト値は 300秒です。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

switch# configure terminalステップ 1   

インターフェイスが err-disabledステートから回復
する間隔を指定します。有効な範囲は30～65535
秒です。デフォルト値は 300秒です。

errdisable recovery interval
interval

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

err-disabledインターフェイスに関する情報を表示
します。

show interface status
err-disabled

ステップ 3   

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュ

レーションをスタートアップコンフィギュレー

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 4   

ションにコピーして、変更を永続的に保存しま

す。

次に、すべての条件下で err-disabledリカバリをイネーブルにする例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# errdisable recovery interval 32
switch(config)# show interface status err-disabled
switch(config)# copy running-config startup-config

ポートプロファイル

ポートプロファイルの作成

スイッチにポートプロファイルを作成できます。各ポートプロファイルは、インターフェイス

タイプにかかわらず、ネットワーク全体で一意の名前を持つ必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

指定されたタイプのインターフェイスの

ポートプロファイルを作成して命名し、

port-profile [type {ethernet |
interface-vlan | port channel}] name

例：
switch(config)# port-profile type
ethernet test
switch(config-port-prof)#

ステップ 2   

ポートプロファイルコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

ポートプロファイルコンフィギュレーショ

ンモードを終了します。

exit

例：
switch(config-port-prof)# exit
switch(config)#

ステップ 3   

   Cisco Nexus 6000 シリーズ NX-OS インターフェイスコンフィギュレーションガイドリリース 6.x
18 OL-27928-03-J  

レイヤ 2 インターフェイスの設定
ポートプロファイル



目的コマンドまたはアクション

（任意）

ポートプロファイルの設定を表示します。

show port-profile

例：
switch(config)# show port-profile
name

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタート

アップコンフィギュレーションにコピー

します。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

次に、イーサネットインターフェイスの testという名前のポートプロファイルを作成する例を示
します。

switch# configure terminal
switch(config)# port-profile type ethernet test
switch(config-port-prof)#

次に、イーサネットインターフェイスに設定された ppEthという名前のポートプロファイルにイ
ンターフェイスコマンドを追加する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# port-profile ppEth
switch(config-port-prof)# switchport mode trunk
switch(config-port-prof)# switchport trunk allowed vlan 300-400
switch(config-port-prof)# flowcontrol receive on
switch(config-port-prof)# speed 10000
switch(config-port-prof)#

ポートプロファイルの変更

ポートプロファイルコンフィギュレーションモードでポートプロファイルを変更できます。

このコマンドの no形式を使用して、ポートプロファイルからコマンドを削除できます。ポート
プロファイルからコマンドを削除すると、対応するコマンドは、ポートプロファイルにアタッチ

されているインターフェイスから削除されます。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

指定されたポートプロファイルのポート

プロファイルコンフィギュレーションモー

port-profile [type {ethernet |
interface-vlan | port channel}] name

例：
switch(config)# port-profile type
ethernet test
switch(config-port-prof)#

ステップ 2   

ドを開始し、プロファイルの設定を追加ま

たは削除します。

ポートプロファイルコンフィギュレーショ

ンモードを終了します。

exit

例：
switch(config-port-prof)# exit
switch(config)#

ステップ 3   

（任意）

ポートプロファイルの設定を表示します。

show port-profile

例：
switch(config)# show port-profile
name

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタート

アップコンフィギュレーションにコピー

します。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

次に、イーサネットインターフェイスに設定された ppEthという名前のポートプロファイルから
コマンドを削除する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# port-profile ppEth
switch(config-port-prof)# switchport mode trunk
switch(config-port-prof)# switchport trunk allowed vlan 300-400
switch(config-port-prof)# flowcontrol receive on
switch(config-port-prof)# no speed 10000
switch(config-port-prof)#

特定のポートプロファイルのイネーブル化

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

指定されたポートプロファイルに対し

て、ポートプロファイルコンフィギュ

レーションモードを開始します。

port-profile [type {ethernet | interface-vlan
| port channel}] name

例：
switch(config)# port-profile type
ethernet test

ステップ 2   

switch(config-port-prof)# no shutdown
switch(config-port-prof)#

ポートプロファイルをイネーブルにし

ます。

state enabled name

例：
switch(config-port-prof)# state
enabled
switch(config-port-prof)#

ステップ 3   

ポートプロファイルコンフィギュレー

ションモードを終了します。

exit

例：
switch(config-port-prof)# exit
switch(config)#

ステップ 4   

（任意）

ポートプロファイルの設定を表示しま

す。

show port-profile

例：
switch(config)# show port-profile name

ステップ 5   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スター

トアップコンフィギュレーションにコ

ピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 6   

次に、ポートプロファイルコンフィギュレーションモードを開始し、ポートプロファイルをイ

ネーブルにする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# port-profile type ethernet test
switch(config-port-prof)# state enabled
switch(config-port-prof)#

ポートプロファイルの継承

ポートプロファイルを既存のポートプロファイルに継承できます。スイッチは 4つのレベルの
継承をサポートしています。
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手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

指定したポートプロファイルのポートプロ

ファイルコンフィギュレーションモードを

開始します。

port-profile name

例：
switch(config)# port-profile test
switch(config-port-prof)#

ステップ 2   

別のポートプロファイルを既存のポートプ

ロファイルに継承します。元のポートプロ

inherit port-profile name

例：
switch(config-port-prof)# inherit
port-profile adam
switch(config-port-prof)#

ステップ 3   

ファイルは、継承されたポートプロファイ

ルのすべての設定を想定します。

ポートプロファイルコンフィギュレーショ

ンモードを終了します。

exit

例：
switch(config-port-prof)# exit
switch(config)#

ステップ 4   

（任意）

ポートプロファイルの設定を表示します。

show port-profile

例：
switch(config)# show port-profile
name

ステップ 5   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタート

アップコンフィギュレーションにコピーし

ます。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 6   

次の例では、adamという名前のポートプロファイルを testという名前のポートプロファイルに
継承する方法を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# port-profile test
switch(config-ppm)# inherit port-profile adam
switch(config-ppm)#

次に、イーサネットインターフェイスに設定された ppEthという名前のポートプロファイルにイ
ンターフェイスコマンドを追加する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# port-profile ppEth
switch(config-port-prof)# switchport mode trunk
switch(config-port-prof)# switchport trunk allowed vlan 300-400
switch(config-port-prof)# flowcontrol receive on
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switch(config-port-prof)# speed 10000
switch(config-port-prof)#

次に、testという名前の既存のポートプロファイルにイーサネットインターフェイスに設定され
た ppEthという名前のポートプロファイルを継承する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# port-profile test
switch(config-port-prof)# inherit port-profile ppEth
switch(config-port-prof)#

次に、ppEthという名前のイーサネットインターフェイスに設定されたポートプロファイルをイー
サネットインターフェイスの範囲に割り当てる例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2-5
switch(config-if)# inherit port-profile ppEth
switch(config-if)#

次の例では、ppEthという名前の継承されたポートプロファイルを testという名前の既存のポー
トプロファイルから削除する方法を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# port-profile test
switch(config-port-prof)# no inherit port-profile ppEth
switch(config-port-prof)#

継承されたポートプロファイルの削除

継承されたポートプロファイルを削除できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

指定したポートプロファイルのポートプ

ロファイルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

port-profile name

例：
switch(config)# port-profile test
switch(config-port-prof)#

ステップ 2   

このポートプロファイルから継承された

ポートプロファイルを削除します。

no inherit port-profile name

例：
switch(config-port-prof)# no
inherit port-profile adam
switch(config-port-prof)#

ステップ 3   

ポートプロファイルコンフィギュレー

ションモードを終了します。

exit

例：
switch(config-port-prof)# exit
switch(config)#

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

ポートプロファイルの設定を表示しま

す。

show port-profile

例：
switch(config)# show port-profile
name

ステップ 5   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スター

トアップコンフィギュレーションにコ

ピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 6   

次の例では、adamという名前の継承されたポートプロファイルを testという名前のポートプロ
ファイルから削除する方法を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# port-profile test
switch(config-ppm)# no inherit port-profile adam
switch(config-ppm)#

一定範囲のインターフェイスへのポートプロファイルの割り当て

インターフェイスまたはインターフェイスの範囲にポートプロファイルを割り当てることができ

ます。すべてのインターフェイスが同じタイプである必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

switch# configure terminalステップ 1   

インターフェイスの範囲を選択します。interface [ethernet slot/port |
interface-vlan vlan-id |
port-channel number]

ステップ 2   

これが 10Gブレークアウトポートの場
合、slot/port構文は
slot/QSFP-module/portになります。

（注）

選択したインターフェイスに指定されたポート

プロファイルを割り当てます。

inherit port-profile nameステップ 3   

ポートプロファイルコンフィギュレーション

モードを終了します。

exitステップ 4   

（任意）

ポートプロファイルの設定を表示します。

show port-profile nameステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュ

レーションをスタートアップコンフィギュレー

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 6   

ションにコピーして、変更を永続的に保存しま

す。

次に、イーサネットインターフェイス 2/3～ 2/5、3/2、および 1/20～ 1/25に adamという名前の
ポートプロファイルを割り当てる例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/3 to 2/5, 3/2, and 1/20 to 1/25
switch(config-if)# inherit port-profile adam
switch(config-if)# exit
switch(config)# show port-profile adam
switch(config)# copy running-config startup-config

一定範囲のインターフェイスからのポートプロファイルの削除

プロファイルを適用した一部またはすべてのインターフェイスから、ポートプロファイルを削除

できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

switch# configure terminalステップ 1   

インターフェイスの範囲を選択します。interface [ethernet slot/port |
interface-vlan vlan-id |
port-channel number]

ステップ 2   

これが 10Gブレークアウトポートの場
合、slot/port構文は
slot/QSFP-module/portになります。

（注）

選択されたインターフェイスから指定されたポー

トプロファイルを削除します。

no inherit port-profile nameステップ 3   

ポートプロファイルコンフィギュレーションモー

ドを終了します。

exitステップ 4   

（任意）

ポートプロファイルの設定を表示します。

show port-profileステップ 5   

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュ

レーションをスタートアップコンフィギュレー

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 6   
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目的コマンドまたはアクション

ションにコピーして、変更を永続的に保存しま

す。

tosがイーサネットインターフェイス 1/3-5から adamという名前のポートプロファイルを削除す
る例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/3-5
switch(config-if)# no inherit port-profile adam
switch(config-if)# exit
switch(config)# show port-profile
switch(config)# copy running-config startup-config

ポートプロファイルの設定例

次に、ポートプロファイルを設定し、イーサネットインターフェイスのポートプロファイルを

継承して、ポートプロファイルをイネーブルにする例を示します。

switch(config)#
switch(config)# show running-config interface Ethernet1/14

!Command: show running-config interface Ethernet1/14
!Time: Thu Aug 26 07:01:32 2010

version 5.0(2)N1(1)

interface Ethernet1/14

switch(config)# port-profile type ethernet alpha
switch(config-port-prof)# switchport mode trunk
switch(config-port-prof)# switchport trunk allowed vlan 10-15
switch(config-port-prof)#
switch(config-port-prof)# show running-config port-profile alpha

!Command: show running-config port-profile alpha
!Time: Thu Aug 26 07:02:29 2010

version 5.0(2)N1(1)
port-profile type ethernet alpha
switchport mode trunk
switchport trunk allowed vlan 10-15

switch(config-port-prof)# int eth 1/14
switch(config-if)# inherit port-profile alpha
switch(config-if)#
switch(config-if)# port-profile type ethernet alpha
switch(config-port-prof)# state enabled
switch(config-port-prof)#
switch(config-port-prof)# sh running-config interface ethernet 1/14

!Command: show running-config interface Ethernet1/14
!Time: Thu Aug 26 07:03:17 2010

version 5.0(2)N1(1)

interface Ethernet1/14
inherit port-profile alpha

switch(config-port-prof)# sh running-config interface ethernet 1/14 expand-port-profile
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!Command: show running-config interface Ethernet1/14 expand-port-profile
!Time: Thu Aug 26 07:03:21 2010

version 5.0(2)N1(1)

interface Ethernet1/14
switchport mode trunk
switchport trunk allowed vlan 10-15

switch(config-port-prof)#

デフォルトインターフェイスの設定

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

インターフェイスの設定を削除しデフォルトの設定

を復元します。 int-ifの値は次のいずれかです。
switch(config)# default
interface int-if [checkpoint
name]

ステップ 2   

• ethernet

• loopback

• mgmt

• port-channel

• vlan

checkpointキーワードを使用して、設定を消し去っ
てしまう前にインターフェイスの実行コンフィギュ

レーションを保存します。

コンフィギュレーションモードを終了します。exitステップ 3   

（任意）

インターフェイスのステータスと内容を表示します。

show interfaceステップ 4   

次に、ロールバック目的で実行コンフィギュレーションのチェックポイントを保存する際にイー

サネットインターフェイスの設定を削除する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# show running-config interface e1/10
!Command: show running-config interface Ethernet1/10
!Time: Tue Jul 2 10:23:50 2013

version 6.0(2)N2(1)

interface Ethernet1/10
switchport mode trunk
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channel-group 1

default interface ethernet 3/1 checkpoint chk1
.......Done
switch(config)# show running-config interface e1/10
!Command: show running-config interface Ethernet1/10
!Time: Tue Jul 2 10:24:41 2013

version 6.0(2)N2(1)

interface Ethernet1/10

switch(config)#

デフォルトインターフェイスモードの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

デフォルトインターフェイスモードを設

定します。

switch(config)# system default
switchport

ステップ 2   

次に、デフォルトインターフェイスモードを設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# system default switchport

説明パラメータの設定

イーサネットポートのインターフェイスに関する説明を入力することができます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

switch# configure terminalステップ 1   

特定のインターフェイスのインターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config)# interface type
slot/port

ステップ 2   

これが10Gブレークアウトポートの場
合、slot/port構文は
slot/QSFP-module/portになります。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスの説明を指定します。switch(config-if)# description
test

ステップ 3   

次に、インターフェイスの説明を Server 3 Interfaceに設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/3
switch(config-if)# description Server 3 Interface

イーサネットインターフェイスのディセーブル化と再起動

イーサネットインターフェイスは、シャットダウンして再起動することができます。この操作に

より、すべてのインターフェイス機能がディセーブル化され、すべてのモニタリング画面でイン

ターフェイスがダウンしているものとしてマークされます。この情報は、すべてのダイナミック

ルーティングプロトコルを通じて、他のネットワークサーバに伝達されます。シャットダウン

されたインターフェイスは、どのルーティングアップデートにも含まれません。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

switch# configure terminalステップ 1   

特定のインターフェイスのインターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config)# interface type
slot/port

ステップ 2   

これが 10Gブレークアウトポートの
場合、slot/port構文は
slot/QSFP-module/portになります。

（注）

インターフェイスをディセーブルにします。switch(config-if)# shutdownステップ 3   

インターフェイスを再起動します。switch(config-if)# no shutdownステップ 4   

次に、イーサネットポートをディセーブルにする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# shutdown

次に、イーサネットインターフェイスを再起動する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# no shutdown
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インターフェイス情報の表示
定義済みインターフェイスに関する設定情報を表示するには、次のうちいずれかの手順を実行し

ます。

目的コマンド

指定したインターフェイスの詳細設定が表示さ

れます。

これが 10Gブレークアウトポートの
場合、slot/port構文は
slot/QSFP-module/portになります。

（注）

switch# show interface type slot/port

指定したインターフェイスの機能に関する詳細

情報が表示されます。このオプションは、物理

インターフェイスにしか使用できません。

これが 10Gブレークアウトポートの
場合、slot/port構文は
slot/QSFP-module/portになります。

（注）

switch# show interface type slot/port capabilities

指定したインターフェイスに接続されているト

ランシーバに関する詳細情報が表示されます。

このオプションは、物理インターフェイスにし

か使用できません。

これが 10Gブレークアウトポートの
場合、slot/port構文は
slot/QSFP-module/portになります。

（注）

switch# show interface type slot/port transceiver

すべてのインターフェイスのステータスが表示

されます。

switch# show interface brief

すべてのインターフェイスのデバウンスステー

タスが表示されます。

switch# show interface debounce

すべてのインターフェイスでフロー制御設定の

詳細なリストを表示します。

switch# show interface flowcontrol

ポートプロファイルに関する情報を表示しま

す。

show port--profile

show interfaceコマンドは、EXECモードから呼び出され、インターフェイスの設定を表示しま
す。引数を入力せずにこのコマンドを実行すると、スイッチ内に設定されたすべてのインター

フェイスの情報が表示されます。
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次に、物理イーサネットインターフェイスを表示する例を示します。

switch# show interface ethernet 1/1
Ethernet1/1 is up
Hardware is 1000/10000 Ethernet, address is 000d.eca3.5f08 (bia 000d.eca3.5f08)
MTU 1500 bytes, BW 10000000 Kbit, DLY 10 usec,

reliability 255/255, txload 190/255, rxload 192/255
Encapsulation ARPA
Port mode is trunk
full-duplex, 10 Gb/s, media type is 1/10g
Input flow-control is off, output flow-control is off
Auto-mdix is turned on
Rate mode is dedicated
Switchport monitor is off
Last clearing of "show interface" counters never
5 minute input rate 942201806 bytes/sec, 14721892 packets/sec
5 minute output rate 935840313 bytes/sec, 14622492 packets/sec
Rx
129141483840 input packets 0 unicast packets 129141483847 multicast packets
0 broadcast packets 0 jumbo packets 0 storm suppression packets
8265054965824 bytes
0 No buffer 0 runt 0 Overrun
0 crc 0 Ignored 0 Bad etype drop
0 Bad proto drop

Tx
119038487241 output packets 119038487245 multicast packets
0 broadcast packets 0 jumbo packets
7618463256471 bytes
0 output CRC 0 ecc
0 underrun 0 if down drop 0 output error 0 collision 0 deferred
0 late collision 0 lost carrier 0 no carrier
0 babble
0 Rx pause 8031547972 Tx pause 0 reset

次に、物理イーサネットの機能を表示する例を示します。

switch# show interface ethernet 1/1 capabilities
Ethernet1/1
Model: 734510033
Type: 10Gbase-(unknown)
Speed: 1000,10000
Duplex: full
Trunk encap. type: 802.1Q
Channel: yes
Broadcast suppression: percentage(0-100)
Flowcontrol: rx-(off/on),tx-(off/on)
Rate mode: none
QOS scheduling: rx-(6q1t),tx-(1p6q0t)
CoS rewrite: no
ToS rewrite: no
SPAN: yes
UDLD: yes
Link Debounce: yes
Link Debounce Time: yes
MDIX: no
FEX Fabric: yes

次に、物理イーサネットトランシーバを表示する例を示します。

switch# show interface ethernet 1/1 transceiver
Ethernet1/1

sfp is present
name is CISCO-EXCELIGHT
part number is SPP5101SR-C1
revision is A
serial number is ECL120901AV
nominal bitrate is 10300 MBits/sec
Link length supported for 50/125mm fiber is 82 m(s)
Link length supported for 62.5/125mm fiber is 26 m(s)
cisco id is --
cisco extended id number is 4

Cisco Nexus 6000 シリーズ NX-OS インターフェイスコンフィギュレーションガイドリリース 6.x    
   OL-27928-03-J 31

レイヤ 2 インターフェイスの設定
インターフェイス情報の表示



次に、インターフェイスステータスの要約を表示する例を示します（簡潔にするため、一部の出

力が削除されています）。

switch# show interface brief

--------------------------------------------------------------------------------
Ethernet VLAN Type Mode Status Reason Speed Port
Interface Ch #
--------------------------------------------------------------------------------
Eth1/1 200 eth trunk up none 10G(D) --
Eth1/2 1 eth trunk up none 10G(D) --
Eth1/3 300 eth access down SFP not inserted 10G(D) --
Eth1/4 300 eth access down SFP not inserted 10G(D) --
Eth1/5 300 eth access down Link not connected 1000(D) --
Eth1/6 20 eth access down Link not connected 10G(D) --
Eth1/7 300 eth access down SFP not inserted 10G(D) --
...

次に、リンクのデバウンスステータスを表示する例を示します（簡潔にするため、一部の出力が

削除されています）。

switch# show interface debounce

--------------------------------------------------------------------------------
Port Debounce time Value(ms)
--------------------------------------------------------------------------------
...
Eth1/1 enable 100
Eth1/2 enable 100
Eth1/3 enable 100
...

次に、CDPネイバーを表示する例を示します。

上の例にあるように、CDPアドバタイズメントのためのデフォルトのデバイス IDフィールド
はホスト名とシリアル番号です。

（注）

switch# show cdp neighbors
Capability Codes: R - Router, T - Trans-Bridge, B - Source-Route-Bridge

S - Switch, H - Host, I - IGMP, r - Repeater,
V - VoIP-Phone, D - Remotely-Managed-Device,
s - Supports-STP-Dispute

Device ID Local Intrfce Hldtme Capability Platform Port ID
d13-dist-1 mgmt0 148 S I WS-C2960-24TC Fas0/9
n5k(FLC12080012) Eth1/5 8 S I s N5K-C5020P-BA Eth1/5

物理イーサネットのデフォルト設定
次の表に、すべての物理イーサネットインターフェイスのデフォルト設定を示します。

デフォルト設定パラメータ

イネーブル、100ミリ秒デバウンス

オート（全二重）デュプレックス

ARPAカプセル化

1500バイトMTU1
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デフォルト設定パラメータ

アクセスポートモード

オート（10000）速度

1 MTUを物理イーサネットインターフェイスごとに変更することはできません。MTUの変更は、QoSクラスのマップを選択することにより
行います。
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第 3 章

レイヤ 3 インターフェイスの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• レイヤ 3インターフェイスについて, 35 ページ

• レイヤ 3インターフェイスのライセンス要件, 38 ページ

• レイヤ 3インターフェイスの注意事項および制約事項, 39 ページ

• レイヤ 3インターフェイスのデフォルト設定, 39 ページ

• レイヤ 3インターフェイスの設定, 40 ページ

• レイヤ 3インターフェイス設定の確認, 45 ページ

• レイヤ 3インターフェイスのモニタリング, 48 ページ

• レイヤ 3インターフェイスの設定例, 50 ページ

• レイヤ 3インターフェイスの関連資料, 50 ページ

• レイヤ 3インターフェイスのMIB, 51 ページ

• レイヤ 3インターフェイスの標準, 51 ページ

レイヤ 3 インターフェイスについて
レイヤ 3インターフェイスは、スタティックまたはダイナミックルーティングプロトコルを使っ
て、パケットを別のデバイスに転送します。レイヤ 2トラフィックの IPルーティングおよび内部
Virtual LocalAreaNetwork（VLAN）ルーティングにはレイヤ 3インターフェイスが使用できます。

ルーテッドインターフェイス

ポートをレイヤ 2インターフェイスまたはレイヤ 3インターフェイスとして設定できます。ルー
テッドインターフェイスは、IPトラフィックを他のデバイスにルーティングできる物理ポートで
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す。ルーテッドインターフェイスはレイヤ 3インターフェイスだけで、スパニングツリープロ
トコル（STP）などのレイヤ 2プロトコルはサポートしません。

イーサネットポートはすべて、デフォルトではスイッチドインターフェイスです。このデフォ

ルト動作は、CLIセットアップスクリプトまたは system default switchportコマンドを使用して変
更できます。

ポートに IPアドレスを割り当て、ルーティングをイネーブルにし、このルーテッドインターフェ
イスにルーティングプロトコル特性を割り当てることができます。

レイヤ 3インターフェイスにスタティックMACアドレスを割り当てることができます。MACア
ドレスの設定については、デバイスの『Layer 2 Switching Configuration Guide』を参照してくださ
い。

ルーテッドインターフェイスからレイヤ 3ポートチャネルも作成できます。

ルーテッドインターフェイスおよびサブインターフェイスは、指数関数的に減少するレートカウ

ンタをサポートします。 Cisco NX-OSはこれらの平均カウンタを用いて次の統計情報を追跡しま
す。

•入力パケット数/秒

•出力パケット数/秒

•入力バイト数/秒

•出力バイト数/秒

サブインターフェイス

レイヤ 3インターフェイスとして設定した親インターフェイスに仮想サブインターフェイスを作
成できます。親インターフェイスは物理ポートでもポートチャネルでもかまいません。

親インターフェイスはサブインターフェイスによって複数の仮想インターフェイスに分割されま

す。これらの仮想インターフェイスに IPアドレスやダイナミックルーティングプロトコルなど
固有のレイヤ 3パラメータを割り当てることができます。各サブインターフェイスの IPアドレス
は、親インターフェイスの他のサブインターフェイスのサブネットとは異なります。

サブインターフェイスの名前は、親インターフェイスの名前（たとえば Ethernet 2/1）+ピリオド
（.）+そのインターフェイス独自の番号です。たとえば、イーサネットインターフェイス 2/1に
Ethernet 2/1.1というサブインターフェイスを作成できます。この場合、.1はそのサブインターフェ
イスを表します。

Cisco NX-OSでは、親インターフェイスがイネーブルの場合にサブインターフェイスがイネーブ
ルになります。サブインターフェイスは、親インターフェイスには関係なくシャットダウンでき

ます。親インターフェイスをシャットダウンすると、関連するサブインターフェイスもすべて

シャットダウンされます。

サブインターフェイスを使用すると、親インターフェイスがサポートする各VLANに独自のレイ
ヤ 3インターフェイスを実現できます。この場合、親インターフェイスは別のデバイスのレイヤ
2トランキングポートに接続します。サブインターフェイスを設定したら 802.1Qトランキング
を使って VLAN IDに関連付けます。
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次の図に、インターフェイス E 2/1のルータ Bに接続するスイッチのトランキングポートを示し
ます。このインターフェイスには 3つのサブインターフェイスがあり、トランキングポートに接
続する 3つの VLANにそれぞれ関連付けられています。

図 2：VLAN のサブインターフェイス

VLAN インターフェイス
VLANインターフェイスまたはスイッチ仮想インターフェイス（SVI）は、デバイス上の VLAN
を同じデバイス上のレイヤ 3ルータエンジンに接続する仮想ルーテッドインターフェイスです。
VLANには 1つの VLANインターフェイスだけを関連付けることができますが、VLANに VLAN
インターフェイスを設定する必要があるのは、VLAN間でルーティングする場合か、または管理
VRF（仮想ルーティング/転送）以外の VRFインスタンスを経由してデバイスを IPホスト接続す
る場合だけです。 VLANインターフェイスの作成をイネーブルにすると、Cisco NX-OSによって
デフォルト VLAN（VLAN 1）に VLANインターフェイスが作成され、リモートスイッチ管理が
許可されます。

設定の前に VLANネットワークインターフェイス機能をイネーブルにする必要があります。シ
ステムはこの機能をディセーブルにする前のチェックポイントを自動的に取得するため、この

チェックポイントにロールバックできます。ロールバックとチェックポイントの詳細について

は、デバイスの『System Management Configuration Guide』を参照してください。

VLAN 1の VLANインターフェイスは削除できません。（注）

VLANインターフェイスをルーティングするには、トラフィックをルーティングするVLANごと
に VLANインターフェイスを作成し、その VLANインターフェイスに IPアドレスを割り当てて
レイヤ 3内部 VLANルーティングを実現します。 IPアドレスと IPルーティングの詳細について
は、デバイスの『Unicast Routing Configuration Guide』を参照してください。

次の図に、デバイス上の 2つのVLANに接続されている 2つのホストを示します。VLANごとに
VLANインターフェイスを設定し、VLAN間の IPルーティングを使ってホスト 1とホスト 2を通
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信させることができます。 VLAN 1は VLANインターフェイス 1のレイヤ 3で、VLAN 10は
VLANインターフェイス 10のレイヤ 3で通信します。

図 3：VLAN インターフェイスによる 2 つの VLAN の接続

ループバックインターフェイス

ループバックインターフェイスは、常にアップ状態にある単独のエンドポイントを持つ仮想イン

ターフェイスです。ループバックインターフェイス経由で送信されたパケットはすべて、このイ

ンターフェイスでただちに受信されます。ループバックインターフェイスは物理インターフェイ

スをエミュレートします。

ループバックインターフェイスを使用すると、パフォーマンスの分析、テスト、ローカル通信が

実行できます。ループバックインターフェイスは、ルーティングプロトコルセッションの終端

アドレスとして設定することができます。ループバックをこのように設定すると、アウトバウン

ドインターフェイスの一部がダウンしている場合でもルーティングプロトコルセッションはアッ

プしたままです。

レイヤ 3 インターフェイスのライセンス要件
Cisco Nexus 6000シリーズスイッチはデバイス内に付随する 3つのインターフェイスを搭載して
いますが、基本的なレイヤ 3機能を使用するためには、レイヤ 3のベースサービスパッケージ機
能ライセンスをインストールする必要があります。高度なレイヤ3機能の場合、レイヤ3Advanced
Enterpriseパッケージ機能ライセンスのインストールが必要です。 NX-OSライセンス方式の詳細
については、『Cisco NX-OS Licensing Guide』を参照してください。

レイヤ3ライセンスのインストール後、次のガイドラインと制限事項がデバイスに適用されます。

•インサービスソフトウェアアップグレード（ISSU）はサポートされません。

•一時的なレイヤ 3機能ライセンスはサポートされていません。（レイヤ 3ベースサービス
パッケージのライセンスの猶予期間は 0です）
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•管理スイッチ仮想インターフェイス（SVI）は、レイヤ 3ベースサービスパッケージライセ
ンスなしでサポートされ、ISSUは設定された管理 SVIで実行できます。

•レイヤ 3ベースサービスパッケージライセンスがインストールされていない場合、すべて
のSVI（管理キーワードが設定されているかどうかにかかわらず）が動作上アップ状態です。
レイヤ 3ベースサービスパッケージ機能ライセンスのインストール後、ルーティングされ
た SVIは動作上いったんダウンにされた後、アップに戻されます。このリロードは、ルー
ティングされた SVIがレイヤ 3ベースサービスパッケージ機能ライセンスのインストール
前の管理 SVIのように動作し、ハードウェアに保存されたインターフェイス状態が転送情報
ベース（FIB）の SVIルートのプログラミングに続いてクリアされる必要があるためです。

•どのレイヤ 3機能もイネーブルにしていない場合、またはどのレイヤ 3インターフェイスも
設定していない場合、デバイスをリロードせずにレイヤ 3ライセンスをクリアできます。続
いて、無停止で ISSUを実行できます。

•レイヤ 3ライセンスをクリアした後、実行コンフィギュレーションをスタートアップコン
フィギュレーションにコピーし、デバイスをリロードする必要があります。続いて、無停止

で ISSUを実行できます。

•レイヤ 3ライセンスをクリアした後、実行コンフィギュレーションをスタートアップコン
フィギュレーションにコピーし、デバイスをリロードする必要があります。続いて、無停止

で ISSUを実行できます。

•レイヤ 3ライセンスをクリアする前に HSRPおよび VRRPを消去する必要はありませんが、
それらのコンフィギュレーションもクリアすることを推奨します。

• VRRPと HSRPはレイヤ 3ライセンスなしで設定できますが、レイヤ 3ライセンスなしでは
動作しません。それらが設定されている場合、無停止での ISSUはサポートされません。

レイヤ 3 インターフェイスの注意事項および制約事項
レイヤ 3インターフェイスの設定には次の注意事項と制約事項があります。

•レイヤ 3インターフェイスをレイヤ 2インターフェイスに変更する場合、Cisco NX-OSはイ
ンターフェイスをシャットダウンしてインターフェイスを再度イネーブルにし、レイヤ 3固
有の設定をすべて削除します。

•レイヤ 2インターフェイスをレイヤ 3インターフェイスに変更する場合、Cisco NX-OSはイ
ンターフェイスをシャットダウンしてインターフェイスを再度イネーブルにし、レイヤ 2固
有の設定をすべて削除します。

レイヤ 3 インターフェイスのデフォルト設定
レイヤ 3管理状態のデフォルト設定は Shutです。
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レイヤ 3 インターフェイスの設定

ルーテッドインターフェイスの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。

switch(config)# interface
ethernet slot/port

ステップ 2   

これが 10Gブレークアウトポートの場
合、slot/port構文は slot/QSFP-module/port
になります。

（注）

インターフェイスをレイヤ 3インターフェイスとし
て設定し、このインターフェイス上のレイヤ 2に固
有の設定をすべて削除します。

switch(conifg-if)# no
switchport

ステップ 3   

レイヤ 3インターフェイスを元のレイヤ
2インターフェイスに変換するには、
switchportコマンドを使用します。

（注）

このインターフェイスの IPアドレスを設定します。switch(config-if)# [ip | ipv6
]ip-address/length

ステップ 4   

（任意）

レイヤ 3インターフェイスの統計情報を表示しま
す。

switch(config-if)# show
interfaces

ステップ 5   

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュ

レーションをスタートアップコンフィギュレーショ

ンにコピーして、変更を永続的に保存します。

switch(config-if)# copy
running-config startup-config

ステップ 6   

次に、IPv4ルーテッドレイヤ 3インターフェイスを設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/8
switch(config-if)# copy running-config startup-config

   Cisco Nexus 6000 シリーズ NX-OS インターフェイスコンフィギュレーションガイドリリース 6.x
40 OL-27928-03-J  

レイヤ 3 インターフェイスの設定
レイヤ 3 インターフェイスの設定



サブインターフェイスの設定

はじめる前に

•親インターフェイスをルーテッドインターフェイスとして設定します。

•このポートチャネル上にサブインターフェイスを作成するには、ポートチャネルインター
フェイスを作成します。

手順

目的コマンドまたはアクション

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュ

レーションをスタートアップコンフィギュレーショ

ンにコピーして、変更を永続的に保存します。

switch(config-if)# copy
running-config startup-config

ステップ 1   

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。 slotの範囲は 1～ 255です。 port
の範囲は 1～ 128です。

switch(config)# interface
ethernet slot/port.number

ステップ 2   

これが 10Gブレークアウトポートの場
合、slot/port構文は slot/QSFP-module/port
になります。

（注）

このインターフェイスの IPアドレスを設定しま
す。

switch(config-if)# [ip | ipv6]
address ip-address/length

ステップ 3   

サブインターフェイス上の IEEE 802.1Q VLANカ
プセル化を設定します。 vlan-idの範囲は 2～ 4093
です。

switch(config-if)# encapsulation
dot1Q vlan-id

ステップ 4   

（任意）

レイヤ 3インターフェイスの統計情報を表示しま
す。

switch(config-if)# show
interfaces

ステップ 5   

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュ

レーションをスタートアップコンフィギュレーショ

ンにコピーして、変更を永続的に保存します。

switch(config-if)# copy
running-config startup-config

ステップ 6   

次に、サブインターフェイスを作成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/8
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switch(config-if)# encapsulation dot1Q 33
switch(config-if)# copy running-config startup-config

インターフェイスでの帯域幅の設定

ルーテッドインターフェイス、ポートチャネル、またはサブインターフェイスに帯域幅を設定で

きます。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始

します。 slotの範囲は 1～ 255です。 portの範囲は 1～
128です。

switch(config)# interface
ethernet slot/port

ステップ 2   

これが 10Gブレークアウトポートの場合、
slot/port構文は slot/QSFP-module/portになりま
す。

（注）

次のように、ルーテッドインターフェイス、ポートチャ

ネル、またはサブインターフェイスに帯域幅パラメータ

を設定します。

switch(conifg-if)#
bandwidth [value | inherit
[value]]

ステップ 3   

• value：帯域幅のサイズ（KB単位）。範囲は 1～
10000000です。

• inherit：このインターフェイスのすべてのサブイン
ターフェイスが、帯域幅の値（値が指定されている

場合）または親インターフェイスの帯域幅（値が指

定されていない場合）のどちらかを継承することを

示します。

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュレーショ

ンをスタートアップコンフィギュレーションにコピーし

て、変更を永続的に保存します。

switch(config-if)# copy
running-config
startup-config

ステップ 4   

次に、イーサネットインターフェイス 2/1に 80000の帯域幅の値を設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# bandwidth 80000
switch(config-if)# copy running-config startup-config
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VLAN インターフェイスの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

VLANインターフェイスモードをイネーブル
にします。

switch(config)# feature
interface-vlan

ステップ 2   

VLANインターフェイスを作成します。
numberの範囲は 1～ 4094です。

switch(config)# interface vlan
number

ステップ 3   

このインターフェイスの IPアドレスを設定し
ます。

switch(config-if)# [ip | ipv6]
address ip-address/length

ステップ 4   

インターフェイスを管理上アップさせます。switch(config-if)# no shutdownステップ 5   

（任意）

VLANインターフェイスの統計情報を表示し
ます。 numberの範囲は 1～ 4094です。

switch(config-if)# show interface
vlan number

ステップ 6   

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィ

ギュレーションをスタートアップコンフィ

switch(config-if)# copy
running-config startup-config

ステップ 7   

ギュレーションにコピーして、変更を永続的

に保存します。

次に、VLANインターフェイスを作成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# feature interface-vlan
switch(config)# interface vlan 10
switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/8
switch(config-if)# copy running-config startup-config

ループバックインターフェイスの設定

はじめる前に

ループバックインターフェイスの IPアドレスが、ネットワークの全ルータで一意であることを確
認します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

ループバックインターフェイスを作成します。

instanceの範囲は 0～ 1023です。
switch(config)# interface loopback
instance

ステップ 2   

このインターフェイスの IPアドレスを設定し
ます。

switch(config-if)# [ip | ipv6]
address ip-address/length

ステップ 3   

（任意）

ループバックインターフェイスの統計情報を

表示します。 instanceの範囲は 0～ 1023です。

switch(config-if)# show interface
loopback instance

ステップ 4   

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィ

ギュレーションをスタートアップコンフィギュ

switch(config-if)# copy
running-config startup-config

ステップ 5   

レーションにコピーして、変更を永続的に保存

します。

次に、ループバックインターフェイスを作成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface loopback 0
switch(config-if)# ip address 192.0.2.100/8
switch(config-if)# copy running-config startup-config

VRF へのインターフェイスの割り当て

はじめる前に

VRF用のインターフェイスを設定した後で、トンネルインターフェイスに IPアドレスを割り当
てます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

switch# configure terminalステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスコンフィギュレーション

モードを開始します。

switch(config)# interface
interface-typenumber

ステップ 2   

このインターフェイスをVRFに追加します。switch(conifg-if)#vrf member
vrf-name

ステップ 3   

このインターフェイスの IPアドレスを設定し
ます。このステップは、このインターフェイ

switch(config-if)# [ip |
ipv6]ip-address/length

ステップ 4   

スをVRFに割り当てたあとに行う必要があり
ます。

（任意）

VRF情報を表示します。
switch(config-if)# show vrf
[vrf-name] interface interface-type
number

ステップ 5   

（任意）

レイヤ 3インターフェイスの統計情報を表示
します。

switch(config-if)# show interfacesステップ 6   

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィ

ギュレーションをスタートアップコンフィギュ

switch(config-if)# copy
running-config startup-config

ステップ 7   

レーションにコピーして、変更を永続的に保

存します。

次に、VRFにレイヤ 3インターフェイスを追加する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface loopback 0
switch(config-if)# vrf member RemoteOfficeVRF
switch(config-if)# ip address 209.0.2.1/16
switch(config-if)# copy running-config startup-config

レイヤ 3 インターフェイス設定の確認
次のいずれかのコマンドを使用して、設定を確認します。
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目的コマンド

レイヤ 3インターフェイスの設定情報、ステー
タス、カウンタ（インバウンドおよびアウトバ

ウンドパケットレートおよびバイトレートが

5分間に指数関数的に減少した平均値を含む）
を表示します。

これが 10Gブレークアウトポートの
場合、slot/port構文は
slot/QSFP-module/portになります。

（注）

show interface ethernet slot/port

レイヤ 3インターフェイスの動作ステータスを
表示します。

これが 10Gブレークアウトポートの
場合、slot/port構文は
slot/QSFP-module/portになります。

（注）

show interface ethernet slot/port brief

レイヤ3インターフェイスの機能（ポートタイ
プ、速度、およびデュプレックスを含む）を表

示します。

これが 10Gブレークアウトポートの
場合、slot/port構文は
slot/QSFP-module/portになります。

（注）

show interface ethernet slot/port capabilities

レイヤ 3インターフェイスの説明を表示しま
す。

これが 10Gブレークアウトポートの
場合、slot/port構文は
slot/QSFP-module/portになります。

（注）

show interface ethernet slot/port description

レイヤ 3インターフェイスの管理ステータス、
ポートモード、速度、およびデュプレックスを

表示します。

これが 10Gブレークアウトポートの
場合、slot/port構文は
slot/QSFP-module/portになります。

（注）

show interface ethernet slot/port status

   Cisco Nexus 6000 シリーズ NX-OS インターフェイスコンフィギュレーションガイドリリース 6.x
46 OL-27928-03-J  

レイヤ 3 インターフェイスの設定
レイヤ 3 インターフェイス設定の確認



目的コマンド

サブインターフェイスの設定情報、ステータ

ス、カウンタ（インバウンドおよびアウトバウ

ンドパケットレートおよびバイトレートが 5
分間に指数関数的に減少した平均値を含む）を

表示します。

これが 10Gブレークアウトポートの
場合、slot/port構文は
slot/QSFP-module/portになります。

（注）

show interface ethernet slot/port.number

ポートチャネルサブインターフェイスの設定

情報、ステータス、カウンタ（インバウンドお

よびアウトバウンドパケットレートおよびバ

イトレートが5分間に指数関数的に減少した平
均値を含む）を表示します。

show interface port-channel channel-id.number

ループバックインターフェイスの設定情報、ス

テータス、カウンタを表示します。

show interface loopback number

ループバックインターフェイスの動作ステータ

スを表示します。

show interface loopback number brief

ループバックインターフェイスの説明を表示し

ます。

show interface loopback number description

ループバックインターフェイスの管理ステータ

スおよびプロトコルステータスを表示します。

show interface loopback number status

VLANインターフェイスの設定情報、ステータ
ス、カウンタを表示します。

show interface vlan number

VLANインターフェイスの動作ステータスを表
示します。

show interface vlan number brief

VLANインターフェイスの説明を表示します。show interface vlan number description

VLANインターフェイスのプライベートVLAN
情報を表示します。

show interface vlan number private-vlan mapping

VLANインターフェイスの管理ステータスおよ
びプロトコルステータスを表示します。

show interface vlan number status
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レイヤ 3 インターフェイスのモニタリング
次のいずれかのコマンドを使用して、機能に関する統計情報を表示します。

目的コマンド

レイヤ3インターフェイスの統計情報を表示
します（ユニキャスト、マルチキャスト、ブ

ロードキャスト）。

これが 10Gブレークアウトポート
の場合、slot/port構文は
slot/QSFP-module/portになります。

（注）

show interface ethernet slot/port counters

レイヤ3インターフェイスの入力および出力
カウンタを表示します。

これが 10Gブレークアウトポート
の場合、slot/port構文は
slot/QSFP-module/portになります。

（注）

show interface ethernet slot/port counters brief

レイヤ3インターフェイスの統計情報を表示
します。オプションとして、32ビットと 64
ビットのパケットおよびバイトカウンタ（エ

ラーを含む）をすべて含めることができま

す。

これが 10Gブレークアウトポート
の場合、slot/port構文は
slot/QSFP-module/portになります。

（注）

show interface ethernet slot/port counters detailed
[all]

レイヤ3インターフェイスの入力および出力
エラーを表示します。

これが 10Gブレークアウトポート
の場合、slot/port構文は
slot/QSFP-module/portになります。

（注）

show interface ethernet slot/port counters error

SNMPMIBから報告されたレイヤ3インター
フェイスカウンタを表示します。これらの

カウンタはクリアできません。

これが 10Gブレークアウトポート
の場合、slot/port構文は
slot/QSFP-module/portになります。

（注）

show interface ethernet slot/port counters snmp
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目的コマンド

サブインターフェイスの統計情報（ユニキャ

スト、マルチキャスト、およびブロードキャ

スト）を表示します。

これが 10Gブレークアウトポート
の場合、slot/port構文は
slot/QSFP-module/portになります。

（注）

show interface ethernet slot/port.number counters

ポートチャネルサブインターフェイスの統

計情報（ユニキャスト、マルチキャスト、お

よびブロードキャスト）を表示します。

show interface port-channel channel-id.number
counters

ループバックインターフェイスの入力およ

び出力カウンタ（ユニキャスト、マルチキャ

スト、およびブロードキャスト）を表示しま

す。

show interface loopback number counters

ループバックインターフェイスの統計情報

を表示します。オプションとして、32ビッ
トと 64ビットのパケットおよびバイトカウ
ンタ（エラーを含む）をすべて含めることが

できます。

show interface loopback number counters detailed
[all]

ループバックインターフェイスの入力およ

び出力エラーを表示します。

show interface loopback number counters errors

VLANインターフェイスの入力および出力カ
ウンタ（ユニキャスト、マルチキャスト、お

よびブロードキャスト）を表示します。

show interface vlan number counters

VLANインターフェイスの統計情報を表示し
ます。オプションとして、レイヤ 3パケッ
トおよびバイトカウンタをすべて含めるこ

とができます（ユニキャストおよびマルチ

キャスト）。

show interface vlan number counters detailed [all]

SNMP MIBから報告された VLANインター
フェイスカウンタを表示します。これらの

カウンタはクリアできません。

show interface vlan counters snmp
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レイヤ 3 インターフェイスの設定例
次に、イーサネットサブインターフェイスを設定する例を示します。

switch# configuration terminal
switch(config)# interface ethernet 2/1.10
switch(config-if)# description Layer 3 for VLAN 10
switch(config-if)# encapsulation dot1q 10
switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/8
switch(config-if)# copy running-config startup-config

次に、VLANインターフェイスを設定する例を示します。

switch# configuration terminal
switch(config)# interface vlan 100

switch(config-if)# ipv6 address 33:0DB::2/8
switch(config-if)# copy running-config startup-config

次に、ループバックインターフェイスを設定する例を示します。

switch# configuration terminal
switch(config)# interface loopback 3

switch(config-if)# ip address 192.0.2.2/32
switch(config-if)# copy running-config startup-config

レイヤ 3 インターフェイスの関連資料
参照先関連トピック

コマンド構文の詳細については、ご使用のデバ

イスのコマンドリファレンスを参照してくださ

い。

コマンド構文

ご使用のデバイスの『Unicast Routing
Configuration Guide』の「Configuring IP」の章

IP

『Layer 2 Switching Configuration Guide』の
「Configuring VLANs」の章

VLAN
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レイヤ 3 インターフェイスの MIB
MIB のリンクMIB

MIBを検索およびダウンロードするには、次の
URLにアクセスしてください。

http://www.cisco.com/public/sw-center/netmgmt/
cmtk/mibs.shtml

IF-MIB

CISCO-IF-EXTENSION-MIB

ETHERLIKE-MIB

レイヤ 3 インターフェイスの標準
この機能でサポートされる新規の標準または変更された標準はありません。また、既存の標準の

サポートは変更されていません。
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第 4 章

双方向フォワーディング検出の設定

この章の内容は、次のとおりです。

• BFDに関する情報, 53 ページ

• BFDのライセンス要件, 56 ページ

• 前提条件, 56 ページ

• 注意事項と制約事項, 56 ページ

• BFDのデフォルト設定, 58 ページ

• BFDの設定, 58 ページ

• BFD設定の確認, 77 ページ

• BFDのモニタ, 77 ページ

• BFDの設定例, 78 ページ

• 関連資料, 78 ページ

• 関連の標準, 78 ページ

BFD に関する情報
BFDは、メディアタイプ、カプセル化、トポロジ、およびルーティングプロトコルの転送パス障
害を高速で検出するように設計された検出プロトコルです。BFDを使用することで、さまざまな
プロトコルの Helloメカニズムにより、変動速度ではなく一定速度で転送パス障害を検出できま
す。BFDはプロファイリングおよびプランニングを簡単にし、再コンバージェンス時間の一貫性
を保ち、予測可能にします。

BFDでは、レイヤ3Helloメッセージの隣接検出を単一プロセスにオフロードすることによってす
べてのルーティングおよびコントロールプレーンの CPU使用率を低くします。 BFDプロセスは
すべてのアプリケーションに対して均等に実行され、1秒未満の間隔で障害を検出します。
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非同期モード

Cisco NX-OSは、BFD非同期モードをサポートします。BFD非同期モードでは、2個の隣接する
デバイス間で BFD制御パケットが送信され、デバイス間の BFDネイバーセッションがアクティ
ベートされ、維持されます。両方のデバイス（または BFDネイバー）で BFDを設定できます。
インターフェイスおよび適切なプロトコルで一度 BFDがイネーブルになると、Cisco NX-OSは
BFDセッションを作成し、BFDセッションパラメータをネゴシエートし、BFD制御パケットを
ネゴシエートされた間隔で各 BFDネイバーに送信し始めます。 BFDセッションパラメータは、
次のとおりです。

•目的の最小送信間隔：このデバイスが BFD Helloメッセージを送信する間隔。

•必要最小受信間隔：このデバイスが別のBFDデバイスからのBFDHelloメッセージを受け付
ける最小間隔。

•検出乗数：転送パスの障害を検出するまでに喪失した、別の BFDデバイスからの BFD Hello
メッセージの数。

次の図は、BFDセッションがどのように確立されているかを示します。この図は、OSPFと BFD
を実行する 2台のルータがある単純なネットワークを示します。 OSPFがネイバーを検出すると
（1）、OSPF隣接ルータで BFDネイバーセッションを開始する要求が、ローカル BFDプロセス
に送信されます（2）。OSPF隣接ルータとのBFDネイバーセッションが確立されました（3）。

図 4：BFD ネイバー関係の確立

障害検出

一度 BFDセッションが確立され、タイマーネゴシエーションが終了すると、BFDネイバーは、
より速い速度の場合を除き IGP Helloプロトコルと同じ動作をする BFD制御パケットを送信し、
活性度を検出します。BFDは障害を検出しますが、プロトコルが障害の発生したピアをバイパス
するための処置を行う必要があります。

BFDは転送パスに障害を検出したとき、障害検出通知をBFD対応プロトコルに送信します。ロー
カルデバイスは、プロトコル再計算プロセスを開始してネットワーク全体の収束時間を削減でき

ます。

次の図は、ネットワークで障害が発生した場合を示します（1）。 OSPF隣接ルータでの BFDネ
イバーセッションが停止されます（2）。 BFDはローカルOSPFプロセスに BFDネイバーに接続
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できなくなったことを通知します（3）。ローカルOSPFプロセスはOSPFネイバー関係を解除し
ます（4）。代替パスが使用可能な場合、ルータはただちにそのパスでコンバージェンスを開始
します。

BFD障害検出は 1秒未満で行われます。これは OSPF Helloメッセージが同じ障害を検出する
より速い必要があります。

（注）

図 5：OSPF ネイバー関係の解除

BFD エコー機能
BFDエコー機能は、転送エンジンからリモート BFDネイバーにエコーパケットを送信します。
BFDネイバーは検出を実行するために同じパスに沿ってエコーパケットを返送します。BFDネイ
バーは、エコーパケットの実際の転送に参加しません。エコー機能および転送エンジンが検出の

処理を行います。BFDはエコー機能がイネーブルになっている場合に非同期セッションの速度を
低下させ、2台の BFDネイバー間で送信される BFD制御パケット数を減らすために、slow timer
を使用できます。また、転送エンジンは、リモートシステムを含めないでリモート（ネイバー）

システムの転送パスをテストするので、パケット間遅延の変動が少なくなり、障害検出時間が短

縮されます。

BFDネイバーの両方がエコー機能を実行している場合、エコー機能には非対称性がありません。

ユニキャストリバースパス転送チェック（uRPF）はデフォルトではディセーブルです。これ
を BFDのあるインターフェイス機能でイネーブルにする必要がある場合は、BFDエコー機能
がディセーブルになっている必要があります。

（注）

セキュリティ

Cisco NX-OSは BFDパケットを隣接する BFDピアから受信したことを確認するためにパケット
の存続可能時間（TTL）値を使用します。すべての非同期およびエコー要求パケットの場合、BFD
ネイバーは TTL値を 255に設定し、ローカル BFDプロセスは着信パケットを処理する前に TTL
値を 255として確認します。エコー応答パケットの場合、BFDは TTL値を 254に設定します。
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BFDパケットの SHA-1認証を設定できます。

仮想化のサポート

BFDは、仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスをサポートしています。

BFD のライセンス要件
次の表に、この機能のライセンス要件を示します。

ライセンス要件製品

BFDには、LANBase Servicesライセンスが必要
です。CiscoNX-OSライセンス方式の詳細と、
ライセンスの取得および適用の方法について

は、『CiscoNX-OS LicensingGuide』を参照して
ください。

Cisco NX-OS

前提条件
BFDには、次の前提条件があります。

• BFD機能をイネーブルにする必要があります（「BFD機能のイネーブル化」を参照）。

• BFDをイネーブルにする任意のクライアントプロトコルでは、そのクライアントプロトコ
ルの BFDをイネーブルにします（「ルーティングプロトコルに対する BFDサポートの設
定」を参照）。

• Cisco Nexus 5548および Cisco Nexus 5596プラットフォームの BFDレイヤ 3インターフェイ
スでインターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）v4およびv6リダイレクトメッセー
ジをディセーブルにします。

• Cisco Nexus 60XXプラットフォームでインターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）
v4リダイレクトメッセージだけをディセーブルにします。

•デフォルト VRFの同一 IPの送信元および宛先アドレスの検証チェックをディセーブルにし
ます。

•設定作業とともに一覧表示されているその他の詳細な前提条件を参照してください。

注意事項と制約事項
BFDでは、Cisco Nexus 6000シリーズスイッチについて次の注意事項と制約事項があります。
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• BFDは BFDバージョン 1をサポートします。

• BFDは IPv4をサポートします。

• BFDは、シングルホップ BFDをサポートします。

• BFDは、バウンダリゲートウェイプロトコル（BGP）をサポートしまし。

•ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）のBFDは、シングルホップExternalBGP（EBGP）
および Internal BGP（iBGP）ピアをサポートしています。

• BFDは、Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）をサポートします。

• BFDは、Open Shortest Path First（OSPF）ルーティングプロトコルをサポートします。

• BFDは、キー付き SHA-1認証をサポートします。

• BFDは、物理インターフェイス、ポートチャネル、サブインターフェイス、および VLAN
インターフェイスのレイヤ 3インターフェイスをサポートします。

• BFDはレイヤ 3隣接情報に応じて、レイヤ 2のトポロジ変更を含むトポロジ変更を検出しま
す。レイヤ 3隣接情報が使用できない場合、VLANインターフェイス（SVI）の BFDセッ
ションはレイヤ 2トポロジのコンバージェンス後に稼働しない可能性があります。

•ポートチャネル設定の制限事項

◦ BFDで使用されるレイヤ 3ポートチャネルでは、ポートチャネルの LACPをイネーブ
ルにする必要があります。

◦ SVIのセッションで使用されるレイヤ 2ポートチャネルでは、ポートチャネルの LACP
をイネーブルにする必要があります。

• BFDは、仮想ポートチャネル（vPC）、vPCピアリンク、および FabricPathリンク全体に形
成されている SVIインターフェイス上でサポートされます。

• SVIの制限事項

◦ ASICリセットにより他のポートのトラフィックが中断されます。このイベントは、そ
の他のポートの SVIセッションがフラップする原因になることがあります。

◦トポロジを変更すると（たとえば、VLANへのリンクを追加または削除するとき、また
はレイヤ 2ポートチャネルからのメンバを削除するとき）、SVIセッションが影響を受
ける場合があります。 SVIセッションはダウンした後、トポロジディスカバリの終了
後に起動する場合があります。

SVIのセッションがフラップしないようにし、トポロジを変更する必要がある場合は、変更を
加える前に BFD機能をディセーブルにして、変更後、BFDを再度イネーブルにできます。ま
た、大きな値（たとえば、5秒）になるようにBFDタイマーを設定し、トポロジ変更の完了後
に高速なタイマーに戻すこともできます。

ヒント
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•配信されたレイヤ 3ポートチャネルで BFDエコー機能を設定するとき、BFDセッションが
そのモジュールでホストしていたメンバーモジュールフラップを再ロードすると、それは

結果としてパケット損失になります。

レイヤ 2スイッチを間に入れずに BFDピアを直接接続する場合、代替策として BFD per-link
を使用できます。

BFD per-linkモードとサブインターフェイス最適化をレイヤ 3ポートチャネルで同時に使用す
ることはサポートされていません。

（注）

BFD のデフォルト設定
次の表に、BFDパラメータのデフォルト設定を示します。

デフォルトパラメータ

ディセーブルBFD機能

250ミリ秒必要最小受信間隔

250ミリ秒目的の最小送信間隔

3検出乗数

イネーブルエコー機能

非同期モード

論理モード（送信元/宛先ペアのアドレスごとに
1セッション）。

ポートチャネル

2000ミリ秒slow timer

ディセーブルサブインターフェイスの最適化

BFD の設定

BFD 設定階層
グローバルレベル、およびインターフェイスまたはサブインターフェイスレベルで BFDを設定
できます（物理インターフェイスとポートチャネルの場合）。インターフェイスまたはサブイン

ターフェイスの設定は、グローバルコンフィギュレーションよりも優先されます。サポートされ

ているインターフェイス上で、サブインターフェイスレベルの設定は、ポートチャネルインター
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フェイスでサブインターフェイスの最適化がイネーブルになっているかper-linkコンフィギュレー
ションがイネーブルになっていない限りインターフェイスまたはポートチャネル設定よりも優先

されます。詳細については、「サブインターフェイスの BFDの最適化」を参照してください。

BFD per-linkモードとサブインターフェイス最適化をレイヤ 3ポートチャネルで同時に使用す
ることはサポートされていません。

（注）

ポートチャネルのメンバである物理ポートについては、メンバポートはマスターポートチャネ

ルの BFD設定を継承します。メンバポートサブインターフェイスは、サブインターフェイスの
最適化がイネーブルになっていない限りマスターポートチャネルの BFD設定より優先すること
ができます。

BFD 設定のタスクフロー
BFDの設定には、次の作業を行います。

手順

ステップ 1 BFD機能をイネーブルにします。

ステップ 2 インターフェイス上に、グローバルな BFDパラメータを設定するかまたは BFDを設定します。

ステップ 3 ルーティングプロトコルをサポートする BFDを設定します。

BFD 機能のイネーブル化について
デバイスVRF内のインターフェイスおよびプロトコルでBFDを設定する前に、BFD機能をイネー
ブルにする必要があります。

BFD 機能のイネーブル化

はじめる前に

プロトコルグローバルレベルで BFDを変更するとき（たとえば、OSPFまたは BGPに対して）
に正しい VRFを使用しているか確認する必要があります。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

BFD機能をイネーブルにします。switch(config)# feature bfdステップ 2   

（任意）

イネーブルおよびディセーブルにされた

機能を表示します。

switch(config)# show feature | include
bfd

ステップ 3   

（任意）

この設定変更を保存します。

switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 4   

次に、BFDをイネーブルにする例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# feature bfd
switch(config)# show feature | include bfd
switch(config)# copy running-config startup-config

グローバル BFD パラメータの設定について
デバイスのすべての BFDセッションの BFDセッションパラメータを設定できます。 BFDセッ
ションパラメータは、スリーウェイハンドシェイクの BFDピア間でネゴシエートされます。

インターフェイスのグローバルなセッションパラメータを無効にするには、「インターフェイス

での BFDの設定」を参照してください。

グローバルな BFD パラメータの設定

はじめる前に

正しい VRFを使用していることを確認します。

BFD機能をイネーブルにします。「BFD機能のイネーブル化」を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

デバイスのすべての BFDセッションの BFDセッション
パラメータを設定します。インターフェイスでBFDセッ

switch(config)#bfd interval
mintxmin_rx msec
multiplier value

ステップ 2   

ションパラメータを設定することにより、これらの値を

無効にすることができます。mintxおよびmin_rxmsecの
範囲は 250～ 999ミリ秒で、デフォルトは 250です。乗
数の範囲は 3～ 50です。乗数のデフォルトは 3です。

エコー機能で使用される slow timerを設定します。この
値はエコー機能がイネーブルの場合、BFDが新しいセッ

switch(config)# bfd
slow-timer [interval]

ステップ 3   

ションを開始する速度および非同期セッションがBFD制
御パケットに使用する速度を決定します。 slow-timer値
は新しい制御パケット間隔として使用されますが、エコー

パケットは設定された BFD間隔を使用します。エコー
パケットはリンク障害検出に使用されますが、低速の制

御パケットは BFDセッションを維持します。指定でき
る範囲は1000～30000ミリ秒です。デフォルト値は2000
です。

双方向フォワーディング検出（BFD）エコーフレームに
使用するインターフェイスを設定します。このコマンド

switch(config)# bfd
echo-interface loopback
interface number

ステップ 4   

はエコーパケットの送信元アドレスを指定したループ

バックインターフェイスに設定したアドレスに変更しま

す。指定できるインターフェイス番号の範囲は 0～ 1023
です。

（任意）

BFDの実行コンフィギュレーションを表示します。
switch(config)# show
running-config bfd

ステップ 5   

（任意）

この設定変更を保存します。

switch(config)# copy
running-config
startup-config

ステップ 6   

次に、グローバル BFDパラメータを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# bfd interval 250 min_rx 250 multiplier 3
switch(config)# bfd slow-timer 2000
switch(config)# bfd echo-interface loopback 1 3
switch(config-if)# show running-config bfd
switch(config-if)# copy running-config startup-config
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インターフェイスでの BFD の設定について
インターフェイスのすべての BFDセッションの BFDセッションパラメータを設定できます。
BFDセッションパラメータは、スリーウェイハンドシェイクの BFDピア間でネゴシエートされ
ます。

この設定は、設定されたインターフェイスのグローバルセッションパラメータより優先されま

す。

インターフェイスでの BFD の設定

はじめる前に

正しい VRFを使用していることを確認します。

BFD機能をイネーブルにします。「BFD機能のイネーブル化」を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

開始します。?キーワードを使用して、サポートされ
ているインターフェイスを表示します。

switch(config)# interface int-ifステップ 2   

インターフェイスのすべての BFDセッションの BFD
セッションパラメータを設定します。これはグロー

switch(config-if)# bfd interval
mintxmin_rxmsecmultiplier
value

ステップ 3   

バルなBFDセッションパラメータより優先されます。
mintxおよび msecの範囲は 250～ 999ミリ秒で、デ
フォルトは 250です。乗数の範囲は 3～ 50です。乗
数のデフォルトは 3です。

（任意）

インターフェイスですべてのBFDセッションのSHA-1
認証を設定します。 ascii_key文字列は BFDピア間で

switch(config-if)# bfd
authentication keyed-sha1
keyid id key ascii_key

ステップ 4   

共有する秘密キーです。 id値は、0～ 255の数字で、
この特定のascii_keyに割り当てられます。BFDパケッ
トは、複数のアクティブキーでの使用が許可されてい

る idでキーを指定します。インターフェイスのSHA-1
認証をディセーブルにするには、コマンドの no形式
を使用します。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

BFDの実行コンフィギュレーションを表示します。
switch(config-if)# show
running-config bfd

ステップ 5   

（任意）

この設定変更を保存します。

switch(config-if)# copy
running-config
startup-config

ステップ 6   

次に、インターフェイスで BFDを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# bfd interval 250 min_rx 250 multiplier 3
switch(config-if)# bfd authentication keyed-sha1 keyid 1 ascii_key cisco123
switch(config-if)# show running-config bfd
switch(config-if)# copy running-config startup-config

ポートチャネルの BFD の設定について
ポートチャネルのすべてのBFDセッションのBFDセッションパラメータを設定できます。レイ
ヤ 3ポートチャネルで per-linkモードが使用されている場合、BFDにより、ポートチャネルの各
リンクのセッションが作成され、集約結果がクライアントプロトコルへ提供されます。たとえ

ば、ポートチャネルの 1つのリンクの BFDセッションが稼働している場合、OSPFなどのクライ
アントプロトコルにポートチャネルが稼働していることが通知されます。 BFDセッションパラ
メータは、スリーウェイハンドシェイクの BFDピア間でネゴシエートされます。

この設定は、設定されたポートチャネルのグローバルセッションパラメータより優先されます。

ポートチャネルのメンバポートはメンバポートのサブインターフェイスレベルで BFDパラメー
タを設定しない限り、ポートチャネルの BFDセッションパラメータを継承します。その場合、
サブインターフェイス最適化がイネーブルにされていなければ、メンバポートサブインターフェ

イスはサブインターフェイスBFDコンフィギュレーションを使用します。詳細については、「サ
ブインターフェイスの BFDの最適化」を参照してください。

ポートチャネルの BFD の設定

はじめる前に

正しい VRFを使用していることを確認します。

BFDをイネーブルにする前に、ポートチャネルの Link Aggregation Control Protocol（LACP）がイ
ネーブルにされていることを確認します。

BFD機能をイネーブルにします。「BFD機能のイネーブル化」を参照してください。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

ポートチャネルコンフィギュレーションモードを開

始します。 ?キーワードを使用してサポートされて
いる番号の範囲を表示します。

switch(config)# interface
port-channel number

ステップ 2   

ポートチャネルに各リンクのBFDセッションを設定
します。

switch(config-if)# bfd per-linkステップ 3   

（任意）

ポートチャネルのすべての BFDセッションの BFD
セッションパラメータを設定します。これはグロー

switch(config-if)# bfd
intervalmintxmin_rx msec
multiplier value

ステップ 4   

バルな BFDセッションパラメータより優先されま
す。mintxおよびmin_rx msecの範囲は 250～ 999ミ
リ秒で、デフォルトは 250です。乗数の範囲は 1～
50です。乗数のデフォルトは 3です。

（任意）

インターフェイスですべての BFDセッションの
SHA-1認証を設定します。 ascii_key文字列はBFDピ

switch(config-if)# bfd
authentication keyed-sha1
keyid idkey ascii_key

ステップ 5   

ア間で共有する秘密キーです。 id値は、0～ 255の
数字で、この特定の ascii_keyに割り当てられます。
BFDパケットは、複数のアクティブキーでの使用が
許可されている idでキーを指定します。インター
フェイスの SHA-1認証をディセーブルにするには、
コマンドの no形式を使用します。

（任意）

BFDの実行コンフィギュレーションを表示します。
switch(config-if)# show
running-config bfd

ステップ 6   

（任意）

この設定変更を保存します。

switch(config-if)# copy
running-config startup-config

ステップ 7   

次に、ポートチャネルに BFDを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface port-channel 2
switch(config-if)# bfd interval 250 min_rx 250 multiplier 3
switch(config-if)# bfd authentication keyed-sha1 keyid 1 ascii_key cisco123
switch(config-if)# show running-config bfd
switch(config-if)# copy running-config startup-config
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BFD エコー機能の設定について
BFDモニタ対象リンクの一端または両端で BFDエコー機能を設定できます。エコー機能は設定
された slow timerに基づいて必要最小受信間隔を遅くします。 RequiredMinEchoRx BFDセッショ
ンパラメータは、エコー機能がディセーブルの場合、ゼロに設定されます。 slow timerは、エコー
機能がイネーブルの場合、必要最小受信間隔になります。

BFD エコー機能の設定

はじめる前に

正しい VRFを使用していることを確認します。

BFD機能をイネーブルにします。「BFD機能のイネーブル化」を参照してください。

BFDセッションパラメータを設定します。「グローバルな BFDパラメータの設定」の項または
「インターフェイスでの BFDの設定」の項を参照してください。

インターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）のリダイレクトメッセージが BFD対応イン
ターフェイスでディセーブルであることを確認します。インターフェイスで no ip redirectsコマン
ドまたは no ipv6 redirectsコマンドを使用します。

同一 IPの送信元および宛先アドレスの検証チェックがディセーブルであることを確認してくださ
い。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

エコー機能で使用される slow timerを設定します。
この値はBFDが新しいセッションを開始する速度を

switch(config)# bfd
slow-timer echo-interval

ステップ 2   

決定し、BFDエコー機能がイネーブルの場合に非同
期セッションの速度を低下させるために使用されま

す。この値は、エコー機能がイネーブルの場合、必

要最小受信間隔より優先されます。指定できる範囲

は 1000～ 30000ミリ秒です。デフォルト値は 2000
です。

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

開始します。 ?キーワードを使用して、サポートさ
れているインターフェイスを表示します。

switch(config)# interface int-ifステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

エコー機能をイネーブルにします。デフォルトでは

イネーブルになっています。

switch(config-if)# bfd echoステップ 4   

（任意）

BFDの実行コンフィギュレーションを表示します。
switch(config-if)# show
running-config bfd

ステップ 5   

（任意）

この設定変更を保存します。

switch(config-if)# copy
running-config
startup-config

ステップ 6   

次に、BFDエコー機能を設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# bfd slow-timer 2000
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# bfd echo
switch(config-if)# show running-config bgp
switch(config-if)# copy running-config startup-config

サブインターフェイスの BFD の最適化について
サブインターフェイスで BFDを最適化できます。 BFDにより、設定されているすべてのサブイ
ンターフェイスのセッションが作成されます。 BFDにより、設定されている最小の VLAN IDを
持つサブインターフェイスがマスターサブインターフェイスとして設定され、そのサブインター

フェイスは親インターフェイスのBFDセッションパラメータを使用します。残りのサブインター
フェイスは slow timerを使用します。最適化されたサブインターフェイスセッションでエラーが
検出されると、BFDにより、その物理インターフェイスのすべてのサブインターフェイスがダウ
ンとマークされます。

サブインターフェイスの BFD の最適化

はじめる前に

正しい VRFを使用していることを確認します。

BFD機能をイネーブルにします。「BFD機能のイネーブル化」を参照してください。

BFDセッションパラメータを設定します。「グローバルな BFDパラメータの設定」および「イ
ンターフェイスでの BFDの設定」を参照してください。

これらのサブインターフェイスが別の Cisco NX-OSデバイスに接続するようにしてください。こ
の機能は、Cisco NX-OSでだけサポートされます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。?キーワードを使用して、サ
switch(config)# interface int-ifステップ 2   

ポートされているインターフェイスを表示しま

す。

BFD対応インターフェイスのサブインターフェ
イスを最適化します。デフォルトではディセー

ブルになっています。

switch(config-if)# bfd optimize
subinterface

ステップ 3   

（任意）

BFDの実行コンフィギュレーションを表示しま
す。

switch(config-if)# show
running-config bfd

ステップ 4   

（任意）

この設定変更を保存します。

switch(config-if)# copy
running-config startup-config

ステップ 5   

次の例では、インターフェイスで BFDを最適化する方法を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# bfd optimize subinterface
switch(config-if)# show running-config bfd
switch(config-if)# copy running-config startup-config

ルーティングプロトコルに対する BFD サポートの設定
Cisco Nexus 6000では、以下のルーティングプロトコルの BFDサポートを提供しています。

• Border Gateway Protocol（BGP）

• Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）

• Open Shortest Path Firstバージョン 2（通常は OSPFと呼ばれます）

•ホットスタンバイルータプロトコル（HSRP）

•仮想ルータ冗長プロトコル（VRRP）

•スタティックルート

•プロトコル独立型マルチキャスト（PIM）
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BGP 上での BFD の設定について
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）の BFDを設定できます。

BGP での BFD の設定

はじめる前に

正しい VRFを使用していることを確認します。

BFD機能をイネーブルにします。「BFD機能のイネーブル化」を参照してください。

BFDセッションパラメータを設定します。「グローバルな BFDパラメータの設定」および「イ
ンターフェイスでの BFDの設定」を参照してください。

BGP機能をイネーブルにします。

詳細については、『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 6.x』
を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

BGPをイネーブルにして、ローカル BGPス
ピーカに AS番号を割り当てます。 AS番号

switch(config)# router bgp
as-number

ステップ 2   

は 16ビット整数または 32ビット整数にでき
ます。上位 16ビット 10進数と下位 16ビッ
ト 10進数による xx.xxという形式です。

リモートBGPピアの IPv4アドレスおよびAS
番号を設定します。 ip-addressの形式はx.x.x.x
です。

switch(config-router)# neighbor
{ip-address} remote-as as-number

ステップ 3   

この BGPピアの BFDをイネーブルにしま
す。

switch(config-router-neighbor)# bfdステップ 4   

この BGPピアに対する BFDを起動します。switch(config-router-neighbor)#
update-source interface-type number

ステップ 5   

（任意）

BGPの実行コンフィギュレーションを表示し
ます。

switch(config-router-neighbor)# show
running-config bgp

ステップ 6   

（任意）

この設定変更を保存します。

switch(config-router-neighbor)# copy
running-config startup-config

ステップ 7   
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次に、BGP上で BFDを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# neighbor 209.165.201.1 remote-as 64497
switch(config-router-neighbor)# bfd
switch(config-router-neighbor)# update-source ethernet 2/1
switch(config-router-neighbor)# show running-config bgp
switch(config-router-neighbor)# copy running-config startup-config

EIGRP 上での BFD の設定について
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）の BFDを設定できます。

EIGRP 上での BFD の設定

はじめる前に

正しい VRFを使用していることを確認します。

BFD機能をイネーブルにします。「BFD機能のイネーブル化」を参照してください。

BFDセッションパラメータを設定します。「グローバルな BFDパラメータの設定」および「イ
ンターフェイスでの BFDの設定」を参照してください。

EIGRP機能をイネーブルにします。

詳細については、『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 6.x』
を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   

インスタンスタグを設定して、新しい EIGRPプロセ
スを作成します。インスタンスタグには最大 20文字

switch(config)# router eigrp
instance-tag

ステップ 2   

の英数字を使用できます。大文字と小文字を区別しま

す。

AS番号であると認められていない instance-tagを設定
する場合は、autonomous-systemコマンドを使用して
AS番号を明示的に設定する必要があります。そうしな
いと、このEIGRPインスタンスはシャットダウン状態
のままになります。

（任意）

この EIGRPルータの BFDをイネーブルにします。
switch(config-router)# bfdステップ 3   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

インターフェイスコンフィギュレーションモードを開

始します。 ?キーワードを使用して、サポートされて
いるインターフェイスを表示します。

switch(config-router)#
interface int-if

ステップ 4   

（任意）

EIGRPインターフェイスで BFDをイネーブルまたは
ディセーブルにします。インスタンスタグには最大

switch(config-if)# ip eigrp
instance-tag bfd

ステップ 5   

20文字の英数字を使用できます。大文字と小文字を区
別します。

デフォルトではディセーブルになっています。

（任意）

EIGRPの実行コンフィギュレーションを表示します。
switch(config-if)# show ip
eigrp [vrf vrf-name]
[interface if]

ステップ 6   

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュレー

ションをスタートアップコンフィギュレーションにコ

ピーして、変更を永続的に保存します。

switch(config-if)# copy
running-config
startup-config

ステップ 7   

次に、EIGRP上で BFDを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)# bfd
switch(config-router)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# ip eigrp Test1 bfd
switch(config-if)# show ip eigrp
switch(config-if)# copy running-config startup-config

OSPF 上での BFD の設定について
Open Shortest Path Firstバージョン 2（OSPFv2）で BFDを設定できます。

OSPF での BFD の設定

はじめる前に

正しい VRFを使用していることを確認します。

BFD機能をイネーブルにします。 1-7ページの「BFD機能のイネーブル化」を参照してくださ
い。

BFDセッションパラメータを設定します。「グローバルな BFDパラメータの設定」および「イ
ンターフェイスでの BFDの設定」を参照してください。
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OSPF機能をイネーブルにします。

詳細については、『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 6.x』
を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。インスタンス

switch(config)# router ospf
instance-tag

ステップ 2   

タグには最大20文字の英数字を使用できます。大文
字と小文字を区別します。

（任意）

このOSPFv2インスタンスの BFDをイネーブルにし
ます。また、各 OSPFv2インターフェイスはイネー
ブルかディセーブルである必要があります。

switch(config-router)# bfdステップ 3   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

開始します。 ?キーワードを使用して、サポートさ
れているインターフェイスを表示します。

switch(config-router)#
interface int-if

ステップ 4   

（任意）

OSPFv2インターフェイスで BFDをイネーブルまた
はディセーブルにします。デフォルトではディセー

ブルになっています。

switch(config-if)# ip ospf bfdステップ 5   

（任意）

BGPの実行コンフィギュレーションを表示します。
switch(config-if)# show ip
ospf [vrf vrf-name] [interface
if]

ステップ 6   

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュレー

ションをスタートアップコンフィギュレーションに

コピーして、変更を永続的に保存します。

switch(config-if)# copy
running-config
startup-config

ステップ 7   

次に、OSPF上で BFDを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# bfd
switch(config-router)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# ip ospf bfd
switch(config-if)# show ip ospf
switch(config-if)# copy running-config startup-config
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HSRP 上での BFD の設定について
ホットスタンバイルータプロトコル（HSRP）のBFDを設定できます。アクティブおよびスタン
バイの HSRPルータは BFDを介して相互に追跡しています。

スタンバイ HSRPルータ上の BFDがアクティブ HSRPルータが動作していないことを検知する
と、スタンバイHSRPはこのイベントをアクティブタイマー失効として取り扱いアクティブHSRP
ルータとして役割を引き継ぎます。 show hsrp detailでは、このイベントが BFD@Act-downまたは
BFD@Sby-downとして表示されます。

HSRP での BFD の設定

はじめる前に

正しい VRFを使用していることを確認します。

BFD機能をイネーブルにします。「BFD機能のイネーブル化」を参照してください。

BFDセッションパラメータを設定します。「グローバルな BFDパラメータの設定」および「イ
ンターフェイスでの BFDの設定」を参照してください。

HSRP機能をイネーブルにします。詳細については、『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS Unicast
Routing Configuration Guide, Release 6.x』を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

（任意）

HSRPインターフェイスですべてのBFDをイネーブ
ルまたはディセーブルにします。デフォルトでは

ディセーブルになっています。

switch(config)# hsrp bfd
all-interfaces

ステップ 2   

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。?キーワードを使用して、サポート
されているインターフェイスを表示します。

switch(config)# interface int-ifステップ 3   

（任意）

HSRPインターフェイスでBFDをイネーブルまたは
ディセーブルにします。デフォルトではディセーブ

ルになっています。

switch(config-if)# hsrp bfdステップ 4   

（任意）

HSRPの実行コンフィギュレーションを表示します。
switch(config-if)# show
running-config hsrp

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュ

レーションをスタートアップコンフィギュレーショ

ンにコピーして、変更を永続的に保存します。

switch(config-if)# copy
running-config startup-config

ステップ 6   

次に、HSRP上で BFDを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# hsrp bfd all-interfaces
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# hsrp bfd
switch(config-if)# show running-config hsrp
switch(config-if)# copy running-config startup-config

VRRP 上での BFD の設定について
仮想ルータ冗長プロトコル（VRRP）の BFDを設定できます。アクティブおよびスタンバイの
VRRPルータは BFDを介して相互に追跡しています。スタンバイ VRRPルータ上の BFDがアク
ティブ VRRPルータが動作していないことを検知すると、スタンバイ VRRPはこのイベントをア
クティブタイマー失効として取り扱いアクティブ VRRPルータとして役割を引き継ぎます。

show vrrp detailでは、このイベントが BFD@Act-downまたは BFD@Sby-downとして表示されま
す。

VRRP での BFD の設定

はじめる前に

正しい VRFを使用していることを確認します。

BFD機能をイネーブルにします。「BFD機能のイネーブル化」を参照してください。

BFDセッションパラメータを設定します。「グローバルな BFDパラメータの設定」および「イ
ンターフェイスでの BFDの設定」を参照してください。

VRRP機能をイネーブルにします。

詳細については、『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 6.x』
を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

switch# configure terminalステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスコンフィギュレーション

モードを開始します。 ?キーワードを使用し
switch(config)# interface int-ifステップ 2   

てサポートされているインターフェイスを表

示します。

VRRPグループ番号を指定します。switch(config-if)# vrrp group-noステップ 3   

VRRPインターフェイスで BFDをイネーブル
またはディセーブルにします。デフォルトで

はディセーブルになっています。

switch(config-if-vrrp)# vrrp bfd
address

ステップ 4   

（任意）

VRRPの実行コンフィギュレーションを表示
します。

switch(config-if-vrrp)# show
running-config vrrp

ステップ 5   

（任意）

この設定変更を保存します。

switch(config-if-vrrp)# copy
running-config startup-config

ステップ 6   

次に、VRRP上で BFDを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# vrrp 1
switch(config-if-vrrp)# vrrp bfd 10.0.0.10
switch(config-if-vrrp)# show running-config vrrp
switch(config-if-vrrp)# copy running-config startup-config

スタティックルートでの BFD の設定について
インターフェイスのスタティックルータの BFDを設定できます。仮想ルーティングおよび転送
（VRF）インスタンス内のスタティックルートでの BFDを任意で設定できます。

スタティックルートでの BFD の設定

はじめる前に

正しい VRFを使用していることを確認します。
BFD機能をイネーブルにします。「BFD機能のイネーブル化」を参照してください。

BFDセッションパラメータを設定します。「グローバルな BFDパラメータの設定」および「イ
ンターフェイスでの BFDの設定」を参照してください。

HSRP機能をイネーブルにします。詳細については、『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS Unicast
Routing Configuration Guide, Release 6.x』を参照してください。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

（任意）

VRFコンフィギュレーションモードを開始
します。

switch(config)# vrf context vrf-nameステップ 2   

スタティックルートを作ります。?キーワー
ドを使用して、サポートされているインター

フェイスを表示します。

switch(config-vrf)# ip route route
interface{nh-address | nh-prefix}

ステップ 3   

インターフェイスのすべてのスタティック

ルートの BFDをイネーブルにします。 ?サ
switch(config-vrf)# ip route static bfd
interface { nh-address | nh-prefix}

ステップ 4   

ポートされているインターフェイスを表示

します。

（任意）

スタティックルートを表示します。

switch(config-vrf)# show ip route
static[vrf vrf-name]

ステップ 5   

（任意）

この設定変更を保存します。

switch(config-vrf)# copy
running-config startup-config

ステップ 6   

次に、スタティックルート上で BFDを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# vrf context Red
switch(config-vrf)# ip route 192.0.2.1 ethernet 2/1 192.0.2.4
switch(config-vrf)# ip route static bfd ethernet 2/1 192.0.2.4
switch(config-vrf)# show ip route static vrf Red
switch(config-vrf)# copy running-config startup-config

PIM 上での BFD の設定について
PIM（Protocol Independent Multicast）プロトコルの BFDを設定できます。

Protocol Independent Multicast（PIM）上での BFD の設置

はじめる前に

正しい VRFを使用していることを確認します。

BFD機能をイネーブルにします。「BFD機能のイネーブル化」を参照してください。

BFDセッションパラメータを設定します。「グローバルな BFDパラメータの設定」および「イ
ンターフェイスでの BFDの設定」を参照してください。
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PIM機能をイネーブルにします。詳細については、『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS Multicast
Routing Configuration Guide, Release 6.x』を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

PIMの BFDをイネーブルにします。switch(config)# ip pim bfdステップ 2   

インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。 ?キーワードを使用して、
switch(config)# interface int-ifステップ 3   

サポートされているインターフェイスを表示し

ます。

（任意）

PIMインターフェイスの BFDをイネーブルま
たはディセーブルにします。デフォルトでは

ディセーブルになっています。

switch(config-if)# ip pim
bfd-instance [disable]

ステップ 4   

（任意）

PIMの実行コンフィギュレーションを表示しま
す。

switch(config-if)# show
running-config pim

ステップ 5   

（任意）

この設定変更を保存します。

switch(config-if)# copy
running-config startup-config

ステップ 6   

次に、PIM上で BFDを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# ip pim bfd
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# ip pim bfd-instance
switch(config-if)# show running-config pim
switch(config-if)# copy running-config startup-config

インターフェイスにおける BFD のディセーブル化
グローバルまたは VRFレベルでイネーブルにされた BFDのあるルーティングプロトコルに対す
るインターフェイス上の BFDを選択的にディセーブルにできます。

インターフェイス上のBFDをディセーブルにするには、インターフェイスコンフィギュレーショ
ンモードで次のコマンドのいずれかを使用します。

   Cisco Nexus 6000 シリーズ NX-OS インターフェイスコンフィギュレーションガイドリリース 6.x
76 OL-27928-03-J  

双方向フォワーディング検出の設定

ルーティングプロトコルに対する BFD サポートの設定



手順

目的コマンドまたはアクション

EIGRPインターフェイスでBFDをディセー
ブルにします。インスタンスタグには最大

switch(config)# ip eigrp instance-tag bfd
disable

例：
switch(config)# ip eigrp Test1 bfd
disable

ステップ 1   

20文字の英数字を使用できます。大文字と
小文字を区別します。

OSPFv2インターフェイスでBFDをディセー
ブルにします。

switch(config-if)# ip ospf bfd disable

例：
switch(config-if)# ip ospf bfd
disable

ステップ 2   

BFD 設定の確認
BFD設定情報

を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

目的コマンド

BGPや OSPFv2などのサポートされるアプリ
ケーションのBFDに関する情報を表示します。

switch# show running-config bfd

起動時に適用されるBFDコンフィギュレーショ
ンに関する情報を表示します。

switch# show startup-config bfd

これらのコマンド出力のフィールドの詳細については、『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS Interfaces
Command Reference』を参照してください。

BFD のモニタ
BFDをモニタするには、次のコマンドを使用します。

目的コマンド

BGPや OSPFv2などのサポートされるアプリ
ケーションのBFDに関する情報を表示します。

switch# show bfd neighbors[application name]
[details]

指定したインターフェイスでの BFDに関する
情報を表示します。

switch# show bfd neighbors[interface int-if] [details]
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目的コマンド

指定したインターフェイスでのセッションの

BFDに関する情報を表示します。
switch# show bfd neighbors [dest-ip ip-address]
[src-ip ip-address] [details]

VRFの BFDに関する情報を表示します。switch# show bfd neighbors [vrf vrf-name] [details]

詳細については、『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS Switch Interfaces Command Reference』を参照し
てください。

BFD の設定例
次に、デフォルト BFDセッションパラメータを使用した、Ethernet 2/1上の OSPFv2の BFD設定
例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# feature bfd
switch(config)# feature ospf
switch(config)# router ospf Test1
switch(config-router)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# ip ospf bfd
switch(config-if)# no shutdown

次に、デフォルト BFDセッションパラメータを使用した、EIGRPインターフェイスの BFD設定
例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# feature bfd
switch(config)# feature eigrp
switch(config)# bfd interval 250 min_rx 250 multiplier 4
switch(config)# router eigrp Test2
switch(config-router)# bfd

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

詳細については、『Cisco Nexus 6000 Series
NX-OSUnicast RoutingCommandReference, Release
6.x』を参照してください。

BFDコマンド

関連の標準
以下の業界標準は双方向フォワーディング検出に対応しています。
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TitleRFC

双方向フォワーディング検出（BFD）RFC 5880

『BFD for IPv4 and IPv6 (Single Hop)』RFC 5881
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第 5 章

ポートチャネルの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• ポートチャネルについて, 81 ページ

• ポートチャネルの設定, 91 ページ

• ポートチャネルの設定の確認, 104 ページ

• ロードバランシングの発信ポート IDの確認 , 105 ページ

• ポートチャネル設定の機能履歴, 106 ページ

ポートチャネルについて
ポートチャネルは、個別インターフェイスを 1つのグループに集約して、帯域幅と冗長性の向上
を実現します。これらの集約された各物理インターフェイス間でトラフィックのロードバランシ

ングも行います。ポートチャネルの物理インターフェイスが少なくとも 1つ動作していれば、そ
のポートチャネルは動作しています。

互換性のあるインターフェイスをバンドルすることにより、ポートチャネルを作成します。スタ

ティックポートチャネル、またはリンクアグリゲーション制御プロトコル（LACP）を実行する
ポートチャネルを設定および実行できます。

変更した設定をポートチャネルに適用すると、そのポートチャネルのメンバインターフェイス

にもそれぞれ変更が適用されます。たとえば、スパニングツリープロトコル（STP）パラメータ
をポートチャネルに設定すると、Cisco NX-OSはこれらのパラメータをポートチャネルのそれぞ
れのインターフェイスに適用します。

プロトコルが関連付けられていない場合でもスタティックポートチャネルを使用して設定を簡略

化できます。より効率的にポートチャネルを使用するには、IEEE 802.3adに規定されているリン
クアグリゲーション制御プロトコル（LACP）を使用します。LACPを使用すると、リンクによっ
てプロトコルパケットが渡されます。
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関連トピック

LACPの概要, （88ページ）

ポートチャネルの概要

Cisco NX-OSは、ポートチャネルを使用して、広い帯域幅、冗長性、チャネル全体のロードバラ
ンシングを実現します。

ポートを 1つのスタティックポートチャネルに集約するか、またはリンク集約制御プロトコル
（LACP）をイネーブルにできます。LACPでポートチャネルを設定する場合、スタティックポー
トチャネルを設定する場合とは若干異なる手順が必要です。ポートチャネル設定の制約事項に

ついては、プラットフォームの『Verified Scalability』マニュアルを参照してください。ロードバ
ランシングの詳細については、ポートチャネルを使ったロードバランシング, （85ページ）を
参照してください。

Cisco NX-OSはポートチャネルのポート集約プロトコル（PAgP）をサポートしません。（注）

ポートチャネルは、個々のリンクを 1つのチャネルグループにバンドルしたもので、それにより
いくつかの物理リンクの帯域幅を集約した単一の論理リンクが作成されます。ポートチャネル内

のメンバポートに障害が発生すると、障害が発生したリンクで伝送されていたトラフィックは

ポートチャネル内のその他のメンバポートに切り替わります。

各ポートにはポートチャネルが 1つだけあります。ポートチャネル内のすべてのポートは互換
性がなければなりません。つまり、回線速度が同じで、全二重モードで動作する必要があります。

スタティックポートチャネルを LACPなしで稼働すると、個々のリンクがすべて onチャネル
モードで動作します。このモードを変更するには、LACPをイネーブルにする必要があります。

チャネルモードを、onから active、または onから passiveに変更することはできません。（注）

ポートチャネルインターフェイスを作成すると、ポートチャネルを直接作成できます。または

チャネルグループを作成して個別ポートをバンドルに集約させることができます。インターフェ

イスをチャネルグループに関連付けると、ポートチャネルがまだ存在していない場合は、対応す

るポートチャネルが Cisco NX-OSによって自動的に作成されます。最初にポートチャネルを作
成することもできます。このインスタンスで、Cisco NX-OSは、ポートチャネルと同じチャネル
番号で空のチャネルグループを作成し、デフォルトの設定を採用します。

少なくともメンバポートの 1つがアップしており、そのポートのステータスがチャネリング
であれば、ポートチャネルはアップしています。メンバポートがすべてダウンしていれば、

ポートチャネルはダウンしています。

（注）

   Cisco Nexus 6000 シリーズ NX-OS インターフェイスコンフィギュレーションガイドリリース 6.x
82 OL-27928-03-J  

ポートチャネルの設定

ポートチャネルの概要



ポートチャネルの設定に関する注意事項および制約事項

ポートチャネルは、グローバルコンフィギュレーションモードまたはスイッチプロファイル

モードの 2つの方法のいずれかで設定できます。ポートチャネルをCisco NX-OSの設定同期機能
で設定する場合は、次の注意事項および制約事項を考慮してください。

•ポートチャネルがスイッチプロファイルモードを使用して設定した後は、グローバルコン
フィギュレーション（config terminal）モードを使用して設定できません。

いくつかのポートチャネルサブコマンドは、スイッチプロファイルモード

で設定できません。これらのコマンドはグローバルコンフィギュレーション

モードで設定できます。ポートチャネルがスイッチプロファイルモードで作

成されて設定された場合も同様です。

たとえば、次のコマンドはグローバルコンフィギュレーションモードでだけ

設定できます。

switchport private-vlan association trunk primary-vlan secondary-vlan

（注）

• shutdownおよび no shutdownはグローバルコンフィギュレーションモードまたはスイッチ
プロファイルモードで設定できます。

•ポートチャネルがグローバルコンフィギュレーションモードで作成されている場合、メン
バインターフェイスを含むチャネルグループも、グローバルコンフィギュレーションモー

ドを使用して作成する必要があります。

•スイッチプロファイルモードで設定されたポートチャネルでは、スイッチプロファイルの
内側と外側の両方にメンバを持つ場合があります。

•スイッチプロファイルにメンバインターフェイスをインポートする場合は、メンバインター
フェイスと対応するポートチャネルもスイッチプロファイル内に存在する必要があります。

スイッチプロファイルの詳細については、『Cisco Nexus 6000 Series NX-OS System Management
Configuration Guide』を参照してください。

互換性要件

ポートチャネルグループにインターフェイスを追加すると、Cisco NX-OSは、特定のインター
フェイス属性をチェックし、そのインターフェイスがチャネルグループと互換性があることを確

認します。またCiscoNX-OSは、インターフェイスがポートチャネル集約に参加することを許可
する前に、そのインターフェイスの多数の動作属性もチェックします。

互換性チェックの対象となる動作属性は次のとおりです。

•ポートモード

•アクセス VLAN

Cisco Nexus 6000 シリーズ NX-OS インターフェイスコンフィギュレーションガイドリリース 6.x    
   OL-27928-03-J 83

ポートチャネルの設定

ポートチャネルの設定に関する注意事項および制約事項



•トランクネイティブ VLAN

•許可 VLANリスト

•速度

• 802.3xフロー制御設定

• MTU

Cisco Nexusデバイスは、システムレベルMTUだけをサポートします。この属性を個々の
ポートごとに変更できません。

•ブロードキャスト/ユニキャスト/マルチキャストストーム制御設定

•プライオリティフロー制御

•タグなし CoS

Cisco NX-OSで使用される互換性チェックの全リストを表示するには、show port-channel
compatibility-parametersコマンドを使用します。

チャネルモードセットを onに設定したインターフェイスだけをスタティックポートチャネルに
追加できます。また、チャネルモードを activeまたは passiveに設定したインターフェイスだけ
を、LACPを実行するポートチャネルに追加できます。これらの属性は個別のメンバポートに設
定できます。

インターフェイスがポートチャネルに参加すると、次の個々のパラメータは、ポートチャネルの

値に置き換えられます。

•帯域幅

• MACアドレス

• STP

インターフェイスがポートチャネルに参加しても、次に示すインターフェイスパラメータは影響

を受けません。

•説明

• CDP

• LACPポートプライオリティ

•デバウンス

channel-group forceコマンドを入力して、ポートのチャネルグループへの強制追加をイネーブル
にした後、次の 2つの状態が発生します。

•インターフェイスがポートチャネルに参加すると、次のパラメータは削除され、動作上ポー
トチャネルの値と置き換えられます。ただし、この変更は、インターフェイスの実行コン

フィギュレーションには反映されません

• QoS

•帯域幅
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•遅延

• STP

•サービスポリシー

• ACL

•インターフェイスがポートチャネルに参加するか脱退しても、次のパラメータは影響を受け
ません。

•ビーコン

•説明

• CDP

• LACPポートプライオリティ

•デバウンス

• UDLD

•シャットダウン

• SNMPトラップ

ポートチャネルを使ったロードバランシング

Cisco NX-OSは、ポートチャネルを構成するすべての動作中インターフェイス間でトラフィック
のロードバランスを実現します。フレーム内のアドレスから生成されたバイナリパターンの一部

を数値に圧縮変換し、それを使用してチャネル内の 1つのリンクを選択することによってロード
バランシングを行います。ポートチャネルはデフォルトでロードバランシングを備えています。

基本設定では、次の基準を使用してリンクを選択します。

•レイヤ 2フレームの場合は、送信元および宛先のMACアドレスを使用します。

•レイヤ3フレームの場合は、送信元および宛先のMACアドレスと送信元および宛先の Internet
Protocol（IP）アドレスを使用します。

•レイヤ 4フレームの場合は、送信元および宛先のMACアドレスと送信元および宛先の IPア
ドレスを使用します。

レイヤ 4フレームの場合、送信元ポートと宛先ポート番号を含めるオプショ
ンがあります。

（注）

次のいずれかの方法（詳細については次の表を参照）を使用してポートチャネル全体をロードバ

ランシングするようにスイッチを設定できます。
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•宛先MACアドレス

•送信元MACアドレス

•送信元および宛先MACアドレス

•宛先 IPアドレス

•送信元 IPアドレス

•送信元および宛先 IPアドレス

•宛先 Transmission Control Protocol（TCP）/User Datagram Protocol（UDP）ポート番号

•送信元 TCP/UDPポート番号

•送信元および宛先 TCP/UDPポート番号

表 3：ポートチャネルロードバランシング基準

レイヤ 4 基準レイヤ 3 基準レイヤ 2 基準設定

宛先MAC宛先MAC宛先MAC宛先MAC

送信元MAC送信元MAC送信元MAC送信元MAC

送信元/宛先MAC送信元/宛先MAC送信元/宛先MAC送信元/宛先MAC

宛先MAC、宛先 IP宛先MAC、宛先 IP宛先MAC宛先 IP

送信元MAC、送信元
IP

送信元MAC、送信元
IP

送信元MAC送信元 IP

送信元/宛先MAC、送
信元/宛先 IP

送信元/宛先MAC、送
信元/宛先 IP

送信元/宛先MAC送信元/宛先 IP

宛先MAC、宛先 IP、
宛先ポート

宛先MAC、宛先 IP宛先MAC宛先 TCP/UDPポート

送信元MAC、送信元
IP、送信元ポート

送信元MAC、送信元
IP

送信元MAC送信元 TCP/UDPポー
ト

送信元/宛先MAC、送
信元/宛先 IP、送信元/
宛先ポート

送信元/宛先MAC、送
信元/宛先 IP

送信元/宛先MAC送信元および宛先

TCP/UDPポート

ファブリックエクステンダは個別に設定できません。ファブリックエクステンダの設定は、Cisco
Nexusデバイスで定義されます。ポートチャネルロードバランシングプロトコルにおいて、Cisco
Nexusデバイスで実行された設定の結果に応じてファブリックエクステンダモジュール上で自動
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的に設定されるポートチャネルロードバランシングオプションについては下記の表を参照して

ください。

次の表に、各設定で使用する基準を示します。

表 4： Cisco Nexus 2232 および Cisco Nexus 2248 ファブリックエクステンダのポートチャネルロードバランシ
ング基準

レイヤ 4 基準レイヤ 3 基準レイヤ 2 基準設定

送信元/宛先MAC送信元/宛先MAC送信元/宛先MAC宛先MAC

送信元/宛先MAC送信元/宛先MAC送信元/宛先MAC送信元MAC

送信元/宛先MAC送信元/宛先MAC送信元/宛先MAC送信元/宛先MAC

送信元/宛先MACと送
信元/宛先 IP

送信元/宛先MACと送
信元/宛先 IP

送信元/宛先MAC宛先 IP

送信元/宛先MACと送
信元/宛先 IP

送信元/宛先MACと送
信元/宛先 IP

送信元/宛先MAC送信元 IP

送信元/宛先MACと送
信元/宛先 IP

送信元/宛先MACと送
信元/宛先 IP

送信元/宛先MAC送信元/宛先 IP

送信元/宛先MAC、送
信元/宛先 IP、および送
信元/宛先ポート

送信元/宛先MACと送
信元/宛先 IP

送信元/宛先MAC宛先 TCP/UDPポート

送信元/宛先MAC、送
信元/宛先 IP、および送
信元/宛先ポート

送信元/宛先MACと送
信元/宛先 IP

送信元/宛先MAC送信元 TCP/UDPポー
ト

送信元/宛先MAC、送
信元/宛先 IP、および送
信元/宛先ポート

送信元/宛先MAC、送
信元/宛先 IP

送信元/宛先MAC送信元および宛先

TCP/UDPポート

使用する設定で最多の種類のロードバランス条件を提供するオプションを使用してください。た

とえば、ポートチャネルのトラフィックが 1つのMACアドレスにだけ送られ、ポートチャネル
のロードバランシングの基準としてその宛先MACアドレスが使用されている場合、ポートチャ
ネルでは常にそのポートチャネルの同じリンクが選択されます。したがって、送信元アドレスま

たは IPアドレスを使用すると、結果的により優れたロードバランシングが得られることになりま
す。
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LACP の概要

LACP の概要

LACP機能を設定して使用する前に、LACP機能をイネーブルにする必要があります。（注）

次の図に、個別リンクをLACPポートチャネルおよびチャネルグループに組み込み、個別リンク
として機能させる方法を示します。

図 6：個別リンクをポートチャネルに組み込む

スタティックポートチャネルと同様に、LACPを使用すると、チャネルグループに最大 16のイ
ンターフェイスをバンドルできます。

ポートチャネルを削除すると、Cisco NX-OSは関連付けられたチャネルグループを自動的に
削除します。すべてのメンバインターフェイスは以前の設定に戻ります。

（注）

LACP設定が 1つでも存在する限り、LACPをディセーブルにはできません。

LACP ID パラメータ
LACPでは次のパラメータを使用します。

• LACPシステムプライオリティ：LACPを稼働している各システムは、LACPシステムプラ
イオリティ値を持っています。このパラメータのデフォルト値である 32768をそのまま使用
するか、1～ 65535の範囲で値を設定できます。 LACPは、このシステムプライオリティと
MACアドレスを組み合わせてシステム IDを生成します。また、システムプライオリティを
他のデバイスとのネゴシエーションにも使用します。システムプライオリティ値が大きい

ほど、プライオリティは低くなります。
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LACPシステム IDは、LACPシステムプライオリティ値とMACアドレスを組み合わせたもの
です。

（注）

• LACPポートプライオリティ：LACPを使用するように設定された各ポートには、LACPポー
トプライオリティが割り当てられます。デフォルト値である32768をそのまま使用するか、
1～ 65535の範囲で値を設定できます。 LACPはポートプライオリティとポート番号を使用
してポート IDを形成します。また、互換性のあるポートのうち一部を束ねることができな
い場合に、どのポートをスタンバイモードにし、どのポートをアクティブモードにするか

を決定するのに、ポートプライオリティを使用します。LACPでは、ポートプライオリティ
値が大きいほど、プライオリティは低くなります。指定ポートが、より低いLACPプライオ
リティを持ち、ホットスタンバイリンクではなくアクティブリンクとして選択される可能

性が最も高くなるように、ポートプライオリティを設定できます。

• LACP管理キー：LACPは、LACPを使用するように設定された各ポート上のチャネルグルー
プ番号に等しい管理キー値を自動的に設定します。管理キーは、他のポートと集約される

ポートの機能を定義します。他のポートと集約されるポート機能は、次の要因によって決ま

ります。

◦ポートの物理特性（データレート、デュプレックス機能、ポイントツーポイントまたは
共有メディアステートなど）

◦ユーザが作成した設定に関する制限事項

チャネルモード

ポートチャネルの個別インターフェイスは、チャネルモードで設定します。プロトコルを使用

せずにスタティックポートチャネルを実行すると、チャネルモードは常に onに設定されます。
デバイス上で LACPをグローバルにイネーブルにした後、各チャネルの LACPをイネーブルにし
ます。それには、各インターフェイスのチャネルモードを activeまたは passiveに設定します。
LACPチャネルグループを構成する個々のリンクについて、どちらかのチャネルモードを設定で
きます。

activeまたは passiveのチャネルモードで、個々のインターフェイスを設定するには、まず、
LACPをグローバルにイネーブルにする必要があります。

（注）

次の表に、各チャネルモードについて説明します。
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表 5：ポートチャネルの個別リンクのチャネルモード

説明チャネルモード

ポートをパッシブなネゴシエーション状態にす

るLACPモード。この状態では、ポートは受信
した LACPパケットに応答はしますが、LACP
ネゴシエーションを開始することはありませ

ん。

passive

LACPモード。ポートをアクティブネゴシエー
ションステートにします。ポートは LACPパ
ケットを送信して、他のポートとのネゴシエー

ションを開始します。

active

すべてのスタティックポートチャネル、つま

りLACPを稼働していないポートチャネルは、
このモードのままになります。LACPをイネー
ブルにする前にチャネルモードを activeまたは
passiveに変更しようとすると、デバイスがエ
ラーメッセージを返します。

チャネルでLACPをイネーブルにするには、そ
のチャネルのインターフェイスでチャネルモー

ドを activeまたは passiveに設定します。 LACP
は、on状態のインターフェイスとネゴシエート
する場合、LACPパケットを受信しないため、
そのインターフェイスと個別のリンクを形成し

ます。つまり、LACPチャネルグループには参
加しません。

on

passiveおよび activeの両モードでは、LACPは、ポート間でネゴシエートし、ポート速度やトラ
ンキングステートなどの基準に基づいて、ポートチャネルを形成可能かどうかを決定できます。

passiveモードは、リモートシステム、つまり、パートナーが、LACPをサポートしているかどう
かが不明な場合に便利です。

ポートは、異なる LACPモードであっても、それらのモード間で互換性があれば、LACPポート
チャネルを形成できます。次に、LACPポートチャネルのモードの組み合わせの例を示します。

• activeモードのポートは、activeモードの別のポートとともにポートチャネルを正しく形成
できます。

• activeモードのポートは、passiveモードの別のポートとともにポートチャネルを形成できま
す。

• passiveモードのポートは、どちらのポートもネゴシエーションを開始しないため、passive
モードの別のポートとともにポートチャネルを形成できません。
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• onモードのポートは LACPを実行していません。

LACP マーカーレスポンダ
ポートチャネルを使用すると、リンク障害またはロードバランシング動作によって、データト

ラフィックが動的に再配信されます。 LACPでは、マーカープロトコルを使用して、こうした再
配信によってフレームが重複したり順序が変わったりしないようにします。CiscoNX-OSは、マー
カーレスポンダだけをサポートしています。

LACP がイネーブルのポートチャネルとスタティックポートチャネルの相違点
次の表に、LACPがイネーブルのポートチャネルとスタティックポートチャネルの主な相違点の
簡単な概要を説明します。設定の最大制限値の詳細については、デバイスの『VerifiedScalability』
マニュアルを参照してください。

表 6：LACP がイネーブルのポートチャネルとスタティックポートチャネル

スタティックポートチャネルLACP がイネーブルのポート
チャネル

構成

該当なしグローバルにイネーブル化適用されるプロトコル

onモードのみ次のいずれか。

• Active

• Passive

リンクのチャネルモード

ポートチャネルの設定

デフォルト設定

表 7：デフォルトポートチャネルパラメータ

デフォルトパラメータ

管理アップポートチャネル

送信元および宛先 IPアドレスレイヤ3インターフェイスのロードバランシン
グ方式
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デフォルトパラメータ

送信元および宛先MACアドレスレイヤ2インターフェイスのロードバランシン
グ方式

ディセーブルモジュールごとのロードバランシング

ディセーブルRBHモジュロモード

ディセーブルLACP

onチャネルモード

32768LACPシステムプライオリティ

32678LACPポートプライオリティ

1LACP用最少リンク数

1FEXファブリックポートチャネル用最少リン
ク数

LACP ポートチャネル最少リンク数
ポートチャネルは、同様のポートを集約し、単一の管理可能なインターフェイスの帯域幅を増加

させます。

最少リンク数機能の導入により、LACPポートチャネルの操作をさらに改善し 1つの管理可能イ
ンターフェイスでの帯域幅を増やします。

LACPポートチャネルの最少リンク数機能は次の処理を実行します。

• LACPポートチャネルにリンクし、バンドルする必要があるポートの最小数を設定します。

•低帯域幅の LACPポートチャネルがアクティブにならないようにします。

•必要な最小帯域幅を提供する少数のアクティブメンバポートがある場合に、LACPポート
チャネルが非アクティブになります。

最少リンク数機能は、LACPポートチャネルだけで動作します。しかしデバイスでは非LACP
ポートチャネルでこの機能を設定できますが、機能は動作しません。

（注）
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ポートチャネルの作成

チャネルグループを作成する前に、ポートチャネルを作成します。 Cisco NX-OSは、対応する
チャネルグループを自動的に作成します。

LACPベースのポートチャネルが必要な場合は、LACPをイネーブルにする必要があります。（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure terminalステップ 1   

設定するポートチャネルインターフェイスを指

定し、インターフェイスコンフィギュレーション

switch(config)# interface
port-channel channel-number

ステップ 2   

モードを開始します。指定できる範囲は1～4096
です。チャネルグループがまだ存在していなけれ

ば、 Cisco NX-OSによって自動的に作成されま
す。

ポートチャネルを削除し、関連するチャネルグ

ループを削除します。

switch(config)# no interface
port-channel channel-number

ステップ 3   

次の例は、ポートチャネルの作成方法を示しています。

switch# configure terminal
switch (config)# interface port-channel 1

ポートチャネルへのポートの追加

新規のチャネルグループ、または他のポートがすでに属しているチャネルグループにポートを追

加できます。CiscoNX-OSでは、このチャネルグループに関連付けられたポートチャネルがなけ
れば作成されます。

LACPベースのポートチャネルが必要な場合は、LACPをイネーブルにする必要があります。（注）
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

チャネルグループに追加するインターフェイスを指

定し、インターフェイスコンフィギュレーション

モードを開始します。

switch(config)# interface type
slot/port

ステップ 2   

これが 10Gブレークアウトポートの場
合、slot/port構文は slot/QSFP-module/port
になります。

（注）

（任意）

トランクポートとしてインターフェイスを設定しま

す。

switch(config-if)# switchport
mode trunk

ステップ 3   

（任意）

トランクポートに必要なパラメータを設定します。

switch(config-if)# switchport
trunk {allowed vlan vlan-id |
native vlan vlan-id}

ステップ 4   

チャネルグループ内にポートを設定し、モードを設

定します。 channel-numberの指定できる範囲は 1～
switch(config-if)#
channel-group channel-number

ステップ 5   

4096です。CiscoNX-OSでは、このチャネルグルー
プに関連付けられたポートチャネルがなければ作成

されます。これはポートチャネルの暗黙的作成と

呼ばれます。

（任意）

チャネルグループからポートを削除します。チャ

ネルグループから削除されたポートは元の設定に戻

ります。

switch(config-if)# no
channel-group

ステップ 6   

次に、イーサネットインターフェイス 1/4をチャネルグループ 1に追加する例を示します。
switch# configure terminal
switch (config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# switchport mode trunk
switch(config-if)# channel-group 1

ポートチャネルを使ったロードバランシングの設定

デバイス全体に適用される、ポートチャネル用のロードバランシングアルゴリズムを設定できま

す。
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LACPベースのポートチャネルが必要な場合は、LACPをイネーブルにする必要があります。（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   

デバイスのロードバランシングアルゴリ

ズムを指定します。指定可能なアルゴリズ

switch(config)# port-channel
load-balance ethernet {[destination-ip |
destination-mac | destination-port |

ステップ 2   

ムはデバイスによって異なります。デフォ

ルトは source-dest-macです。source-dest-ip | source-dest-mac |
source-dest-port | source-ip | source-mac
| source-port] crc-poly}

（任意）

source-dest-macのデフォルトのロードバラ
ンシングアルゴリズムを復元します。

switch(config)# no port-channel
load-balance ethernet

ステップ 3   

（任意）

ポートチャネルロードバランシングアル

ゴリズムを表示します。

switch# show port-channel load-balanceステップ 4   

次に、ポートチャネルの送信元 IPロードバランシングを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch (config)# port-channel load-balance ethernet source-ip

マルチキャストトラフィックのハードウェアハッシュの設定

スイッチのいずれのポートにある入力マルチキャストトラフィックでも、デフォルトで、特定の

ポートチャネルメンバが選択され、トラフィックが出力されます。潜在的な帯域幅の問題を減

らし、入力マルチキャストトラフィックの効率的なロードバランシングを提供するために、マル

チキャストトラフィックにハードウェアハッシュを設定できます。ハードウェアハッシュをイ

ネーブルにするには、hardware multicast hw-hashコマンドを使用します。デフォルトに戻すに
は、no hardware multicast hw-hashコマンドを使用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   

Cisco Nexus 6000 シリーズ NX-OS インターフェイスコンフィギュレーションガイドリリース 6.x    
   OL-27928-03-J 95

ポートチャネルの設定

マルチキャストトラフィックのハードウェアハッシュの設定



目的コマンドまたはアクション

ポートチャネルを選択し、インターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch(config)# interface
port-channel channel-number

ステップ 2   

指定したポートチャネルにハードウェア

ハッシュを設定します。

switch(config-if)#hardwaremulticast
hw-hash

ステップ 3   

次に、ポートチャネルでハードウェアハッシュを設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch (config)# interface port-channel 21
switch(config-if)# hardware multicast hw-hash

次に、ポートチャネルからハードウェアハッシュを削除する例を示します。

switch# configure terminal
switch (config)# interface port-channel 21
switch(config-if)# no hardware multicast hw-hash

LACP のイネーブル化
LACPはデフォルトではディセーブルです。LACPの設定を開始するには、LACPをイネーブルに
する必要があります。 LACP設定が 1つでも存在する限り、LACPをディセーブルにはできませ
ん。

LACPは、LANポートグループの機能を動的に学習し、残りのLANポートに通知します。LACP
は、正確に一致しているイーサネットリンクを識別すると、これらのリンクを 1つのポートチャ
ネルとして容易にまとめます。次に、ポートチャネルは単一ブリッジポートとしてスパニング

ツリーに追加されます。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

スイッチ上で LACPをイネーブルにしま
す。

switch(config)# feature lacpステップ 2   

（任意）

イネーブルにされた機能を表示します。

switch(config)# show featureステップ 3   
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次に、LACPをイネーブルにする例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# feature lacp

ポートのチャネルモードの設定

LACPポートチャネルのそれぞれのリンクのチャネルモードを activeまたは passiveに設定できま
す。このチャネルコンフィギュレーションモードを使用すると、リンクは LACPで動作可能に
なります。

関連するプロトコルを使用せずにポートチャネルを設定すると、リンク両端のすべてのインター

フェイスは onチャネルモードを維持します。

はじめる前に

LACP機能がイネーブルになっていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアク

ション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure
terminal

ステッ

プ 1   

設定するインターフェイスを指定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

switch(config)# interface
type slot/port

ステッ

プ 2   

これが 10Gブレークアウトポートの場合、slot/port
構文は slot/QSFP-module/portになります。

（注）

ポートチャネルのリンクのポートモードを指定します。LACP
をイネーブルにしたら、各リンクまたはチャネル全体をactive
または passiveに設定します。

switch(config-if)#
channel-group
channel-number [force]
[mode {on | active |
passive}]

ステッ

プ 3   

force：LANポートをチャネルグループに強制的に追加するこ
とを指定します。

mode：インターフェイスのポートチャネルモードを指定しま
す。

active：LACPをイネーブルにすると、このコマンドは、指定
されたインターフェイスで LACPをイネーブルにすることを
指定します。インターフェイスはアクティブなネゴシエーショ

ン状態になります。この状態では、ポートは LACPパケット
を送信して他のポートとネゴシエーションを開始します。

on：（デフォルトモード）LACPを実行していないすべての
ポートチャネルがこのモードを維持することを指定します。
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目的コマンドまたはアク

ション

passive：LACPデバイスが検出された場合にだけ、LACPをイ
ネーブルにします。インターフェイスはパッシブなネゴシエー

ション状態になります。この状態では、ポートは受信した

LACPパケットに応答しますが、LACPネゴシエーションを開
始しません。

関連するプロトコルを使用せずにポートチャネルを実行する

場合、チャネルモードは常に onです。

指定インターフェイスのポートモードを onに戻しますswitch(config-if)# no
channel-group number
mode

ステッ

プ 4   

次に、チャネルグループ 5のイーサネットインターフェイス 1/4で、LACPがイネーブルなイン
ターフェイスを activeポートチャネルモードに設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch (config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# channel-group 5 mode active

次に、強制的にチャネルグループ 5にインターフェイスを追加する例を示します。
switch(config)# interface ethernet 1/1
switch(config-if)# channel-group 5 force
switch(config-if)#

LACP ポートチャネル最少リンク数の設定
LACP最少リンク数機能を設定できます。最少リンク数機能は LACPでのみ機能しますが、非
LACPポートチャネルに対してこの機能の CLIコマンドを入力することができます。しかし、こ
のコマンドは処理されません。

はじめる前に

正しいポートチャネルインターフェイスを使用していることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

switch# configure terminalステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

設定するインターフェイスを指定し、インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch(config)# interface
port-channel number

ステップ 2   

ポートチャネルインターフェイスを指定して、

最小リンクの数を設定し、インターフェイスコ

switch(config-if)# lacp min-links
number

ステップ 3   

ンフィギュレーションモードを開始します。指

定できる範囲は 1～ 16です。

（任意）

ポートチャネル最少リンク数コンフィギュレー

ションを表示します。

switch(config-if)# show
running-config interface
port-channel number

ステップ 4   

次に、LACPポートチャネル最少リンク数を設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface port-channel 3
switch(config-if)# lacp min-links 3
switch(config-if)# show running-config interface port-channel 3
interface port-channel 3
lacp min-links 3

LACP 高速タイマーレートの設定
LACPタイムアウト期間を変更するには、LACPタイマーレートを変更します。 LACPをサポー
トするインターフェイスに LACP制御パケットが送信されるレートを設定するには、lacp rateコ
マンドを使用します。デフォルトレート（30秒）から高速レート（1秒）にタイムアウトレー
トを変更できます。このコマンドは、LACP対応インターフェイスだけでサポートされます。

はじめる前に

LACP機能がイネーブルになっていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

設定するインターフェイスを指定します。インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch(config)# interface type
slot/port

ステップ 2   

これが10Gブレークアウトポートの場合、
slot/port構文は slot/QSFP-module/portにな
ります。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

LACPをサポートするインターフェイスに LACP制
御パケットが送信される高速レート（1秒）を設定
します。

switch(config-if)# lacp rate
fast

ステップ 3   

次に、イーサネットインターフェイス 1/4の LACP高速レートを設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# lacp rate fast

次に、イーサネットインターフェイス 1/4の LACPのデフォルトレート（30秒）を復元する例を
示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# no lacp rate fast

LACP のシステムプライオリティおよびシステム ID の設定
LACPシステム IDは、LACPシステムプライオリティ値とMACアドレスを組み合わせたもので
す。

はじめる前に

LACP機能がイネーブルになっていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure terminalステップ 1   

LACPで使用するシステムプライオリティを設
定します。指定できる範囲は 1～ 65535で、値

switch(config)# lacp
system-priority priority

ステップ 2   

が大きいほどプライオリティは低くなります。

デフォルト値は 32768です。

（任意）

LACPシステム識別子を表示します。
switch# show lacp
system-identifier

ステップ 3   

次に、LACPシステムプライオリティを 2500に設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# lacp system-priority 2500
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LACP ポートプライオリティの設定
ポートプライオリティに LACPポートチャネルの各リンクを設定できます。

はじめる前に

LACP機能がイネーブルになっていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

設定するインターフェイスを指定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config)# interface type
slot/port

ステップ 2   

これが10Gブレークアウトポートの場合、
slot/port構文は slot/QSFP-module/portにな
ります。

（注）

LACPで使用するポートプライオリティを設定しま
す。指定できる範囲は 1～ 65535で、値が大きいほ

switch(config-if)# lacp
port-priority priority

ステップ 3   

どプライオリティは低くなります。デフォルト値は

32768です。

次に、イーサネットインターフェイス 1/4の LACPポートプライオリティを 40000に設定する例
を示します。

switch# configure terminal
switch (config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# lacp port priority 40000

LACP グレースフルコンバージェンスのディセーブル化

はじめる前に

• LACP機能をイネーブルにします。

•ポートチャネルが管理上ダウン状態であることを確認します。

•正しい VDCを使用していることを確認します。正しい VDCに切り替えるには、switchto
vdcコマンドを入力します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

設定するポートチャネルインターフェイス

を指定し、インターフェイスコンフィギュ

レーションモードを開始します。

interface port-channel number

例：
switch(config)# interface
port-channel 1
switch(config) #

ステップ 2   

ポートチャネルを管理シャットダウンしま

す。

shutdown

例：
switch(config-if)# shutdown
switch(config-if) #

ステップ 3   

指定したポートチャネルのLACPグレース
フルコンバージェンスをディセーブルにし

ます。

no lacp graceful-convergence

例：
switch(config-if)# no lacp
graceful-convergence
switch(config-if) #

ステップ 4   

ポートチャネルを管理的にアップします。no shutdown

例：
switch(config-if)# no shutdown
switch(config-if) #

ステップ 5   

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コン

フィギュレーションをスタートアップコン

copy running-config startup-config

例：
switch(config-if)# copy
running-config startup-config

ステップ 6   

フィギュレーションにコピーして、変更を

永続的に保存します。

次に、ポートチャネルのLACPグレースフルコンバージェンスをディセーブルにする例を示しま
す。

switch# configure terminal
switch(config) # interface port-channel 1
switch(config-if) # shutdown
switch(config-if) # no lacp graceful-convergence
switch(config-if) # no shutdown
switch(config-if) #
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LACP グレースフルコンバージェンスの再イネーブル化

はじめる前に

• LACP機能をイネーブルにします。

•ポートチャネルが管理上ダウン状態であることを確認します。

•正しい VDCを使用していることを確認します。正しい VDCに切り替えるには、switchto
vdcコマンドを入力します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

設定するポートチャネルインターフェイス

を指定し、インターフェイスコンフィギュ

レーションモードを開始します。

interface port-channel number

例：
switch(config)# interface
port-channel 1
switch(config) #

ステップ 2   

ポートチャネルを管理シャットダウンしま

す。

shutdown

例：
switch(config-if)# shutdown
switch(config-if) #

ステップ 3   

指定したポートチャネルのLACPグレース
フルコンバージェンスをイネーブルにしま

す。

lacp graceful-convergence

例：
switch(config-if)# lacp
graceful-convergence
switch(config-if) #

ステップ 4   

ポートチャネルを管理的にアップします。no shutdown

例：
switch(config-if)# no shutdown
switch(config-if) #

ステップ 5   

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コン

フィギュレーションをスタートアップコン

copy running-config startup-config

例：
switch(config-if)# copy
running-config startup-config

ステップ 6   

フィギュレーションにコピーして、変更を

永続的に保存します。
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次に、ポートチャネルのLACPグレースフルコンバージェンスをディセーブルにする例を示しま
す。

switch# configure terminal
switch(config) # interface port-channel 1
switch(config-if) # shutdown
switch(config-if) # lacp graceful-convergence
switch(config-if) # no shutdown
switch(config-if) #

ポートチャネルの設定の確認
ポートチャネルの設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

目的コマンド

ポートチャネルインターフェイスのステータ

スを表示します。

switch# show interface port-channel
channel-number

イネーブルにされた機能を表示します。switch# show feature

システムで現在使用可能なリソースの数を表示

します。

switch# show resource

LACP情報を表示します。

これが 10Gブレークアウトポートの
場合、slot/port構文は
slot/QSFP-module/portになります。

（注）

switch# show lacp {counters | interface type
slot/port | neighbor | port-channel |
system-identifier}

ポートチャネルに追加するためにメンバポー

ト間で同じにするパラメータを表示します。

switch# show port-channel
compatibility-parameters

1つ以上のポートチャネルインターフェイスの
集約状態を表示します。

switch# show port-channel database [interface
port-channel channel-number]

ポートチャネルインターフェイスの概要を表

示します。

switch# show port-channel summary

ポートチャネルのトラフィック統計情報を表示

します。

switch# show port-channel traffic

使用済みおよび未使用のチャネル番号の範囲を

表示します。

switch# show port-channel usage

現在実行中のポートチャネル機能に関する情報

を表示します。

switch# show port-channel database
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目的コマンド

ポートチャネルを使用したロードバランシング

に関する情報を表示します。

switch# show port-channel load-balance

ロードバランシングの発信ポート ID の確認

コマンドのガイドライン

show port-channel load-balanceコマンドでは、特定のフレームがハッシュされるポートチャネル
のポートを確認することができます。正確な結果を得るためには、VLANと宛先MACを指定す
る必要があります。

ポートチャネルのポートが 1つだけの場合など、特定のトラフィックフローはハッシュ対象
ではありません。

（注）

ロードバランシングの発信ポート IDを表示するには、次の表に示すタスクの 1つを実行します。

目的コマンド

発信ポート IDを表示します。switch# show port-channel load-balance
forwarding-path interface port-channel
port-channel-id vlan vlan-id dst-ip src-ip dst-mac
src-mac l4-src-port port-id l4-dst-port port-id

例

次に、短い port-channel load-balanceコマンドの出力例を示します。

switch# show port-channel load-balance forwarding-path interface port-channel 10 vlan 1
dst-ip 1.225.225.225 src-ip 1.1.10.10 src-mac aa:bb:cc:dd:ee:ff
l4-src-port 0 l4-dst-port 1
Missing params will be substituted by 0's. Load-balance Algorithm on switch: source-dest-port
crc8_hash:204 Outgoing port id: Ethernet 1/1 Param(s) used to calculate load balance:
dst-port: 0
src-port: 0
dst-ip: 1.225.225.225
src-ip: 1.1.10.10
dst-mac: 0000.0000.0000
src-mac: aabb.ccdd.eeff
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ポートチャネル設定の機能履歴

表 8：ポートチャネル設定の機能履歴

機能情報リリース機能名

この機能が導入されました。6.0(2)N1(2)最少リンク数
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第 6 章

仮想ポートチャネルの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• vPCについて, 107 ページ

• VRFに関する注意事項と制約事項, 122 ページ

• vPCの設定, 123 ページ

• vPCピアスイッチの設定, 140 ページ

• vPC複合からのスイッチの分離と復元, 144 ページ

• vPC設定の確認, 145 ページ

• vPCの設定例, 151 ページ

• vPCのデフォルト設定, 155 ページ

vPC について

vPC の概要
仮想ポートチャネル（vPC）を使用すると、物理的には 2台の異なるCisco Nexusデバイスまたは
CiscoNexusファブリックエクステンダに接続されている複数のリンクを、第 3のデバイスからは
単一のポートチャネルとして認識されるようにすることができます（次の図を参照）。第 3のデ
バイスは、スイッチ、サーバ、またはその他の任意のネットワーキングデバイスです。 Cisco
Nexusファブリックエクステンダに接続された Cisco Nexusデバイスを含むトポロジ内に vPCを
設定できます。 vPCでは、マルチパスを提供できます。この機能では、ノード間の複数のパラレ
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ルパスをイネーブルにし、存在する代替パスでトラフィックのロードバランシングを行うことに

よって、冗長性が作成されます。

図 7：vPC のアーキテクチャ

EtherChannelの設定は、次のいずれかを使用して行います。

•プロトコルなし

•リンクアグリゲーション制御プロトコル（LACP）

vPCに EtherChannelを設定する場合（vPCピアリンクチャネルも含める）、各スイッチは、単一
の EtherChannel内に最大 16個のアクティブリンクを設定できます。ファブリックエクステンダ
で vPCを設定するとき、EtherChannel内で許可されているのは 1つのポートだけです。

vPCの機能を設定したり実行したりするには、まずvPC機能をイネーブルにする必要がありま
す。

（注）

vPC機能をイネーブルにするには、vPC機能を提供するように 2台の vPCピアスイッチに対して
vPCドメインでピアキープアライブリンクとピアリンクを作成する必要があります。

vPCピアリンクを作成する場合は、まず一方の Cisco Nexusデバイス上で、2つ以上の Ethernet
ポートを使用して EtherChannelを設定します。もう 1台のスイッチには、2つ以上のイーサネッ
トポートをまた使用して別の EtherChannelを設定します。これら 2つの EtherChannelを同時に接
続すると、vPCピアリンクが作成されます。

トランクとして vPCピアリンク EtherChannelを設定することを推奨します。（注）

vPCドメインには、両方の vPCピアデバイス、vPCピアキープアライブリンク、vPCピアリン
ク、および vPCドメイン内にあってダウンストリームデバイスに接続されているすべての
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EtherChannelが含まれます。各 vPCピアデバイスに設定できる vPCドメイン IDは、1つだけで
す。

常にすべての vPCデバイスを両方の vPCピアデバイスに、EtherChannelを使用して接続しま
す。

（注）

vPCには次の利点があります。

•単一のデバイスが 2つのアップストリームデバイスを介して 1つの EtherChannelを使用する
ことを可能にします。

•スパニングツリープロトコル（STP）のブロックポートをなくします。

•ループフリーなトポロジを提供します。

•利用可能なすべてのアップリンク帯域幅を使用します。

•リンクまたはスイッチに障害が発生した場合に高速なコンバージェンスを提供します。

•リンクレベルの復元力を提供します。

•ハイアベイラビリティを保証します。

用語

vPC の用語
vPCで使用される用語は、次のとおりです。

• vPC：vPCピアデバイスとダウンストリームデバイスの間の結合された EtherChannel。

• vPCピアデバイス：vPCピアリンクと呼ばれる特殊なEtherChannelで接続されている一対の
デバイスの 1つ。

• vPCピアリンク：vPCピアデバイス間の状態を同期するために使用されるリンク。

• vPCメンバポート：vPCに属するインターフェイス。

•ホスト vPCポート：vPCに属するファブリックエクステンダホストインターフェイス。

• vPCドメイン：このドメインには、両方の vPCピアデバイス、vPCピアキープアライブリ
ンク、vPC内にあってダウンストリームデバイスに接続されているすべてのポートチャネル
が含まれます。また、このドメインは、vPCグローバルパラメータを割り当てるために使用
する必要があるコンフィギュレーションモードに関連付けられています。 vPCドメイン ID
は両方のスイッチで同じである必要があります。

• vPCピアキープアライブリンク：ピアキープアライブリンクでは、vPCピア Cisco Nexusデ
バイスの稼働力のモニタリングが行われます。ピアキープアライブリンクは、vPCピアデ
バイス間での設定可能なキープアライブメッセージの定期的な送信を行います。
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vPCピアキープアライブリンク上を移動するデータまたは同期トラフィックはありません。
このリンクを流れるトラフィックは、送信元スイッチが稼働しており、vPCを実行している
ことを知らせるメッセージだけです。

ファブリックエクステンダの用語

Cisco Nexusファブリックエクステンダで使用される用語は、次のとおりです。

•ファブリックインターフェイス：ファブリックエクステンダから親スイッチへの接続専用
の 10ギガビットイーサネットアップリンクポート。ファブリックインターフェイスは他
の目的には使用できません。親スイッチに直接接続する必要があります。

• EtherChannelファブリックインターフェイス：ファブリックエクステンダから親スイッチへ
の EtherChannelアップリンク接続。この接続は、単一論理チャネルにバンドルされている
ファブリックインターフェイスで構成されます。

•ホストインターフェイス：サーバまたはホスト接続用のイーサネットインターフェイス。
これらのポートは、ファブリックエクステンダのモデルに応じて、1ギガビットイーサネッ
トインターフェイスまたは 10ギガビットイーサネットインターフェイスです。

• EtherChannelホストインターフェイス：ファブリックエクステンダホストインターフェイ
スからのサーバポートへの EtherChannelダウンリンク接続。

EtherChannelホストインターフェイスは 1個のホストインターフェイスだけ
で構成され、リンクアグリゲーション制御プロトコル（LACP）または非LACP
EtherChannelとして設定できます。

（注）

サポートされている vPC トポロジ

Cisco Nexus デバイスの vPC トポロジ
vPC内の Cisco Nexusデバイスのペアを、別のスイッチまたはサーバに直接接続できます。 vPC
ピアスイッチは同じタイプである必要があります。たとえば、CiscoNexusデバイスのペアを接続
できます。最大で 8台インターフェイスを各 Cisco Nexusデバイスに接続でき、その vPCペアに
バンドルされた16台のインターフェイスを提供します。次の図に示したトポロジは、10ギガビッ
トイーサネットアップリンクインターフェイスまたは 1ギガビットイーサネットアップリンク
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インターフェイスにより接続された 2台のスイッチまたはサーバに対して vPC機能を実現したも
のです。

図 8：スイッチ間の vPC トポロジ

CiscoNexusデバイスのペアに接続されたスイッチは、任意の標準ベースのイーサネットスイッチ
です。この設定を使用する共通環境には、CiscoNexusデバイスのペアに接続されているデュアル
スイッチを使用するブレードシャーシが含まれます。これは、vPCまたはUnifiedComputingSystems
を介して Cisco Nexusデバイスのペアに接続されます。

シングルホーム接続ファブリックエクステンダ vPC トポロジ
図のように、CiscoNexusデバイスに接続されたCiscoNexusファブリックエクステンダのペアに、
vPCで設定された 2つまたは 4つまたはそれ以上のネットワークアダプタを持つサーバを接続で
きます。 FEXモデルによっては、各ファブリックエクステンダに 1つ以上のネットワークアダ
プタインターフェイスを接続できる場合があります。次の図はその具体例として、Cisco Nexus
2148Tファブリックエクステンダを使用して構成したトポロジを示したものです。サーバから各
ファブリックエクステンダへのリンクはそれぞれ 1つだけです。CiscoNexus 2248TPまたはCisco
Nexus2232PPファブリックエクステンダを含むトポロジは、サーバから単一のファブリックエク
ステンダへのより多くのリンクから構成できます。
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次の図に示すトポロジでは、1ギガビットイーサネットアップリンクインターフェイスを使用す
るデュアルホーム接続されたサーバに vPC機能を提供します。

図 9：シングルホーム接続ファブリックエクステンダ vPC トポロジ

Cisco Nexusデバイスは、このトポロジで最大 12台の設定済みシングルホームファブリックエク
ステンダ（576ポート）をサポートできますが、この構成による vPCでは 480 576台のデュアル
ホーム接続されたホストサーバだけを設定することかできます。

CiscoNexus2148Tファブリックエクステンダでは、そのホストインターフェイスのEtherChannel
はサポートされません。このため、各リンクが別のファブリックエクステンダに接続された

サーバからの EtherChannelでは、最大 2つのリンクが設定できます。

（注）

デュアルホーム接続ファブリックエクステンダ vPC トポロジ
CiscoNexusファブリックエクステンダを、アップストリームにある 2台のCiscoNexusデバイス、
およびダウンストリームにある複数のシングルホームサーバに接続することができます。次の
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図に示すトポロジでは、1ギガビットイーサネットアップリンクインターフェイスを使用する単
一接続されたサーバに vPC機能を提供します。

図 10：デュアルホーム接続ファブリックエクステンダ vPC トポロジ

Cisco Nexusデバイスは、このトポロジで最大 12台の設定済みデュアルホーム接続されたファブ
リックエクステンダをサポートできます。最大 576のシングルホーム接続サーバがこの設定に接
続できます。

vPC ドメイン
vPCドメインを作成するには、まず各 vPCピアスイッチ上で、1～ 1000の値を使用して vPCド
メイン IDを作成しなければなりません。この IDは、一連の vPCピアデバイス上で同じである
必要があります。

EtherChannelおよび vPCピアリンクは、LACPを使用するかプロトコルなしで設定できます。可
能な場合、ピアリンクで LACPを使用することを推奨します。これは、LACPが EtherChannelの
設定の不一致に対する設定チェックを提供するためです。

vPCピアスイッチは、設定された vPCドメイン IDを使用して、一意の vPCシステムMACアド
レスを自動的に割り当てます。各 vPCドメインが、特定の vPC関連操作に一意の IDとして使用
される一意のMACアドレスを持ちます。ただし、スイッチは vPCシステムMACアドレスを
LACPなどのリンクスコープでの操作にだけ使用します。連続したネットワーク内の各 vPCドメ
インを、一意のドメイン IDで作成することを推奨します。CiscoNX-OSソフトウェアにアドレス
を割り当てさせるのではなく、vPCドメインに特定のMACアドレスを設定することもできます。

vPCピアスイッチは、設定された vPCドメイン IDを使用して、一意の vPCシステムMACアド
レスを自動的に割り当てます。スイッチは LACPまたはBPDUなど、リンクスコープ操作のため
だけに vPCシステムMACアドレスを使用します。 vPCドメインに特定のMACアドレスを設定
することもできます。

シスコでは、両方のピアに同じ vPCドメイン IDを設定し、ドメイン IDをネットワークで一意に
することを推奨します。たとえば、2つの異なる vPC（1つがアクセスで 1つが集約）がある場
合は、各 vPCには、一意のドメイン IDがある必要があります。

vPCドメインを作成した後は、Cisco NX-OSソフトウェアによって vPCドメインのシステムプラ
イオリティが作成されます。 vPCドメインに特定のシステムプライオリティを手動で設定するこ
ともできます。
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システムプライオリティを手動で設定する場合は、必ず両方の vPCピアスイッチ上で同じプ
ライオリティ値を割り当てる必要があります。 vPCピアスイッチ同士が異なるシステムプラ
イオリティ値を持っていると、vPCは稼働しません。

（注）

ピアキープアライブリンクとメッセージ

Cisco NX-OSソフトウェアは、vPCピア間でピアキープアライブリンクを使用して、設定可能な
キープアライブメッセージを定期的に送信します。これらのメッセージを送信するには、ピア

スイッチ間にレイヤ 3接続がなくてはなりません。ピアキープアライブリンクが有効になって稼
働していないと、システムは vPCピアリンクを稼働させることができません。

片方のvPCピアスイッチに障害が発生したら、vPCピアリンクの他方の側にあるvPCピアスイッ
チは、ピアキープアライブメッセージを受信しないことによってその障害を感知します。 vPCピ
アキープアライブメッセージのデフォルトの時間間隔は 1秒です。間隔には 400ミリ秒～ 10秒
を設定できます。タイムアウト値は、3～ 20秒の範囲内で設定可能で、デフォルトのタイムアウ
ト値は5秒です。ピアキープアライブのステータスは、ピアリンクがダウンした場合にだけチェッ
クされます。

vPCピアキープアライブは、Cisco Nexusデバイス上の管理 VRFでもデフォルトの VRFでも伝送
できます。管理 VRFを使用するようにスイッチを設定するとき、キープアライブメッセージの
送信元および宛先は、mgmt 0インターフェイス IPアドレスです。デフォルト VRFを使用するよ
うにスイッチを設定するとき、vPCピアキープアライブメッセージの送信元アドレスおよび宛先
アドレスとして機能するようにSVIを作成する必要があります。ピアキープアライブメッセージ
に使用される送信元 IPアドレスと宛先 IPアドレスの両方が、ネットワーク上で一意であり、そ
れらの IPアドレスがその vPCピアキープアライブリンクに関連付けられている VRFから到達で
きることを確認します。

Cisco Nexusデバイスの vPCピアキープアライブリンクは、管理 VRFで mgmt 0インターフェ
イスを使用して実行されるように設定することが推奨されます。デフォルト VRFを設定する
ときは、vPCピアキープアライブメッセージを伝送するために vPCピアリンクが使用されて
いないことを確認してください。

（注）

vPC ピアリンクの互換パラメータ
多くの設定パラメータおよび動作パラメータが、vPC内のすべてのインターフェイスで同じでな
ければなりません。 vPC機能をイネーブルにし、両方の vPCピアスイッチでピアリンクを設定
した後で、Cisco Fabric Services（CFS）メッセージは、ローカル vPCピアスイッチ設定の設定の
コピーをリモート vPCピアスイッチに提供します。これにより、システムが 2つのスイッチ上
で異なっている重要な設定パラメータがないか調べます。

   Cisco Nexus 6000 シリーズ NX-OS インターフェイスコンフィギュレーションガイドリリース 6.x
114 OL-27928-03-J  

仮想ポートチャネルの設定

ピアキープアライブリンクとメッセージ



vPC内のすべてのインターフェイスで設定されている値を表示するには、show vpc
consistency-parametersコマンドを入力します。表示される設定は、vPCピアリンクおよび vPC
の稼働を制限する可能性のある設定だけです。

vPCの互換性チェックプロセスは、正規の EtherChannelの互換性チェックとは異なります。

同じでなければならない設定パラメータ

ここで示す設定パラメータは、vPCピアリンクの両端にある両方のスイッチで同一に設定する必
要があります。

vPC内のすべてのインターフェイスで、ここに示す動作パラメータおよび設定パラメータの値
が同じになっていることを確認してください。

vPC内のすべてのインターフェイスで設定されている値を表示するには、show vpc
consistency-parametersコマンドを入力します。表示される設定は、vPCピアリンクおよび
vPCの稼働を制限する可能性のある設定だけです。

（注）

vPCインターフェイスのこれらのパラメータは、スイッチによって自動的に互換性がチェックさ
れます。インターフェイスごとのパラメータは、インターフェイスごとに一貫性を保っていなけ

ればならず、グローバルパラメータはグローバルに一貫性を保っていなければなりません。

•ポートチャネルモード：on、off、active

•チャネルごとのリンク速度

•チャネルごとのデュプレックスモード

•チャネルごとのトランクモード：

◦ネイティブ VLAN

◦トランク上の許可 VLAN

◦ネイティブ VLANトラフィックのタギング

•スパニングツリープロトコル（STP）モード

•マルチスパニングツリー（MST）の STPリージョンコンフィギュレーション

• VLANごとのイネーブルまたはディセーブルステート

• STPグローバル設定：

◦ Bridge Assurance設定

◦ポートタイプの設定：標準ポートとしてすべての vPCインターフェイスを設定するこ
とを推奨します

◦ループガード設定

• STPインターフェイス設定：
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ポートタイプ設定◦

◦ループガード

◦ルートガード

•ファブリックエクステンダ vPCトポロジでは、前述のすべてのインターフェイスレベルの
パラメータは、両方のスイッチからホストインターフェイスに同じように設定する必要があ

ります。

• EtherChannelファブリックインターフェイスで設定されたファブリックエクステンダ FEX
番号で、ファブリックエクステンダ vPCトポロジ用です。

これらのパラメータのいずれかがイネーブルになっていなかったり、片方のスイッチでしか定義

されていないと、vPCの整合性検査ではそのパラメータは無視されます。

どのvPCインターフェイスもサスペンドモードになっていないことを確認するには、showvpc
briefコマンドおよび show vpc consistency-parametersコマンドを入力して、syslogメッセージ
をチェックします。

（注）

同じにすべき設定パラメータ

次に挙げるパラメータのすべてが両方の vPCピアスイッチ上で同じように設定されていないと、
誤設定が原因でトラフィックフローに望ましくない動作が発生する可能性があります。

• MACエージングタイマー

•スタティックMACエントリ

• VLANインターフェイス：vPCピアリンクエンドにある各スイッチの VLANインターフェ
イスが両エンドで同じVLAN用に設定されていなければならず、さらに同じ管理モードで同
じ動作モードになっていなければなりません。ピアリンクの片方のスイッチだけで設定さ

れている VLANは、vPCまたはピアリンクを使用してトラフィックを通過させることはし
ません。すべての VLANをプライマリ vPCスイッチとセカンダリ vPCスイッチの両方で作
成する必要があります。そうしないと、VLANは停止します。

•プライベート VLAN設定

• ACLのすべての設定とパラメータ

• Quality of Service（QoS）の設定とパラメータ：ローカルパラメータ、グローバルパラメー
タは同じでなければなりません。

• STPインターフェイス設定：

◦ BPDUフィルタ

◦ BPDUガード

◦コスト
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◦リンクタイプ

◦プライオリティ

◦ VLAN（Rapid PVST+）

すべての設定パラメータで互換性が取れていることを確認するために、vPCの設定が終わったら、
各 vPCピアスイッチの設定を表示してみることを推奨します。

グレースフルタイプ 1 チェック
整合性検査で不整合が検出された場合、セカンダリ vPCスイッチ上でのみ vPCがダウン状態にな
ります。VLANはプライマリスイッチでアップのままで、タイプ 1の設定は、トラフィックの中
断なしで実行できます。この機能は、グローバルな、またインターフェイス固有のタイプ 1不整
合の場合の両方で使用されます。

この機能は、デュアルアクティブFEXポートではイネーブルになりません。タイプ 1の不一致が
発生した場合、VLANは両方のスイッチのこれらのポートで中断されます。

VLAN ごとの整合性検査
Cisco NX-OS Release 5.0(2)N2(1)以降、一部のタイプ 1整合性検査は、スパニングツリーが VLAN
でイネーブルまたはディセーブルにされるときにVLANごとに行われます。整合性検査に合格し
ない VLANは、プライマリスイッチおよびセカンダリスイッチの両方でダウンにされますが、
その他の VLANは影響を受けません。

vPC 自動リカバリ
Cisco NX-OS Release 5.0(2)N2(1)以降、vPC自動リカバリ機能は、次のシナリオの vPCリンクを再
びイネーブルにします。

両方の vPCピアスイッチをリロードし、1つだけのスイッチをリブートすると、自動リカバリに
よってスイッチがプライマリスイッチのロールを負い、vPCリンクが所定の期間後に稼働できる
ようになります。このシナリオのリロード遅延時間は 240～ 3600秒の範囲で指定します。

次に、ピアリンク障害によってセカンダリ vPCスイッチで vPCがディセーブルになり、その後プ
ライマリ vPCスイッチに障害が発生するかトラフィックを転送できない場合、セカンダリスイッ
チが vPCを再度イネーブルにします。このシナリオでは、vPCは 3回連続してキープアライブに
失敗するまで待機してから、vPCリンクを回復します。

vPC自動リカバリ機能は、デフォルトでディセーブルです。

vPC ピアリンク
vPCピアリンクは、vPCピアデバイス間の状態を同期するために使用されるリンクです。
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vPCピアリンクを設定するよりも前にピアキープアライブリンクを設定する必要があります。
そうしないと、ピアリンクは稼働しません。

（注）

vPC ピアリンクの概要
vPCピアとして持てるのは 2台のスイッチだけです。各スイッチが、他方の 1つの vPCピアに対
してだけ vPCピアとして機能します。 vPCピアスイッチは、他のスイッチに対する非 vPCリン
クも持つことができます。

有効な設定を作成するには、各スイッチで EtherChannelを設定してから、vPCドメインを設定し
ます。ピアリンクとして、各スイッチの EtherChannelを割り当てます。 vPCピアリンクのイン
ターフェイスのいずれかに障害が発生した場合に、スイッチが自動的にピアリンク内の他方のイ

ンターフェイスを使用するようにフォールバックするため、冗長性のために少なくとも 2つの専
用ポートを EtherChannelに設定することを推奨します。

トランクモードの EtherChannelを設定することを推奨します。（注）

多くの動作パラメータおよび設定パラメータが、vPCピアリンクによって接続されている各ス
イッチで同じでなければなりません。各スイッチが管理プレーンから完全に独立しているため、

スイッチが重要なパラメータについて互換性があることを管理者が確認する必要があります。vPC
ピアスイッチは、独立したコントロールプレーンを持っています。 vPCピアリンクを設定し終
えたら、各 vPCピアスイッチの設定を表示して、設定に互換性があることを確認します。

vPCピアリンクによって接続されている 2つのスイッチが、特定の同じ動作パラメータおよ
び設定パラメータを持っていることを確認する必要があります。

（注）

vPCピアリンクを設定する場合、vPCピアスイッチは接続されたスイッチの 1つがプライマリス
イッチであり、もう 1つの接続されたスイッチがセカンダリスイッチであることをネゴシエート
します。デフォルトでは、Cisco NX-OSソフトウェアが最小のMACアドレスを使用してプライ
マリスイッチを選択します。特定のフェールオーバー条件の下でだけ、ソフトウェアが各スイッ

チ（つまり、プライマリスイッチおよびセカンダリスイッチ）に対して異なるアクションを実行

します。プライマリスイッチに障害が発生した場合は、このセカンダリスイッチがシステム回

復時に動作可能なプライマリスイッチになり、元のプライマリスイッチがセカンダリスイッチ

になります。

どの vPCスイッチがプライマリスイッチになるのかも設定できます。 1つの vPCスイッチをプラ
イマリスイッチにするために再度ロールプライオリティを設定するには、プライマリとセカンダ

リの両方の vPCスイッチに適切な値でロールプライオリティを設定し、両方のスイッチの vPCピ
アリンクである EtherChannelを shutdownコマンドを入力してシャットダウンします。次に、no
shutdownコマンドを入力して両方のスイッチの EtherChannelを再度イネーブルにします。

vPCリンクに学習されたMACアドレスは、ピア間でも同期されます。
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設定情報は、Cisco Fabric Services over Ethernet（CFSoE）プロトコルを使用して vPCピアリンク
間を流れます。両方のスイッチ上で設定されているこれらの VLANのMACアドレスはすべて、
vPCピアスイッチ間で同期されています。この同期に、CFSoEが使用されます

vPCピアリンクに障害が発生した場合は、ソフトウェアが、両方のスイッチが稼働していること
を確認するための vPCピアスイッチ間のリンクであるピアキープアライブリンクを使用して、
リモート vPCピアスイッチのステータスをチェックします。 vPCピアスイッチが稼働している
場合は、セカンダリ vPCスイッチはスイッチのすべての vPCポートをディセーブルにします。そ
の後、データは、EtherChannelの残っているアクティブなリンクに転送されます。

ソフトウェアは、ピアキープアライブリンクを介したキープアライブメッセージが返されない場

合に、vPCピアスイッチに障害が発生したことを学習します。

vPCピアスイッチ間の設定可能なキープアライブメッセージの送信には、別のリンク（vPCピア
キープアライブリンク）を使用します。vPCピアキープアライブリンク上のキープアライブメッ
セージから、障害が vPCピアリンク上でだけ発生したのか、vPCピアスイッチ上で発生したのか
がわかります。キープアライブメッセージは、ピアリンク内のすべてのリンクで障害が発生し

た場合にだけ使用されます。

vPC 番号
vPCドメイン IDと vPCピアリンクを作成し終えたら、ダウンストリームスイッチを各 vPCピア
スイッチに接続するためのEtherChannelを作成します。つまり、ダウンストリームスイッチ上に
単一の EtherChannelを作成し、プライマリ vPCピアスイッチにポートの半分を、セカンダリピ
アスイッチにポートの残り半分を使用します。

各 vPCピアスイッチでは、ダウンストリームスイッチに接続する EtherChannelに同じ vPC番号
を割り当てます。 vPCの作成時にトラフィックが中断されることはほとんどありません。設定を
簡素化するために、各 EtherChannelに対して EtherChannel自体と同じである vPC ID番号を割り当
てられます（つまり、EtherChannel 10に対して vPC ID 10）。

vPCピアスイッチからダウンストリームスイッチに接続されている EtherChannelに割り当て
る vPC番号は、両方の vPCスイッチで同じでなければなりません。

（注）

その他の機能との vPC の相互作用

vPC と LACP
リンクアグリゲーション制御プロトコル（LACP）は、vPCの LACPアグリゲーショングループ
（LAG）IDを形成するために、vPCドメインのシステムMACアドレスを使用します。

ダウンストリームスイッチからのチャネルも含めて、すべての vPC EtherChannel上の LACPを使
用できます。 LACPは、vPCピアスイッチの各 EtherChannel上のインターフェイスのアクティブ
モードで設定することを推奨します。この設定により、スイッチ、単一方向リンク、およびマル
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チホップ接続の間の互換性をより簡単に検出できるようになり、実行時の変更およびリンク障害

に対してダイナミックな応答が可能になります。

vPCピアリンクは、16の EtherChannelインターフェイスをサポートします。

システムプライオリティを手動で設定する場合は、必ず両方の vPCピアスイッチ上で同じプ
ライオリティ値を割り当てる必要があります。 vPCピアスイッチ同士が異なるシステムプラ
イオリティ値を持っていると、vPCは稼働しません。

（注）

vPC ピアリンクと STP
最初に vPC機能を起動したときに、STPが再収束します。 STPは、vPCピアリンクを特殊なリン
クとして扱い、常に vPCピアリンクを STPのアクティブトポロジに含めます。

すべての vPCピアリンクインターフェイスを STPネットワークポートタイプに設定して、すべ
てのvPCリンク上でBridgeAssuranceが自動的にイネーブルになるようにすることを推奨します。
また、vPCピアリンク上では STP拡張機能を一切イネーブルにしないことも推奨します。

パラメータのリストは、vPCピアリンクの両サイドの vPCピアスイッチ上で同じになるように設
定する必要があります。

STPは分散しています。つまり、このプロトコルは、両方の vPCピアスイッチ上で実行され続け
ます。ただし、プライマリスイッチとして選択されている vPCピアスイッチ上での設定が、セ
カンダリ vPCピアスイッチ上の vPCインターフェイスの STPプロセスを制御します。

プライマリ vPCスイッチは、Cisco Fabric Services over Ethernet（CFSoE）を使用して、vPCセカン
ダリピアスイッチ上の STPの状態を同期させます。

vPCマネージャが、vPCピアスイッチ間で、プライマリスイッチとセカンダリスイッチを設定し
て 2つのスイッチを STP用に調整する提案/ハンドシェイク合意を実行します。次に、プライマ
リ vPCピアスイッチが、プライマリスイッチとセカンダリスイッチの両方の vPCインターフェ
イスの STPプロトコルの制御を行います。

ブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）は、指定ブリッジ IDフィールドで、STPブリッ
ジ IDの vPCに設定されているMACアドレスを使用します。 vPCプライマリスイッチが、vPC
インターフェイス上でこれらの BPDUを送信します。

vPCピアリンクの両側での設定を表示して、設定が同じであることを確認してください。vPC
に関する情報を表示するには、show spanning-treeコマンドを使用します。

（注）

vPC と ARP
vPCピア全体でのテーブルの同期は、Cisco Fabric Services over Ethernet（CFSoE）プロトコルの信
頼性の高い転送メカニズムを使用して、Cisco NX-OSで管理されます。 vPCピア間でアドレス
テーブルのより高速なコンバージェンスをサポートするには、iparpsynchronizeコマンドをイネー
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ブルにする必要があります。このコンバージェンスは、ピアリンクポートチャネルがフラップ

したとき、またはvPCピアがオンラインに戻ったときのARPテーブルの復元に関連する遅延を回
避することを目的にしています。

パフォーマンスを向上するためにARP同期機能をオンにすることを推奨します。デフォルトでは
イネーブルに設定されていません。

ARP同期がイネーブルかどうかを確認するには、次のコマンドを入力します。
switch# show running

ARP同期をイネーブルにするには、次のコマンドを入力します。
switch(config-vpc-domain) # ip arp synchronize

CFSoE
Cisco Fabric Services over Ethernet（CFSoE）は、vPCピアデバイスのアクションを同期化するため
に使用する信頼性の高い状態転送メカニズムです。 CFSoEは、vPCにリンクされている、STP、
IGMPなどの多くの機能のメッセージとパケットを伝送します。情報は、CFS/CFSoEプロトコル
データユニット（PDU）に入れて伝送されます。

CFSoEは、vPC機能をイネーブルにすると、デバイスによって自動的にイネーブルになります。
何も設定する必要はありません。 vPCの CFSoE分散には、IPを介してまたは CFSリージョンに
分散する機能は必要ありません。CFSoE機能がvPC上で正常に機能するために必要な設定は一切
ありません。

showmac address-tableコマンドを使用すれば、CFSoEが vPCピアリンクのために同期するMAC
アドレスを表示できます。

no cfs eth distributeコマンドまたは no cfs distributeコマンドを入力しないでください。CFSoE
は、vPC機能に対してイネーブルにする必要があります。vPCをイネーブルにしてこれらのコ
マンドのいずれかを入力すると、エラーメッセージがシステムによって表示されます。

（注）

show cfs applicationコマンドを入力すると、出力に「Physical-eth」と表示されます。これは、
CFSoEを使用しているアプリケーションを示します。

vPC ピアスイッチ
vPCピアスイッチ機能は、STPコンバージェンスに関するパフォーマンス上の問題に対処します。
この機能により、Cisco Nexusデバイスのペアをレイヤ 2トポロジ内に 1つの STPルートとして表
示できます。この機能は、STPルートを vPCプライマリスイッチに固定する必要性をなくし、
vPCプライマリスイッチに障害が発生した場合の vPCコンバージェンスを向上させます。

ループを回避するために、vPCピアリンクは STP計算からは除外されます。 vPCピアスイッチ
モードでは、ダウンストリームスイッチでの STP BPDUタイムアウトに関連した問題（この問題
は、トラフィックの中断につながります）を避けるために、STP BPDUが両方の vPCピアデバイ
スから送信されます。

この機能は、すべてのデバイス vPCに属する純粋なピアスイッチトポロジで使用できます。
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ピアスイッチ機能は、vPCを使用するネットワークでサポートされ、STPベースの冗長性はサ
ポートされません。ハイブリッドピアスイッチ設定で vPCピアリンクに障害が発生すると、
トラフィックが失われる場合があります。このシナリオでは、vPCピアは同じ STPルート ID
や同じブリッジ IDを使用します。アクセススイッチのトラフィックは 2つに別れ、その半分
が最初の vPCピアに、残りの半分が 2番目の vPCピアに転送されます。ピアリンクに障害が
発生すると、北南のトラフィックに影響はありませんが、東西のトラフィックが失われます

（ブラックホール化されます）。

（注）

STP拡張機能とRapidPVST+の詳細については、ご使用のデバイスの『Layer2SwitchingConfiguration
Guide』を参照してください。

VRF に関する注意事項と制約事項
vPCには、次の注意事項と制約事項があります。

• vPCピアリンクおよび vPCインターフェイスを設定する場合は、あらかじめ vPC機能をイ
ネーブルにしておく必要があります。

•システムにおいて vPCピアリンクを構成するためには、その前にピアキープアライブリン
クを設定しておく必要があります。

• vPCピアリンクは、少なくとも 2つの 10ギガビットイーサネットインターフェイスを使用
して構成する必要があります。

• vPC内の Cisco Nexus 6000シリーズスイッチのペアを、別のスイッチまたはサーバに直接接
続できます。 vPCピアスイッチは同じタイプであることが必要です。たとえば、Nexus 6000
シリーズスイッチ同士を接続することはできますが、vPCトポロジにおいてCiscoNexus5500
シリーズスイッチを Cisco Nexus 6000シリーズスイッチに接続することはできません。

• vPCに使用できるのは、ポートチャネルのみです。 vPCは、通常のポートチャネル上（ス
イッチ間vPCトポロジ）、ポートチャネルのファブリックインターフェイス上（ファブリッ
クエクステンダのvPCトポロジ）、およびポートチャネルのホストインターフェイス上（ホ
ストインターフェイスの vPCトポロジ）で設定できます。

•ファブリックエクステンダは、ホストインターフェイスの vPCトポロジのメンバになるこ
ともファブリックエクステンダのvPCトポロジのメンバになることも可能ですが、同時に両
方のメンバになることはできません。

•両側の vPCピアスイッチを設定する必要があります。ただし vPCピアデバイス間で設定が
自動的に同期化されることはありません。

•必要な設定パラメータが、vPCピアリンクの両側で互換性を保っているかチェックしてくだ
さい。

• vPCの設定中に、最小限のトラフィックの中断が発生する可能性があります。

• vPC内の LACPを使用するポートチャネルはすべて、アクティブモードのインターフェイ
スで設定することが推奨されます。
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• peer-switchコマンドが設定され、vPCキープアライブメッセージが管理インターフェイスの
代わりに SVIを介して交換されている場合、追加のスパニングツリープロトコル（STP）コ
ンフィギュレーションが必要です。vPCピア間のキープアライブトラフィックを伝送する専
用リンクで STPをディセーブルにする必要があります。専用リンクの両端に STPBPDUfilter
を設定することで、専用リンク上で STPをディセーブルにできます。 vPCキープアライブ
SVIのVLANを相互接続専用リンクでのみ許可し、その他のすべてのリンク（ピアリンクを
含む）では禁止することを推奨します。

•ルータと vPCピアに接続された Cisco Nexus 6000シリーズスイッチは、接続されているルー
タとの OSPF関連付けを作成しますが、vPCピアとは作成しません。この状況は、非 vPC
VLANが vPCピア間の別のトランクに存在する場合に発生します。非 vPC VLANが vPCピ
アリンクにある場合、OSPFは、両方の vPCピアのように動作します。この状況は、
peer-gatewayがイネーブルの場合のみです。

vPC の設定

vPC のイネーブル化
vPCを設定して使用するには、その前に vPC機能をイネーブルにしなければなりません。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   

スイッチで vPCをイネーブルにします。switch(config)# feature vpcステップ 2   

（任意）

スイッチ上でイネーブルになっている機能を

表示します。

switch# show featureステップ 3   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタート

アップコンフィギュレーションにコピーしま

す。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 4   

次の例は、vPC機能をイネーブルにする方法を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# feature vpc
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vPC のディセーブル化
vPC機能をディセーブルにできます。

vPC機能をディセーブルにすると、CiscoNexusデバイスがすべてのvPC設定をクリアします。（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   

スイッチの vPCをディセーブルにします。switch(config)# no feature vpcステップ 2   

（任意）

スイッチ上でイネーブルになっている機能を

表示します。

switch# show featureステップ 3   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタート

アップコンフィギュレーションにコピーしま

す。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 4   

次の例は、vPC機能をディセーブルにする方法を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# no feature vpc

vPC ドメインの作成
両方の vPCピアデバイスで、同じ vPCドメイン IDを作成する必要があります。このドメイン
IDは、vPCシステムMACアドレスを自動的に形成するために使用されます。

はじめる前に

vPC機能をイネーブルにしていることを確認します。

次の手順に従って、vPCピアリンクの両側に両方のスイッチを設定する必要があります。
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手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure terminalステップ 1   

スイッチで vPCドメインを作成し、vpc-domainコン
フィギュレーションモードを開始します。デフォル

ト domain-idはありません。範囲は 1～ 1000です。

switch(config)# vpc domain
domain-id

ステップ 2   

既存のvPCドメインのvpc-domainコンフィ
ギュレーションモードを開始するには、

vpc domainコマンドも使用できます。

（注）

（任意）

各 vPCドメインに関する要約情報を表示します。
switch# show vpc briefステップ 3   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 4   

次に、vPCドメインを作成する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# vpc domain 5

vPC キープアライブリンクと vPC キープアライブメッセージの設定
キープアライブメッセージを伝送するピアキープアライブリンクの宛先 IPを設定できます。必
要に応じて、キープアライブメッセージのその他のパラメータも設定できます。

Cisco NX-OSソフトウェアは、vPCピア間でピアキープアライブリンクを使用して、設定可能な
キープアライブメッセージを定期的に送信します。これらのメッセージを送信するには、ピア

デバイス間にレイヤ 3接続が必要です。ピアキープアライブリンクが起動および動作していない
と、システムは vPCピアリンクを開始できません。

ピアキープアライブメッセージに使用される送信元 IPアドレスと宛先の IPアドレスの両方が、
ネットワーク内で一意であることを確認してください。また、vPCピアキープアライブリンクに
関連付けられているVirtual Routing and Forwarding（VRF;仮想ルーティングおよび転送）から、こ
れらの IPアドレスが到達可能であることを確認してください。
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vPCピアキープアライブリンクを使用する際は、個別の VRFインスタンスを設定して、各
vPCピアスイッチからそのVRFにレイヤ 3ポートを接続することを推奨します。ピアリンク
自体を使用して vPCピアキープアライブメッセージを送信しないでください。VRFの作成と
設定については、ご使用のデバイスの『Unicast RoutingConfigurationGuide』を参照してくださ
い。

（注）

はじめる前に

vPC機能をイネーブルにしていることを確認します。

システムで vPCピアリンクを形成できるようにするには、まず vPCピアキープアライブリンク
を設定する必要があります。

次の手順に従って、vPCピアリンクの両側に両方のスイッチを設定する必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   

スイッチの vPCドメインがまだない場合は
作成し、vpc-domainコンフィギュレーション
モードを開始します。

switch(config)# vpc domain domain-idステップ 2   

vPCピアキープアライブリンクのリモート
エンドの IPv4アドレスを設定します。

switch(config-vpc-domain)#
peer-keepalive destination ipaddress
[hold-timeout secs | interval msecs

ステップ 3   

vPCピアキープアライブリンクを
設定するまでは、vPCピアリンク
はシステムによって形成されませ

ん。

（注）

管理ポートと VRFがデフォルトです。

{timeout secs} | precedence {prec-value
| network | internet | critical |
flash-override | flash | immediate
priority | routine} | tos {tos-value |
max-reliability |max-throughput |
min-delay |min-monetary-cost | normal}
| tos-byte tos-byte-value} | source
ipaddress | vrf {name |management
vpc-keepalive}]

（任意）

vPCピアキープアライブリンクを使用する
際は、個別のVRFインスタンスを設定して、

switch(config-vpc-domain)# vpc
peer-keepalive destination ipaddress
source ipaddress

ステップ 4   

各 vPCピアデバイスからそのVRFにレイヤ
3ポートを接続します。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

キープアライブメッセージのコンフィギュ

レーションに関する情報を表示します。

switch# show vpc peer-keepaliveステップ 5   

（任意）

実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 6   

次に、vPCピアキープアライブリンクの宛先 IPアドレスを設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# vpc domain 5
switch(config-vpc-domain)# peer-keepalive destination 10.10.10.42

次に、プライマリとセカンダリの vPCデバイス間でピアキープアライブリンク接続を設定する
例を示します。

switch(config)# vpc domain 100
switch(config-vpc-domain)# peer-keepalive destination 192.168.2.2 source 192.168.2.1
Note:--------:: Management VRF will be used as the default VRF ::--------
switch(config-vpc-domain)#

次に、vPCキープアライブリンクに vpc_keepaliveという名前の別の VRFを作成し、その新しい
VRFを確認する例を示します。

次に、vPCキープアライブリンクに vpc_keepaliveという名前の別の VRFを作成し、その新しい
VRFを確認する例を示します。

vrf context vpc_keepalive
interface Ethernet1/31
switchport access vlan 123

interface Vlan123
vrf member vpc_keepalive
ip address 123.1.1.2/30
no shutdown

vpc domain 1
peer-keepalive destination 123.1.1.1 source 123.1.1.2 vrf

vpc_keepalive

L3-NEXUS-2# sh vpc peer-keepalive

vPC keep-alive status : peer is alive
--Peer is alive for : (154477) seconds, (908) msec
--Send status : Success
--Last send at : 2011.01.14 19:02:50 100 ms
--Sent on interface : Vlan123
--Receive status : Success
--Last receive at : 2011.01.14 19:02:50 103 ms
--Received on interface : Vlan123
--Last update from peer : (0) seconds, (524) msec

vPC Keep-alive parameters
--Destination : 123.1.1.1
--Keepalive interval : 1000 msec
--Keepalive timeout : 5 seconds
--Keepalive hold timeout : 3 seconds
--Keepalive vrf : vpc_keepalive
--Keepalive udp port : 3200
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--Keepalive tos : 192

The services provided by the switch , such as ping, ssh, telnet,
radius, are VRF aware. The VRF name need to be configured or
specified in order for the correct routing table to be used.
L3-NEXUS-2# ping 123.1.1.1 vrf vpc_keepalive
PING 123.1.1.1 (123.1.1.1): 56 data bytes
64 bytes from 123.1.1.1: icmp_seq=0 ttl=254 time=3.234 ms
64 bytes from 123.1.1.1: icmp_seq=1 ttl=254 time=4.931 ms
64 bytes from 123.1.1.1: icmp_seq=2 ttl=254 time=4.965 ms
64 bytes from 123.1.1.1: icmp_seq=3 ttl=254 time=4.971 ms
64 bytes from 123.1.1.1: icmp_seq=4 ttl=254 time=4.915 ms

--- 123.1.1.1 ping statistics ---
5 packets transmitted, 5 packets received, 0.00% packet loss
round-trip min/avg/max = 3.234/4.603/4.971 ms

vPC ピアリンクの作成
vPCピアリンクを作成するには、指定した vPCドメインのピアリンクとするEtherChannelを各ス
イッチ上で指定します。冗長性を確保するため、トランクモードで vPCピアリンクとして指定
する EtherChannelを設定し、各 vPCピアスイッチで個別のモジュールの 2つのポートを使用する
ことを推奨します。

はじめる前に

vPC機能をイネーブルにしていることを確認します。

次の手順に従って、vPCピアリンクの両側に両方のスイッチを設定する必要があります

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure terminalステップ 1   

このスイッチの vPCピアリンクとして使用する
EtherChannelを選択し、インターフェイスコン
フィギュレーションモードを開始します。

switch(config)# interface
port-channel channel-number

ステップ 2   

選択した EtherChannelを vPCピアリンクとして
設定し、vpc-domainコンフィギュレーションモー
ドを開始します。

switch(config-if)# vpc peer-linkステップ 3   

（任意）

vPCピアリンクに関する情報など、各 vPCの情
報を表示します。

switch# show vpc briefステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 5   
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次の例は、vPCピアリンクを設定する方法を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface port-channel 20
switch(config-if)# vpc peer-link

設定の互換性チェック

両方の vPCピアスイッチ上の vPCピアリンクを設定した後に、すべての vPCインターフェイス
で設定が一貫していることをチェックします。

Cisco NX-OS Release 5.0(2)N1(1)以降、次のQoSパラメータはタイプ 2整合性検査をサポート
します。

（注）

•ネットワーク QoS：[MTU]および [Pause]

•入力キューイング：[Bandwidth]および [Absolute Priority]

•出力キューイング：[Bandwidth]および [Absolute Priority]

タイプ 2の不一致の場合、vPCは一時停止されません。タイプ 1の不一致は、vPCを一時停止し
ます。

デフォルト設定パラメータ

すべてのvPCインターフェイス全体で一貫して
いる必要があるパラメータのステータスを表示

します。

switch# show vpc consistency-parameters {global
| interface port-channel channel-number}

次の例は、すべての vPCインターフェイスの間で必須設定の互換性が保たれているかチェックす
る方法を示します。
switch# show vpc consistency-parameters global

Legend:
Type 1 : vPC will be suspended in case of mismatch

Name Type Local Value Peer Value

------------- ---- ---------------------- -----------------------
QoS 2 ([], [], [], [], [], ([], [], [], [], [],

[]) [])

Network QoS (MTU) 2 (1538, 0, 0, 0, 0, 0) (1538, 0, 0, 0, 0, 0)
Network Qos (Pause) 2 (F, F, F, F, F, F) (1538, 0, 0, 0, 0, 0)
Input Queuing (Bandwidth) 2 (100, 0, 0, 0, 0, 0) (100, 0, 0, 0, 0, 0)
Input Queuing (Absolute 2 (F, F, F, F, F, F) (100, 0, 0, 0, 0, 0)
Priority)
Output Queuing (Bandwidth) 2 (100, 0, 0, 0, 0, 0) (100, 0, 0, 0, 0, 0)
Output Queuing (Absolute 2 (F, F, F, F, F, F) (100, 0, 0, 0, 0, 0)
Priority)
STP Mode 1 Rapid-PVST Rapid-PVST
STP Disabled 1 None None
STP MST Region Name 1 "" ""
STP MST Region Revision 1 0 0
STP MST Region Instance to 1
VLAN Mapping

STP Loopguard 1 Disabled Disabled
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STP Bridge Assurance 1 Enabled Enabled
STP Port Type, Edge 1 Normal, Disabled, Normal, Disabled,
BPDUFilter, Edge BPDUGuard Disabled Disabled
STP MST Simulate PVST 1 Enabled Enabled
Allowed VLANs - 1,624 1
Local suspended VLANs - 624 -
switch#

次に、必要な設定が EtherChannelインターフェイスと互換性があることをチェックする例を示し
ます。

switch# show vpc consistency-parameters interface port-channel 20

Legend:
Type 1 : vPC will be suspended in case of mismatch

Name Type Local Value Peer Value
------------- ---- ---------------------- -----------------------
Fex id 1 20 20
STP Port Type 1 Default Default
STP Port Guard 1 None None
STP MST Simulate PVST 1 Default Default
mode 1 on on
Speed 1 10 Gb/s 10 Gb/s
Duplex 1 full full
Port Mode 1 fex-fabric fex-fabric
Shut Lan 1 No No
Allowed VLANs - 1,3-3967,4048-4093 1-3967,4048-4093

vPC 自動リカバリのイネーブル化

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   

既存の vPCドメインの vpc-domainコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

switch(config)# vpc domain
domain-id

ステップ 2   

自動リカバリ機能をイネーブルにし、リロー

ド遅延期間を設定します。デフォルトはディ

セーブルです。

switch(config-vpc-domain)#
auto-recovery reload-delay delay

ステップ 3   

次に、vPCドメイン 10の自動リカバリ機能をイネーブルにし、240秒の遅延期間を設定する例を
示します。

switch(config)# vpc domain 10
switch(config-vpc-domain)# auto-recovery reload-delay 240
Warning:
Enables restoring of vPCs in a peer-detached state after reload, will wait for 240 seconds
(by default) to determine if peer is un-reachable

次に、vPCドメイン 10の自動リカバリ機能のステータスを表示する例を示します。
switch(config-vpc-domain)# show running-config vpc
!Command: show running-config vpc
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!Time: Tue Dec 7 02:38:44 2010

version 5.0(2)N2(1)

feature vpc
vpc domain 10
peer-keepalive destination 10.193.51.170
auto-recovery

復元遅延時間の設定

Cisco NX-OS Release 5.0(3)N1(1)以降では、ピアの隣接が形成され、VLANインターフェイスが
バックアップされるまで、vPCの再稼働を遅らせるように復元タイマーをは設定できます。この
機能により、vPCが再びトラフィックの受け渡しをしはじめる前にルーティングテーブルが収束
できなかった場合のパケットのドロップを回避できます。

はじめる前に

vPC機能をイネーブルにしていることを確認します。

次の手順に従って、vPCピアリンクの両側に両方のスイッチを設定する必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure terminalステップ 1   

スイッチの vPCドメインがまだない場合は作成
し、vpc-domainコンフィギュレーションモードを
開始します。

switch(config)# vpc domain
domain-id

ステップ 2   

vPCが復元されるまでの遅延時間を設定します。switch(config-vpc-domain)#
delay restore time

ステップ 3   

復元時間は、復元された vPCピアデバイスの起
動を遅らせる秒数です。有効な範囲は 1～ 3600
です。デフォルトは 30秒です。

（任意）

実行コンフィギュレーションをスタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 4   

次に、vPCリンクにリロードの遅延時間を設定する例を示します。
switch(config)# vpc domain 1
switch(config-vpc-domain)# delay restore 10
switch(config-vpc-domain)#
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vPC ピアリンク障害時のシャットダウンからの VLAN インターフェイ
スの除外

vPCピアリンクが失われた場合、vPCセカンダリスイッチがその vPCメンバポートとその SVI
インターフェイスを一時停止します。すべてのレイヤ 3転送は vPCセカンダリスイッチ上のす
べてのVLANでディセーブルになります。特定のSVIインターフェイスを除外して、一時停止さ
れないようにできます。

はじめる前に

VLANインターフェイスが設定されていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure terminalステップ 1   

スイッチの vPCドメインがまだない場合は作成
し、vpc-domainコンフィギュレーションモードを
開始します。

switch(config)# vpc domain
domain-id

ステップ 2   

vPCピアリンクが失われた場合に、アップのまま
にする必要があるVLANインターフェイスを指定
します。

switch(config-vpc-domain))#
dual-active exclude
interface-vlan range

ステップ 3   

range：シャットダウンから除外する VLANイン
ターフェイスの範囲。範囲は 1～ 4094です。

次に、ピアリンクに障害が発生した場合に、vPCピアスイッチの VLAN 10インターフェイスを
アップのままにする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# vpc domain 5
switch(config-vpc-domain)# dual-active exclude interface-vlan 10
switch(config-vpc-domain)#

VRF 名の設定
ping、ssh、telnet、radiusなどのスイッチサービスは、VRFを認識します。正しいルーティング
テーブルが使用されるようにするために、VRF名を設定する必要があります。

VRF名を指定できます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

使用する仮想ルーティングおよび転送（VRF）を
指定します。VRF名は最大32文字で、大文字と
小文字が区別されます。

switch# ping ipaddress vrf vrf-nameステップ 1   

次に、vpc_keepaliveという名前の VRFを指定する例を示します。
switch# ping 123.1.1.1 vrf vpc_keepalive
PING 123.1.1.1 (123.1.1.1): 56 data bytes
64 bytes from 123.1.1.1: icmp_seq=0 ttl=254 time=3.234 ms
64 bytes from 123.1.1.1: icmp_seq=1 ttl=254 time=4.931 ms
64 bytes from 123.1.1.1: icmp_seq=2 ttl=254 time=4.965 ms
64 bytes from 123.1.1.1: icmp_seq=3 ttl=254 time=4.971 ms
64 bytes from 123.1.1.1: icmp_seq=4 ttl=254 time=4.915 ms

--- 123.1.1.1 ping statistics ---
5 packets transmitted, 5 packets received, 0.00% packet loss
round-trip min/avg/max = 3.234/4.603/4.971 ms

vPC への VRF インスタンスのバインド
vPCに VRFインスタンスをバインドできます。 VRFごとに 1つの予約済み VLANが必要です。
このコマンドを使用しないと、非 vPC VLANのレシーバおよびレイヤ 3インターフェイスに接続
されているレシーバがマルチキャストトラフィックを受信しない可能性があります。非vPCVLAN
は、ピアリンクにトランクされない VLANです。

はじめる前に

スイッチで使用されているインターフェイスを表示するには、show interfaces briefコマンドを使
用します。 vPCに VRFをバインドするには、使用されていない VLANを使用する必要がありま
す。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure terminalステップ 1   

VRFインスタンスを vPCにバインドし、vPC
にバインドする VLANを指定します。 VLAN

switch(config)# vpc bind-vrf
vrf-name vlan vlan-id

ステップ 2   

IDの範囲は 1～ 3967および 4049～ 4093で
す。

次に、VLAN 2を使用してデフォルトの VRFに vPCをバインドする例を示します。
switch(config)# vpc bind-vrf default vlan vlan2
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vPC トポロジのセカンダリスイッチの孤立ポートの一時停止
vPCセカンダリピアリンクがダウンするときに、非仮想ポートチャネル（vPC）ポートを一時停
止できます。孤立ポートとも呼ばれる非 vPCポートは、vPCの一部ではないポートです。

ポートが孤立ポートとして設定されると、そのポートはフラップします。これは、孤立ポー

トの制約を考慮して、そのポートをアップにできるかどうかをシステムが再評価するために発

生します。たとえば、MCTはアップにする必要があるため、選択を完了する必要があります。

（注）

はじめる前に

vPC機能をイネーブルにします。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

設定するポートを指定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

switch(config)# interface
ethernet slot/port

ステップ 2   

これが 10Gブレークアウトポートの場
合、slot/port構文は slot/QSFP-module/port
になります。

（注）

セカンダリスイッチがダウンすると、指定したポー

トは一時停止されます。

switch(config-if)# vpc
orphan-port suspend

ステップ 3   

vpc-orphan-port suspendコマンドは、物
理ポート上でのみサポートされます。

（注）

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

switch(config-if)# exitステップ 4   

（任意）

孤立ポート設定を表示します。

switch# show vpc orphan-portステップ 5   

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュ

レーションをスタートアップコンフィギュレーショ

ンにコピーして、変更を永続的に保存します。

switch(config-if)# copy
running-config startup-config

ステップ 6   
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次に、孤立ポートを一時停止する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet ½0
switch(config-if)# vpc orphan-port suspend

次に、vPCの一部ではないが、vPCの一部であるポートと同じ VLANを共有するポートを表示す
る例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# show vpc orphan-ports
Note:
--------::Going through port database. Please be patient.::--------
VLAN Orphan Ports
------- -------------------------
1 Po600
2 Po600
3 Po600
4 Po600
5 Po600
6 Po600
7 Po600
8 Po600
9 Po600
10 Po600
11 Po600
12 Po600
13 Po600
14 Po600
...

EtherChannel ホストインターフェイスの作成
CiscoNexusファブリックエクステンダからダウンストリームサーバに接続するには、EtherChannel
ホストインターフェイスを作成します。EtherChannelホストインターフェイスは、ファブリック
エクステンダモデルによってはメンバとして 1つのホストインターフェイスだけを保持できま
す。 Cisco Nexus 2148Tでは、ファブリックエクステンダごとに 1つのインターフェイスメンバ
だけが許可され、より新しいファブリックエクステンダでは、単一のファブリックエクステンダ

上で同じポートチャネルの最大 8のメンバが許可されています。 EtherChannelホストインター
フェイスを作成して、ファブリックエクステンダトポロジを使用するそれの上に vPCを設定す
る必要があります。

はじめる前に

vPC機能をイネーブルにしていることを確認します。

接続されているファブリックエクステンダがオンラインであることを確認します。

次の手順に従って、vPCピアリンクの両側に両方のスイッチを設定する必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

switch# configure terminalステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

設定するインターフェイスを指定し、インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch(config)# interface ethernet
chassis/slot/port

ステップ 2   

これが 10Gブレークアウトポートの場
合、slot/port構文は
slot/QSFP-module/portになります。

（注）

選択されたホストインターフェイスの

EtherChannelホストインターフェイスを作成しま
す。

switch(config-if)# channel-group
channel-numbermode {active |
passive | on}

ステップ 3   

（任意）

各 EtherChannelホストインターフェイスに関す
る情報を表示します。

switch(config-if)# show
port-channel summary

ステップ 4   

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュ

レーションをスタートアップコンフィギュレー

switch(config-if)# copy
running-config startup-config

ステップ 5   

ションにコピーして、変更を永続的に保存しま

す。

次に、EtherChannelホストインターフェイスを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 101/1/20
switch(config-if)# channel-group 7 mode active

他のポートチャネルの vPC への移行

はじめる前に

vPC機能をイネーブルにしていることを確認します。

次の手順に従って、vPCピアリンクの両側に両方のスイッチを設定する必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

コンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure
terminal

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

ダウンストリームスイッチに接続するためにvPCに入れ
るポートチャネルを選択し、インターフェイスコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

switch(config)# interface
port-channel
channel-number

ステップ 2   

通常のポートチャネル（物理的な vPCトポロ
ジ）、ポートチャネルファブリックインター

フェイス（ファブリックエクステンダ vPCト
ポロジ）、およびポートチャネルホストイン

ターフェイス（ホストインターフェイス vPC
トポロジ）で vPCを設定できます。

（注）

選択したポートチャネルをvPCに入れてダウンストリー
ムスイッチに接続するように設定します。指定できる範

囲は 1～ 4096です。

switch(config-if)# vpc
number

ステップ 3   

vPCピアスイッチからダウンストリームスイッチに接続
されているポートチャネルに割り当てるvPCnumberは、
両方のvPCピアスイッチで同一である必要があります。

（任意）

各 vPCに関する情報を表示します。
switch# show vpc briefステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションをスタートアップコンフィ

ギュレーションにコピーします。

switch# copy
running-config
startup-config

ステップ 5   

次の例は、ダウンストリームデバイスに接続されるポートチャネルを設定する方法を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface port-channel 20
switch(config-if)# vpc 5

vPC ドメイン MAC アドレスの手動での設定

system-macの設定は、オプションの設定手順です。ここでは、必要な場合にそれを設定する
方法について説明します。

（注）

はじめる前に

vPC機能をイネーブルにしていることを確認します。

次の手順に従って、vPCピアリンクの両側に両方のスイッチを設定する必要があります。
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手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure terminalステップ 1   

スイッチの既存の vPCドメインを選択するか、
新しい vPCドメインを作成し、vpc-domainコン

switch(config)# vpc domain
domain-id

ステップ 2   

フィギュレーションモードを開始します。デフォ

ルト domain-idはありません。範囲は 1～ 1000で
す。

指定した vPCドメインに割り当てるMACアドレ
スを aaaa.bbbb.ccccの形式で入力します。

switch(config-vpc-domain)#
system-mac mac-address

ステップ 3   

（任意）

vPCシステムMACアドレスを表示します。
switch# show vpc roleステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

次に、vPCドメインMACアドレスを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# vpc domain 5
switch(config-if)# system-mac 23fb.4ab5.4c4e

システムプライオリティの手動での設定

vPCドメインを作成すると、vPCシステムプライオリティが自動的に作成されます。ただし、
vPCドメインのシステムプライオリティは手動で設定することもできます。

はじめる前に

vPC機能をイネーブルにしていることを確認します。

次の手順に従って、vPCピアリンクの両側に両方のスイッチを設定する必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure terminalステップ 1   

スイッチの既存の vPCドメインを選択するか、新
しい vPCドメインを作成し、vpc-domainコンフィ

switch(config)# vpc domain
domain-id

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

ギュレーションモードを開始します。デフォルト

domain-idはありません。範囲は 1～ 1000です。

指定した vPCドメインに割り当てるシステムプラ
イオリティを入力します。指定できる値の範囲は、

1～ 65535です。デフォルト値は 32667です。

switch(config-vpc-domain)#
system-priority priority

ステップ 3   

（任意）

vPCピアリンクに関する情報など、各 vPCの情報
を表示します。

switch# show vpc briefステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

次の例は、vPCピアリンクを設定する方法を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# vpc domain 5
switch(config-if)# system-priority 4000

vPC ピアスイッチロールの手動での設定
デフォルトでは、vPCドメインおよび vPCピアリンクの両側を設定した後、Cisco NX-OSソフト
ウェアによってプライマリおよびセカンダリ vPCピアスイッチが選択されます。ただし、vPCの
プライマリスイッチとして、特定の vPCピアスイッチを選択することもできます。その場合、
プライマリスイッチにする vPCピアスイッチに、他の vPCピアスイッチより小さいロール値を
手動で設定します。

vPCはロールのプリエンプションをサポートしていません。プライマリ vPCピアスイッチに障害
が発生すると、セカンダリ vPCピアスイッチが、vPCプライマリスイッチの機能を引き継ぎま
す。ただし、以前のプライマリ vPCが再稼働しても、機能のロールは元に戻りません。

はじめる前に

vPC機能をイネーブルにしていることを確認します。

次の手順に従って、vPCピアリンクの両側に両方のスイッチを設定する必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure terminalステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

スイッチの既存の vPCドメインを選択するか、新
しい vPCドメインを作成し、vpc-domainコンフィ

switch(config)# vpc domain
domain-id

ステップ 2   

ギュレーションモードを開始します。デフォルト

domain-idはありません。範囲は 1～ 1000です。

vPCシステムプライオリティに割り当てるロール
プライオリティを入力します。指定できる値の範

switch(config-vpc-domain)#
role priority priority

ステップ 3   

囲は、1～ 65535です。デフォルト値は 32667で
す。

（任意）

vPCピアリンクに関する情報など、各 vPCの情報
を表示します。

switch# show vpc briefステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

次の例は、vPCピアリンクを設定する方法を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# vpc domain 5
switch(config-if)# role priority 4000

vPC ピアスイッチの設定

純粋な vPC ピアスイッチトポロジの設定
純粋な vPCピアスイッチトポロジを設定するには、peer-switchコマンドを使用し、次に可能な
範囲内で最高の（最も小さい）スパニングツリーブリッジプライオリティ値を設定します。

スパニングツリープライオリティに適用する値は、両方の vPCピアで同一である必要があり
ます。

（注）

はじめる前に

vPC機能をイネーブルにしていることを確認します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

設定する vPCドメインの番号を入力します。
vpc-domainコンフィギュレーションモードを開始し
ます。

switch(config)# vpc domain
domain-id

ステップ 2   

vPCスイッチペアがレイヤ 2トポロジ内で 1つの
STPルートとして現れるようにします。

switch(config-vpc-domain)#
peer-switch

ステップ 3   

ピアスイッチ vPCトポロジをディセーブルにする
には、このコマンドの no形式を使用します。

VLANのブリッジプライオリティを設定します。
有効な値は、4096の倍数です。デフォルト値は
32768です。

switch(config-vpc-domain)#
spanning-tree vlan vlan-range
priority value

ステップ 4   

この値は、両方の vPCピアで同一である
必要があります。

（注）

vpc-domainコンフィギュレーションモードを終了し
ます。

switch(config-vpn-domain)#
exit

ステップ 5   

（任意）

スパニングツリーポートの状態の概要を表示しま

す。これに、vPCピアスイッチも含まれます。

switch(config)# show
spanning-tree summary

ステップ 6   

コマンド出力で次の行を探します。
vPC peer-switch is enabled (operational)

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュ

レーションをスタートアップコンフィギュレーショ

ンにコピーして、変更を永続的に保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 7   

次の例は、純粋な vPCピアスイッチトポロジを設定する方法を示します。

switch# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
switch(config)# vpc domain 5
switch(config-vpc-domain)# peer-switch
2010 Apr 28 14:44:44 switch %STP-2-VPC_PEERSWITCH_CONFIG_ENABLED: vPC peer-switch
configuration is enabled. Please make sure to configure spanning tree "bridge" priority as

per recommended guidelines to make vPC peer-switch operational.
switch(config-vpc-domain)# exit
switch(config)# spanning-tree vlan 1 priority 8192
switch(config)# show spanning-tree summary
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Switch is in rapid-pvst mode
Root bridge for: VLAN0001-VLAN0050, VLAN0100-VLAN0149, VLAN0200-VLAN0249
VLAN0300-VLAN0349, VLAN0400-VLAN0599, VLAN0900-VLAN0999

Port Type Default is disable
Edge Port [PortFast] BPDU Guard Default is disabled
Edge Port [PortFast] BPDU Filter Default is disabled
Bridge Assurance is enabled
Loopguard Default is disabled
Pathcost method used is short
vPC peer-switch is enabled (operational)
Name Blocking Listening Learning Forwarding STP Active
---------------------- -------- --------- -------- ---------- ----------
VLAN0001 0 0 0 16 16
VLAN0002 0 0 0 16 16
switch(config)# copy running-config startup-config
switch(config)#

ハイブリッド vPC ピアスイッチトポロジの設定
spanning-tree pseudo-informationコマンドを使用して STP VLANベースのロードバランシング条件
を満たすように代表ブリッジ IDを変更した後、ルートブリッジ IDを最高のブリッジプライオリ
ティよりもよい値に変更することにより、ハイブリッド vPCまたは非 vPCピアスイッチトポロ
ジを設定することができます。次に、ピアスイッチをイネーブルにします。詳細については、

ご使用のデバイスのコマンドリファレンスを参照してください。

以前にグローバルスパニングツリーパラメータを設定し、その後スパニングツリー疑似情報

パラメータを設定した場合は、疑似情報パラメータがグローバルパラメータより優先される

ことに注意してください。

（注）

はじめる前に

vPC機能をイネーブルにしていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

スパニングツリー疑似情報を設定します。switch(config)# spanning-tree
pseudo-information

ステップ 2   

この設定は、どのグローバルスパニング

ツリー設定よりも優先されます。

（注）

VLANの指定ブリッジプライオリティを設定しま
す。有効な値は、0～ 61440の範囲内の 4096の倍
数です。

switch(config-pseudo)# vlan
vlan-id designated priority
priority

ステップ 3   

VLANのルートブリッジプライオリティを設定し
ます。有効な値は、0～ 61440の範囲内の 4096の
倍数です。

switch(config-pseudo)# vlan
vlan-id root priority priority

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

ピアスイッチが動作するには、この値が

両方の vPCピアで同一である必要があり
ます。

（注）

スパニングツリー疑似情報コンフィギュレーション

モードを終了します。

switch(config-pseudo)# exitステップ 5   

設定する vPCドメインの番号を入力します。
vpc-domainコンフィギュレーションモードを開始
します。

switch(config)# vpc domain
domain-id

ステップ 6   

vPCスイッチペアがレイヤ 2トポロジ内で 1つの
STPルートとして現れるようにします。

switch(config-vpc-domain)#
peer-switch

ステップ 7   

ピアスイッチ vPCトポロジをディセーブルにする
には、このコマンドの no形式を使用します。

vpc-domainコンフィギュレーションモードを終了
します。

switch(config-vpc-domain)#
exit

ステップ 8   

（任意）

スパニングツリーポートの状態の概要を表示しま

す。これに、vPCピアスイッチも含まれます。

switch(config)# show
spanning-tree summary

ステップ 9   

コマンド出力で次の行を探します。

vPC peer-switch is enabled (operational)

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュ

レーションをスタートアップコンフィギュレーショ

ンにコピーして、変更を永続的に保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 10   

次の例は、ハイブリッド vPCピアスイッチトポロジを設定する方法を示します。

switch# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
switch(config)# spanning-tree pseudo-information
switch(config-pseudo)# vlan 1 designated priority 8192
switch(config-pseudo)# vlan 1 root priority 4096
switch(config-pseudo)# exit
switch(config)# vpc domain 5
switch(config-vpc-domain)# peer-switch
switch(config-vpc-domain)# exit
switch(config)# copy running-config startup-config
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vPC 複合からのスイッチの分離と復元

vPC シャットダウンの設定
vPC複合からスイッチを分離します。スイッチをいったん分離すると、分離されていないスイッ
チを通過する vPCトラフィックに影響を与えることなくそのスイッチはデバッグ、再ロード、さ
らに物理的に切り離すことさえ可能です。

vPCスイッチが分離されるとき、分離されるスイッチと分離されないスイッチの両方で設定変
更は許可されません。

分離されたスイッチでは中断を伴うアップグレードのみがサポートされます。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

スイッチに対して vPCドメインを作成し、
vpc-domainコンフィギュレーションモードを開始

switch(config)# vpc domain
domain-id

ステップ 2   

します。デフォルトのドメイン IDはありません。
指定できる範囲は 1～ 1000です。

vPCドメインからスイッチを分離します。switch(config-vpc)# shutdownステップ 3   

リブート後にすべての現在のコンフィギュレーショ

ンの詳細を利用できるように、スタートアップコ

switch(config-vpc)# copy
running-config startup-config

ステップ 4   

ンフィギュレーションファイルに実行コンフィギュ

レーションを保存します。

次の例では、vPCドメイン 100のトラフィックをシャットダウンする方法を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# vpc domain 100
switch(config-vpc)# shutdown
switch(config-vpc)# copy running-config startup-config

vPC シャットダウンスイッチの復元
最少の中断で vPC複合に分離スイッチバックを組み込みます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

スイッチに対して vPCドメインを作成し、
vpc-domainコンフィギュレーションモードを開始

switch(config)# vpc domain
domain-id

ステップ 2   

します。デフォルトのドメイン IDはありません。
指定できる範囲は 1～ 1000です。

vPCドメインにスイッチを復元します。switch(config-vpc)# no
shutdown

ステップ 3   

リブート後にすべての現在のコンフィギュレーショ

ンの詳細を利用できるように、スタートアップコ

switch(config-vpc)# copy
running-config startup-config

ステップ 4   

ンフィギュレーションファイルに実行コンフィギュ

レーションを保存します。

次の例では、vPCドメイン 100のトラフィックを復元する方法を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# vpc domain 100
switch(config-vpc)# no shutdown
switch(config-vpc)# copy running-config startup-config

vPC 設定の確認
vPCの設定情報を表示するには、次のコマンドを使用します。

目的コマンド

vPCがイネーブルになっているかどうかを表示
します。

switch# show feature

スイッチで設定されている EtherChannelの数、
およびまだ使用可能なポートチャネル数を表示

します。

switch# show port-channel capacity

vPCの実行コンフィギュレーションの情報を表
示します。

switch# show running-config vpc

vPCに関する簡単な情報を表示します。switch# show vpc brief

Cisco Nexus 6000 シリーズ NX-OS インターフェイスコンフィギュレーションガイドリリース 6.x    
   OL-27928-03-J 145

仮想ポートチャネルの設定

vPC 設定の確認



目的コマンド

すべてのvPCインターフェイス全体で一貫して
いる必要があるパラメータのステータスを表示

します。

switch# show vpc consistency-parameters

ピアキープアライブメッセージの情報を表示し

ます。

switch# show vpc peer-keepalive

ピアステータス、ローカルスイッチのロール、

vPCシステムMACアドレスとシステムプライ
オリティ、およびローカルvPCスイッチのMAC
アドレスとプライオリティを表示します。

switch# show vpc role

vPCに関する統計情報を表示します。

このコマンドは、現在作業している

vPCピアデバイスの vPC統計情報し
か表示しません。

（注）

switch# show vpc statistics

スイッチの出力の詳細については、使用する Cisco Nexusシリーズスイッチのコマンドリファレ
ンスを参照してください。

グレースフルタイプ 1 チェックステータスの表示
次に、グレースフルタイプ 1整合性検査の現在のステータスを表示する例を示します。
switch# show vpc brief
Legend:

(*) - local vPC is down, forwarding via vPC peer-link

vPC domain id : 10
Peer status : peer adjacency formed ok
vPC keep-alive status : peer is alive
Configuration consistency status: success
Per-vlan consistency status : success
Type-2 consistency status : success
vPC role : secondary
Number of vPCs configured : 34
Peer Gateway : Disabled
Dual-active excluded VLANs : -
Graceful Consistency Check : Enabled

vPC Peer-link status
---------------------------------------------------------------------
id Port Status Active vlans
-- ---- ------ --------------------------------------------------
1 Po1 up 1
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グローバルタイプ 1 不整合の表示
グローバルタイプ 1の不整合が発生すると、セカンダリスイッチで vPCがダウンします。次の
例に、スパニングツリーモードの不一致がある場合のこのタイプの不整合を示します。

次に、セカンダリスイッチ上の一時停止された vPC VLANのステータスを表示する例を示しま
す。

switch(config)# show vpc
Legend:

(*) - local vPC is down, forwarding via vPC peer-link

vPC domain id : 10
Peer status : peer adjacency formed ok
vPC keep-alive status : peer is alive
Configuration consistency status: failed
Per-vlan consistency status : success
Configuration consistency reason: vPC type-1 configuration incompatible - STP

Mode inconsistent
Type-2 consistency status : success
vPC role : secondary
Number of vPCs configured : 2
Peer Gateway : Disabled
Dual-active excluded VLANs : -
Graceful Consistency Check : Enabled

vPC Peer-link status
---------------------------------------------------------------------
id Port Status Active vlans
-- ---- ------ --------------------------------------------------
1 Po1 up 1-10

vPC status
----------------------------------------------------------------------------
id Port Status Consistency Reason Active vlans
------ ----------- ------ ----------- -------------------------- -----------
20 Po20 down* failed Global compat check failed -
30 Po30 down* failed Global compat check failed -

次に、プライマリスイッチ上の不整合ステータス（プライマリ vPC上の VLANは一時停止され
ていない）を表示する例を示します。

switch(config)# show vpc
Legend:

(*) - local vPC is down, forwarding via vPC peer-link

vPC domain id : 10
Peer status : peer adjacency formed ok
vPC keep-alive status : peer is alive
Configuration consistency status: failed
Per-vlan consistency status : success
Configuration consistency reason: vPC type-1 configuration incompatible - STP Mo
de inconsistent
Type-2 consistency status : success
vPC role : primary
Number of vPCs configured : 2
Peer Gateway : Disabled
Dual-active excluded VLANs : -
Graceful Consistency Check : Enabled

vPC Peer-link status
---------------------------------------------------------------------
id Port Status Active vlans
-- ---- ------ --------------------------------------------------
1 Po1 up 1-10

vPC status
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----------------------------------------------------------------------------
id Port Status Consistency Reason Active vlans
------ ----------- ------ ----------- -------------------------- -----------
20 Po20 up failed Global compat check failed 1-10
30 Po30 up failed Global compat check failed 1-10

インターフェイス固有のタイプ 1 不整合の表示
インターフェイス固有のタイプ 1不整合が発生すると、プライマリスイッチの vPCポートはアッ
プ状態のままでセカンダリスイッチの vPCポートはダウンします。次の例では、スイッチポート
モードの不一致がある場合のこのタイプの不整合を示します。

次に、セカンダリスイッチ上の一時停止された vPC VLANのステータスを表示する例を示しま
す。

switch(config-if)# show vpc brief
Legend:

(*) - local vPC is down, forwarding via vPC peer-link

vPC domain id : 10
Peer status : peer adjacency formed ok
vPC keep-alive status : peer is alive
Configuration consistency status: success
Per-vlan consistency status : success
Type-2 consistency status : success
vPC role : secondary
Number of vPCs configured : 2
Peer Gateway : Disabled
Dual-active excluded VLANs : -
Graceful Consistency Check : Enabled

vPC Peer-link status
---------------------------------------------------------------------
id Port Status Active vlans
-- ---- ------ --------------------------------------------------
1 Po1 up 1

vPC status
----------------------------------------------------------------------------
id Port Status Consistency Reason Active vlans
------ ----------- ------ ----------- -------------------------- -----------
20 Po20 up success success 1
30 Po30 down* failed Compatibility check failed -

for port mode

次に、プライマリスイッチ上の不整合ステータス（プライマリ vPC上の VLANは一時停止され
ていない）を表示する例を示します。

switch(config-if)# show vpc brief
Legend:

(*) - local vPC is down, forwarding via vPC peer-link

vPC domain id : 10
Peer status : peer adjacency formed ok
vPC keep-alive status : peer is alive
Configuration consistency status: success
Per-vlan consistency status : success
Type-2 consistency status : success
vPC role : primary
Number of vPCs configured : 2
Peer Gateway : Disabled
Dual-active excluded VLANs : -
Graceful Consistency Check : Enabled
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vPC Peer-link status
---------------------------------------------------------------------
id Port Status Active vlans
-- ---- ------ --------------------------------------------------
1 Po1 up 1

vPC status
----------------------------------------------------------------------------
id Port Status Consistency Reason Active vlans
------ ----------- ------ ----------- -------------------------- -----------
20 Po20 up success success 1
30 Po30 up failed Compatibility check failed 1

for port mode

VLAN ごとの整合ステータスの表示
VLANごとの整合または不整合のステータスを表示するには、show vpc consistency-parameters
vlansコマンドを入力します。

次に、プライマリおよびセカンダリスイッチ上のVLANの整合ステータスを表示する例を示しま
す。

switch(config-if)# show vpc brief
Legend:

(*) - local vPC is down, forwarding via vPC peer-link

vPC domain id : 10
Peer status : peer adjacency formed ok
vPC keep-alive status : peer is alive
Configuration consistency status: success
Per-vlan consistency status : success
Type-2 consistency status : success
vPC role : secondary
Number of vPCs configured : 2
Peer Gateway : Disabled
Dual-active excluded VLANs : -
Graceful Consistency Check : Enabled

vPC Peer-link status
---------------------------------------------------------------------
id Port Status Active vlans
-- ---- ------ --------------------------------------------------
1 Po1 up 1-10

vPC status
----------------------------------------------------------------------------
id Port Status Consistency Reason Active vlans
------ ----------- ------ ----------- -------------------------- -----------
20 Po20 up success success 1-10
30 Po30 up success success 1-10

no spanning-tree vlan 5コマンドを入力すると、プライマリおよびセカンダリVLANで不整合が引
き起こされます。

switch(config)# no spanning-tree vlan 5

次に、セカンダリスイッチ上のVLANごとの整合ステータスを Failedとして表示する例を示しま
す。

switch(config)# show vpc brief
Legend:

(*) - local vPC is down, forwarding via vPC peer-link

vPC domain id : 10
Peer status : peer adjacency formed ok
vPC keep-alive status : peer is alive
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Configuration consistency status: success
Per-vlan consistency status : failed
Type-2 consistency status : success
vPC role : secondary
Number of vPCs configured : 2
Peer Gateway : Disabled
Dual-active excluded VLANs : -
Graceful Consistency Check : Enabled

vPC Peer-link status
---------------------------------------------------------------------
id Port Status Active vlans
-- ---- ------ --------------------------------------------------
1 Po1 up 1-4,6-10

vPC status
----------------------------------------------------------------------------
id Port Status Consistency Reason Active vlans
------ ----------- ------ ----------- -------------------------- -----------
20 Po20 up success success 1-4,6-10
30 Po30 up success success 1-4,6-10

次に、プライマリスイッチ上のVLANごとの整合ステータスを Failedとして表示する例を示しま
す。

switch(config)# show vpc brief
Legend:

(*) - local vPC is down, forwarding via vPC peer-link

vPC domain id : 10
Peer status : peer adjacency formed ok
vPC keep-alive status : peer is alive
Configuration consistency status: success
Per-vlan consistency status : failed
Type-2 consistency status : success
vPC role : primary
Number of vPCs configured : 2
Peer Gateway : Disabled
Dual-active excluded VLANs : -
Graceful Consistency Check : Enabled

vPC Peer-link status
---------------------------------------------------------------------
id Port Status Active vlans
-- ---- ------ --------------------------------------------------
1 Po1 up 1-4,6-10

vPC status
----------------------------------------------------------------------------
id Port Status Consistency Reason Active vlans
------ ----------- ------ ----------- -------------------------- -----------
20 Po20 up success success 1-4,6-10
30 Po30 up success success 1-4,6-10

次に、STP Disabledとしての不整合の例を示します。
switch(config)# show vpc consistency-parameters vlans

Name Type Reason Code Pass Vlans

------------- ---- ---------------------- -----------------------
STP Mode 1 success 0-4095
STP Disabled 1 vPC type-1 0-4,6-4095

configuration
incompatible - STP is
enabled or disabled on
some or all vlans

STP MST Region Name 1 success 0-4095
STP MST Region Revision 1 success 0-4095
STP MST Region Instance to 1 success 0-4095
VLAN Mapping
STP Loopguard 1 success 0-4095
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STP Bridge Assurance 1 success 0-4095
STP Port Type, Edge 1 success 0-4095
BPDUFilter, Edge BPDUGuard
STP MST Simulate PVST 1 success 0-4095
Pass Vlans - 0-4,6-4095

vPC の設定例

デュアルホーム接続ファブリックエクステンダ vPC の設定例
次に、次の図に示すように、CiscoNexus-1スイッチのピアキープアライブメッセージを伝送する
ために管理 VRFを使用するデュアルホーム接続ファブリックエクステンダ vPCトポロジを設定
する例を示します。

図 11：vPC の設定例

はじめる前に

Cisco Nexus 2000シリーズファブリックエクステンダ NX-2000-100が接続され、オンラインであ
ることを確認します。

手順

ステップ 1 vPCおよび LACPをイネーブルにします。
CiscoNexus-1# configure terminal
CiscoNexus-1(config)# feature lacp
CiscoNexus-1(config)# feature vpc

ステップ 2 vPCドメインを作成し、vPCピアキープアライブリンクを追加します。
CiscoNexus-1(config)# vpc domain 1
CiscoNexus-1(config-vpc-domain)# peer-keepalive destination 10.10.10.237
CiscoNexus-1(config-vpc-domain)# exit
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ステップ 3 2つのポートの EtherChannelとして vPCピアリンクを設定します。
CiscoNexus-1(config)# interface ethernet 1/1-2
CiscoNexus-1(config-if-range)# switchport mode trunk
CiscoNexus-1(config-if-range)# switchport trunk allowed vlan 20-50
CiscoNexus-1(config-if-range)# switchport trunk native vlan 20
CiscoNexus-1(config-if-range)# channel-group 20 mode active
CiscoNexus-1(config-if-range)# exit
CiscoNexus-1(config)# interface port-channel 20
CiscoNexus-1(config-if)# vpc peer-link
CiscoNexus-1(config-if)# exit

ステップ 4 ファブリックエクステンダ ID（たとえば、「100」）を作成します。
CiscoNexus-1(config)# fex 100
CiscoNexus-1(config-fex)# pinning max-links 1
CiscoNexus-1(fex)# exit

ステップ 5 ファブリックエクステンダ 100のファブリック EtherChannelリンクを設定します。
CiscoNexus-1(config)# interface ethernet 1/20
CiscoNexus-1(config-if)# channel-group 100
CiscoNexus-1(config-if)# exit
CiscoNexus-1(config)# interface port-channel 100
CiscoNexus-1(config-if)# switchport mode fex-fabric
CiscoNexus-1(config-if)# vpc 100
CiscoNexus-1(config-if)# fex associate 100
CiscoNexus-1(config-if)# exit

ステップ 6 両方の Cisco Nexusデバイス上のファブリックエクステンダ 100の各ホストインターフェイス
ポートを他のすべての手順に従って設定します。
CiscoNexus-1(config)# interface ethernet 100/1/1-48
CiscoNexus-1(config-if)# switchport mode access
CiscoNexus-1(config-if)# switchport access vlan 50
CiscoNexus-1(config-if)# no shutdown
CiscoNexus-1(config-if)# exit

ステップ 7 設定を保存します。
CiscoNexus-1(config)# copy running-config startup-config

CiscoNexus-2スイッチに対して上記のすべての手順を繰り返します。
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シングルホーム接続ファブリックエクステンダ vPC の設定例
次に、次の図に示すように、スイッチCiscoNexus-1のピアキープアライブメッセージを伝送する
ためにデフォルト VRFを使用するシングルホーム接続ファブリックエクステンダ vPCトポロジ
を設定する例を示します。

図 12：vPC の設定例

次に、ファブリックエクステンダ NX-2000-100に接続されている CiscoNexus-1の設定だけを
表示する例を示します。ファブリックエクステンダ NX-2000-101に接続されているその vPC
ピア（CiscoNexus-2）でこれらの手順を繰り返す必要があります。

（注）

はじめる前に

Cisco Nexus 2000シリーズファブリックエクステンダ NX-2000-100および NX-2000-101が接続さ
れ、オンラインであることを確認します。

手順

ステップ 1 vPCおよび LACPをイネーブルにします。
CiscoNexus-1# configure terminal
CiscoNexus-1(config)# feature lacp
CiscoNexus-1(config)# feature vpc
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ステップ 2 SVIインターフェイスをイネーブルにし、vPCピアキープアライブリンクが使用する VLANと
SVIを作成します。
CiscoNexus-1(config)# feature interface-vlan
CiscoNexus-1(config)# vlan 900
CiscoNexus-1(config-vlan)# int vlan 900
CiscoNexus-1(config-if)# ip address 10.10.10.236 255.255.255.0
CiscoNexus-1(config-if)# no shutdown
CiscoNexus-1(config-if)# exit

ステップ 3 vPCドメインを作成し、デフォルト VRFの vPCピアキープアライブリンクを追加します。
CiscoNexus-1(config)# vpc domain 30
CiscoNexus-1(config-vpc-domain)# peer-keepalive destination 10.10.10.237 source 10.10.10.236
vrf default
CiscoNexus-1(config-vpc-domain)# exit

vPCピアキープアライブメッセージを伝送するので、VLAN900は、vPCピアリンク間
でトランキングしないでください。vPCピアキープアライブメッセージのCiscoNexus-1
と CiscoNexus-2のスイッチ間に代替パスが必要です。

（注）

ステップ 4 2つのポートの EtherChannelとして vPCピアリンクを設定します。
CiscoNexus-1(config)# interface ethernet 1/1-2
CiscoNexus-1(config-if-range)# switchport mode trunk
CiscoNexus-1(config-if-range)# switchport trunk allowed vlan 20-50
CiscoNexus-1(config-if-range)# switchport trunk native vlan 20
CiscoNexus-1(config-if-range)# channel-group 30 mode active
CiscoNexus-1(config-if-range)# exit
CiscoNexus-1(config)# interface port-channel 30
CiscoNexus-1(config-if)# vpc peer-link
CiscoNexus-1(config-if)# exit

ステップ 5 ファブリックエクステンダ NX-2000-100を設定します。
CiscoNexus-1(config)# fex 100
CiscoNexus-1(config-fex)# pinning max-links 1
CiscoNexus-1(fex)# exit

ステップ 6 ファブリックエクステンダ NX-2000-100のファブリック EtherChannelリンクを設定します。
CiscoNexus-1(config)# interface ethernet 1/20-21
CiscoNexus-1(config-if)# channel-group 100
CiscoNexus-1(config-if)# exit
CiscoNexus-1(config)# interface port-channel 100
CiscoNexus-1(config-if)# switchport mode fex-fabric
CiscoNexus-1(config-if)# fex associate 100
CiscoNexus-1(config-if)# exit
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ステップ 7 ファブリックエクステンダ NX-2000-100の vPCサーバポートを設定します。
CiscoNexus-1(config-if)# interface ethernet 100/1/1
CiscoNexus-1(config-if)# switchport mode trunk
CiscoNexus-1(config-if)# switchport trunk native vlan 100
CiscoNexus-1(config-if)# switchport trunk allowed vlan 100-105
CiscoNexus-1(config-if)# channel-group 600
CiscoNexus-1(config-if)# no shutdown
CiscoNexus-1(config-if)# exit
CiscoNexus-1(config)# interface port-channel 600
CiscoNexus-1(config-if)# vpc 600
CiscoNexus-1(config-if)# no shutdown
CiscoNexus-1(config-if)# exit

ステップ 8 設定を保存します。
CiscoNexus-1(config)# copy running-config startup-config

vPC のデフォルト設定
次の表に、vPCパラメータのデフォルト設定を示します。

表 9：デフォルト vPC パラメータ

デフォルトパラメータ

32667vPCシステムプライオリティ

ディセーブルvPCピアキープアライブメッセージ

1秒vPCピアキープアライブ間隔

5秒vPCピアキープアライブタイムアウト

3200vPCピアキープアライブ UDPポート
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第 7 章

Configuring Linecard Expansion Modules

この章の内容は、次のとおりです。

• ラインカード拡張モジュールの設定, 157 ページ

ラインカード拡張モジュールの設定

ラインカード拡張モジュールに関する情報

ラインカード拡張モジュール（LEM）は現場で交換可能なモジュールです。各 LEMには 12個の
40Gポートがあり、LEMあたり 48個の 10Gポートに分解できます。このモジュールは 10Gモー
ドまたは 40Gモードのどちらにもなりことが可能です。モードを変更するには、モジュールの電
源をいったん切った後で電源を投入する必要があります。 LEMは Cisco Nexus 6004シャーシのス
ロット 1～ 8に入れることができます。

Cisco Nexus 6004シャーシでは、2種類の LEMをサポートしています。

•固定 LEM：スロット 1～ 4。

•ホットスワップ可能 LEM：スロット 5～ 8。

10G モードでの LEM モードの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスのブレークアウトを設定します。switch(config)# interface
breakout slot slot port
port-rangemap 10g-4x

ステップ 2   

slot：有効な値は 1～ 8です。

port-range：有効な値は 1～ 12です。

1-3、4-6、7-9、および 10-12で始まる 3つの
グループを入力できます。また、3つのうち
の 1グループを含む範囲を入力できます。
たとえば、1-6または 4-12と入力します。
2-4または 8-10の port-rangeは入力できませ
ん。

（注）

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュレー

ションをスタートアップコンフィギュレーションにコ

ピーして、変更を永続的に保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 3   

次に、10Gモードでラインカード拡張モジュール（LEM）を設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface breakout slot 1 port 1-12 map 10g-4x
switch(config)# copy running-config startup-config

40G モードでの LEM モードの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

インターフェイスのブレークアウトを設定します。switch(config)# no interface
breakout

ステップ 2   

slot：有効な値は 1～ 8です。slotslot#portport-rangemap
10g-4x port-range：有効な値は 1～ 12です。

1-3、4-6、7-9、および 10-12で始まる 3つの
グループを入力できます。また、3つのうち
の 1グループを含む範囲を入力できます。
たとえば、1-6または 4-12と入力します。
2-4または 8-10の port-rangeは入力できませ
ん。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュレー

ションをスタートアップコンフィギュレーションにコ

ピーして、変更を永続的に保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 3   

次に、40Gモードでラインカード拡張モジュール（LEM）を設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# no interface breakout slot 1 port 1-12 map 10g-4x
switch(config)# copy running-config startup-config

ファブリックモードの選択

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

ファブリックモードを選択します。switch(config)# fabric-mode
{10g | 40g}

ステップ 2   

10g：10Gモードでクロスバーを実行します。

40g：40Gモードでクロスバーを実行します。

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュ

レーションをスタートアップコンフィギュレー

ションにコピーして、変更を永続的に保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 3   

次に、10Gのファブリックモードを選択する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# fabric-mode 10g
switch(config)# copy running-config startup-config

次に、40Gのファブリックモードを選択する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# fabric-mode 40g
switch(config)# copy running-config startup-config

次の作業

ファブリックモードを変更するときは、新しいモード反映されるためにシステムを再起動する必

要があります。
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LEM モード設定の確認
次のいずれかのコマンドを使用して、設定を確認します。

目的コマンド

インターフェイスコンフィギュレーションに関

する情報を表示します。

show interface eth1/2 capabilities

インターフェイス設定の概要を表示します。show interface brief
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